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「……勝つぞ、幹みき人ひと。今年こそ、今度こそ」

「うん、勝とう」

　兄のように慕う先輩の呟つぶやきに雨あまケが谷や幹人は頷うなずきを返した。

　目の前にはモーター、ギアボックス、シャフト、ケーブル、センサー、タイヤにゴムにバネに基板にその他諸もろ々もろと、それらを収める無骨な金属フレームの集合でできた物体が鎮座している。

　これは幹人たちお手製のロボットであり、来週末からの全国工業高等専門学校ロボットコンペティションを戦う愛機にして相棒だ。

「統率力とナイスな采配に期待してるよ、照てる兄にい」

　幹人が照兄と呼ぶロボット研究部部長、中なか久く喜き照てる治じはこちらの言葉に掛けている眼鏡めがねをくいっと直して、その整った顔に不敵な笑みを浮かべた。

「おう、任せとけ。だが、今年はマシンの消耗が激しい戦略だからな。メンテ班のお前の方が大変かもしれんぞ」

「死ぬ気で手ぇ動かすよ。伊だ達てにレポート提出前夜を幾度となく越えてきてないさ」

　幹人たちは高専生だ。すなわち、高等専門学校に通う学生である。

　高等専門学校は主に中学を卒業した者を受け入れる、多くが機械、電気、情報、土木、化学などを学ぶ工業系の科で構成される五年制の教育機関だ。

　幹人は機械科の三年生、照治は電気科の五年生である。

　高専では、国語や歴史などの文系一般科目の時間が削られ、その代わりに機械科なら機械、電気科なら電気と、選択した専門の科目についての講義が山と用意される。

　高校と比べ、良い悪いは別として特殊である事は間違いない教育機関だ。偏差値で言えば概おおむね六〇から六五と進学校クラスの位置にあるものの、なんだかよくわからない風変わりな学校というのが世間一般の評価だろう。

「気合入れないとね。高専って言ってわかんなくとも、ロボコペやってる学校って言えば世間様にはピンと来てもらえるんだから」

「そうなんだよなあ。……ロボコペやってる奴なんて全体で見たら少数派だが、だからこそ責任重大だと勝手に思っておくか」

　ロボコペの全国大会と言えば、国営局による全国放送もされる派手な舞台だ。

　幹人たちの所属する大おお山やま工業高等専門学校はそれなりに強豪であり、今年も地区大会を優勝、全国大会へ駒こまを進めている。

　今日は十一月の第二土曜日。東京の両国国技館で開かれる全国大会は一週間と一日後の第三日曜日。みっちり作業のできる土日は今日と明日が最後となるので、現在、大詰めとなる改善・調整会の真っ最中である。

　場所は学校の構内にある独立したガレージとその周辺、時刻は午後三時を回る。

「とりあえず今んとこ一番安定してる24でいくって事でいいんだよな？　タッチセンサの閾しきい値ち」「おおーい、この関節ちょっと緩んでるよこれ……」「本番のボールの空気圧ってどんなもんだっけ？」

　有志で構成された大山高専ロボット研究部は総勢三十名ほど。揃そろって、部でまとめて購入している紺に近い深いブルーのツナギを着込んでいる。

「それにしても、ちょっと小腹が空すいてきたな……」

「うーん、買い出しに行ってくれてるメンバー、そろそろ帰ってくる頃だと思うんだけど……お、なんて言ってたそばからだ」

　遠くから見慣れた人影が歩いてくるのが見え、ほどなくして聴きこえ始めたのは姦かしましい話し声。

「っあ、お兄ちゃーん！　買ってきたよー！」

「おー、待ってた待ってた。ありがとう、咲さき」

　ビニール袋を下げた手をこちらに振るのは、長い黒髪をサイドテールにまとめた女の子だ。シャッターを開けたガレージの中から手を振り返した幹人のもとへ、軽やかに駆けてくる。

　ガレージの中は板張り仕様に改装してあり土足禁止なので、入り口で彼女は靴くつを脱ぎ脱ぎ、きちんと揃えて上がってきた。

「お菓子！　とかハンバーガーとか！　元気が出そうなやついっぱい買ってきた！」

「めちゃありがたい、えらいえらい」

「でしょでしょ！」

　ビニール袋を床に置き、中身を取り出しながらにっこりと笑う彼女は幹人の四つ歳とし下したの妹、雨ケ谷咲。目のぱっちり大きな愛らしい顔立ちをしており、表情の無邪気さと相まって、実年齢よりも少し幼く見える。

　咲はロボ研部員、どころか高専生ですらなく、近所の中学校に通う二年生だがこの時期は毎年、差し入れを届けてくれたり買い出しを担当してくれたりと、ガレージに居る事が多い。

「私らのとっからも取りにきて。数は余裕あるはずだから、適当に」「飲み物もあるよー！　翼とか授けてくれる系のやつも大量にね！」

　咲の後からはさらに二人の女子がやってきて、同じく膨れたビニール袋をガレージの床へと置いた。

「女子だけで行かせて悪いな、助かる」

「いいですよ、その代わり優勝して下さいよ」「声張り上げて応援すっからね！」

「鋭意努力しよう」

　礼を言った照治にそれぞれ言葉を返した彼女たち二人は、高専生だがロボ研部員ではない。それぞれ化学科と建築科の学生であり、機械科や電気科と違ってロボット製作は専門外。

　この時期、試合以外の事に頭と手が回らなくなる部員のため、咲と同じようにあれこれ手伝いに来てくれているのだ。

「お、照兄、そう言えばこれで全学科揃ったね」

「そうだなあ。ま、うちの部らしくていいんじゃないか」

　大山高専は機械、電気、情報、化学、建築の全五学科。

　ロボコペに向いた機械科、電気科は当然として、プログラミングの専門家である情報科の学生も何人か、このロボ研には在籍している。そこに諸々の手伝いで化学科と建築科の二人が来てくれて、この場には全ての学科が揃った事になる。

　こんな修羅場に部外者がいる事を嫌うチームもあるんだろうが、このロボ研はどちらかと言うとむしろ、お祭り感を好ましく思う性た質ちだ。

「よおし、食うぞ。俺もお前も今日は泊まりだからエネルギー摂とらんと保もたん」

「そうね。お、咲、ありがと」

　照治の言葉に頷きながら、幹人は妹からハンバーガーを受け取った。

　これを食べたらまた全力で作業だ。頭はもう、優勝を目指す全国大会の事で一杯で。

　だから、当然のように想像もしなかった。

　大会に行くどころじゃないなんて状況に、自分たちが陥るなんて、そんな事は。
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「んおおおおおおおああああああああああああああああああああああッ!?」

「……なんだあ？」

　頭を殴られるようなインパクト。上がった叫び声に幹みき人ひとは上半身を起こした。眼をこすりつつ、時計を見れば午前七時半。

　結局、昨日というか今日というべきかは、自分や照てる治じを含めて何人かの泊まり込めるメンバーで朝方まで作業をしていた。雑ざ魚こ寝ねのような形で、四時間くらいは眠っただろうか。

　完全にシャッターの上がったガレージ正面から光が差し込み、室内はひどく明るい。

　そして、そこから覗のぞく景色は。

「幹人ぉおおおおおおおおお！　大変だ！　起きろ！」

「……照兄の叫びで起きた、んで、えと…………、……や、え、……ん？」

　緑の濃さが、何より意識を持っていく。活いき活いきと木々が立ち並び、その葉は青々と生い茂り、日の光を照り返している。手前には背の低い草むらが広がり、人工物の気配は一切ない。

　どこともしれない森の中、そんな表現がおそらく妥当だろう。

　ガレージの外に広がっていた光景は、学内では絶対にありえないものだった。

「どうなってんだ……」「どこだよここ……キャンプ場みたいな匂においするぞ」「自然溢あふれてる感がやばい、アウェーなのはわかる！」

　周りを見渡せば、一緒に泊まり込んだほとんどの人間が起きているようで、口々に困惑に染まった言葉を零こぼしている。

「……えと、あー……その、なんなの照兄。この狼狽うろたえる気も起きない状況」

「俺が知るか！　起きてみたら他の奴らがシャッター開けてて、外を見たらわけのわからん森の中だ！」

「……ぬえー、なにぃおにーちゃーん」

　こちらの腰元にひっついて眠っていた咲さきが、寝ぼけまなこで上半身を起こす。

「咲、外、見てみ」

「んえー……あかるぅい」

「もうちょっと違う視点で」

「みどりがゆたかー………………え？」

　そこで初めて咲は怪け訝げんそうな顔をして、やがてすっくと立ち上がり、開け放たれたシャッターのもとへ駆け寄った。

「え、あれ、……あれ、……お兄ちゃんここどこぉ!?」

　まじまじと外を眺め、振り返って問うてくる顔を見るにどうやら眠気は飛んだようだ。

「兄ちゃんたちもわかんないんだなー……」

「えー……ええ……、えええ……」

　呆ぼう然ぜんとする咲。それはそうだろう。

　改めて幹人も妹の隣へ行く形で、空いたシャッター際に行って外を見てみる。濃厚な緑の香りが鼻先に届いた。

　何人かの部員たちが外に出て草むらや木々の間に足を踏み入れているようだが、特に発見はなさそうだった。

　幹人たちの表情にゆっくりと、しかし確実に焦りの色が増していく。

（……意味不明過ぎてあんま実感湧かないけど、これ普通にやばい状況だよな？）

　どこともわからない場所にガレージごと放り出された。そんな現実をそろそろ本腰入れて受け止めねばならず、背にじわじわと薄ら寒いものが這はっていくのを感じる。

　安全の確保、状況の確認、帰る方法の確立。やらなければならない事が多分たくさんあるし、それをできなければ、最悪の場合、本当に最悪の事態になりかねない。

「……幹人、俺も少し外を見てくる」

　そう言って靴を履いて出て行った照治の顔は、見た事がないくらいに硬かった。

「……スマホも圏外」

　ぽつり、隣の妹が呟いた言葉は泣きそうな音色。

「なんなのこれ……。夢じゃないの……？　夢じゃなかったら、なかったら……」

「……咲」

「か、か、帰れ、ない、の？　だって、だって、お、おとーさんも、おかーさんも、おじーちゃんも、心配、する……」

　呼吸の浅さ、顔の青さ。スマートフォンを胸の前でぎゅっと握りしめる細い手は、いつも以上に白く、何より震えている。

「おにーちゃん……、さ、咲たち、ど、どうなるの……？」

　この娘この一人称が自分の名前になるのは、べったり甘えてくる時を除けば、ひどく動揺した時だけだ。

　鋭く小さく、幹人は息を吐く。

　こんな状況にヘラヘラと笑っていられるような材料は、手元に何もない。正直、不安で不安で仕方がない。

「ま、だいじょぶだよ」

「で、でも」

　だけど、自分は兄なのだ。

　だから、せめて妹の頭を少し乱暴に撫なで回しながら、明るく笑う。

「なんだか知らない、どこだかわからんけど、俺たちはここに来た。って事は、当然帰る方法もあるって事だ」

「……そ、そうなの？」

「ああ、もちろん」

　なんでもない風に、堂々と頷く。

「だってそうだろ？　行けたって事は戻れるって事だ。来られたって事は帰れるって事だ。方向が逆になるだけでやってる事は同じなんだから。そんなのここがどこだろうが当たり前だ」

「そ、……そっか、そっかな」

「そうそう」

　あまりに軽く、それでいてはっきり言い切ったこちらの言葉にようやく少し安心したように、咲は固まっていた顔を綻ほころばせた。

　言うまでもないが、咲に言った事は噓うそっぱちである。行けたんだから必ず戻れる、などというのはどうしようもない詭き弁べんだ。

　これは明らかに単なる移動ではなく、何かしら別の現象が起きているはずである。そして移動はともかく、現象というものは、必ずしも現実的な難度で逆の動作ができる事が保証されているわけではない。

　コーヒーにミルクを混ぜるのは簡単だが、混ぜた二つを綺き麗れいに分離するのは困難なのである。

「帰れるなら、でも、早く帰らないとね！　だってロボコペあるし！」

「そうだな、出ないわけにはいかないからな」

「うん！」

　噓を吐ついた罪悪感がないではないが、ひとまず安心させてやれたのなら、今はそれでいい。怯おびえて過ごすよりはマシなはずだ。

　それに情けのない話、この娘がこうして笑ってくれると、自分自身が救われるというのも大いにあった。

「そうと決まればお兄ちゃん！　私たちも外に行きましょうっ、なにかあるかも！」

「そうだな、そうしよう」

　靴を履き、手を引っ張る妹と共に、幹人は謎なぞの世界と化したガレージ外へと改めて足を踏み出した。





　　　　◇◆◇






「よし、全員中へ戻ってきたな？　それではこれより半円卓会議を始める！」

　ガレージ内、ホワイトボードの前へ立つ照治の言葉に、彼を半円状に囲む一同からパチパチとなんとなくの拍手が響く。

　元々のロボ研部員が九名、手伝いに来ていた化学科と建築科の女子学生がそれぞれ一名ずつ、そこに咲を加え、総勢十二人。

　それが現在ガレージ内にいる人間であり、幹人の記憶が正しければ、全員が帰宅せず泊まり込んだ面メン子ツだった。

「お兄ちゃん、半円卓会議ってなに？」

「ロボ研の全体会議の名前。司会役を半円状に部員が囲うからってのが名前の由来」

「アーサー王と関係は？」

「まったく」

　妹の疑問に答えつつ、幹人も内心、絶対にノリだけで付けたんだろうなあこの名前と思っている。ちなみに幹人が入る前から、聞くところによれば照治が入るよりも前から使われている名称らしく、無駄に歴史は深い。

「中なか久く喜き先輩、私ら部員じゃないですけど」

「この際かまわんだろう、咲も合わせて臨時部員扱いだ」

「……ま、もう一いち蓮れん托たく生しよう感ありますもんね」

　しょうがないか、そう零すのは化学科三年所属の女子学生だ。派手めなギャルファッションに身を包んではいるが、理想の化粧品を自ら作るため高専化学科の門を叩たたいたという、やはり工学系に寄ったそれなりの変人である。

「で、さっそくだが、まずは正確な現状把握をしておきたい。何か、今の場所、この状況について気づいた事のあるものはいるか？」

　照治の問いかけに、わらわらと部員たちから手が挙がる。

「周りは結構広い森っぽいんで、学内でない事は間違いないかと」「今ここにいる面子って、全員が帰らずに泊まり込んだ奴らですね」「最初に起きたのは俺です、六時半ごろ」「電線、ネットの回線ともに物理的にガレージ外で切れてました」「携帯のキャリア回線も死んでるんで連絡はどこにも」「遠くから川の音が聴こえるわね」エトセトラエトセトラ。各々から様々な報告が上がる。

「……なんていうかさ、お兄ちゃんたち、妙に冷静だよね」

　しみじみと、咲が言う。

「こんな風に会議とかして……やっぱり皆、ちゃんと帰れるって思ってるから？」

「うーん……」

　ちゃんと帰りたいとは全員思っているだろうが、帰れるはずと信じ込んでいる人間は、幹人がそうさせた咲以外には多分いないだろう。当然、それは言わないでおく。

　ではどうして皆、一見落ち着いた風に会議なんてしているかと言えば、それには理由がある。

「もちろん皆帰れるとは思ってるけど、それでも怖いし不安は不安だ。だからこそ、こうやって話し合うんだよ。なにがどうなってんだ、ってな。これが俺たちなりの怯え方みたいなもんだ」

「……あの、前々から思ってたし、何度となく言ってきたけど、お兄ちゃんたちってやっぱりちょっと変だよね？」

「ちょっとですめば御おんの字じだなー」

　理系や工業系の人間には変人が多いとよく世間では言われるが、もちろん高専生もその例外ではなく、むしろ代表例としていいだろうと思う。

「さて、こんなものか……」

　そう言う照治の後ろ、ホワイトボードには寄せられた報告がずらりと、書記役の部員によって書き連ねられている。

「中久喜くーん、肝心な奴を誰も言ってないよー」

「……わかってる。ああ、えー、じゃ、まあ、最後に」

　照治に声を投げたのは、咲や化学科の三年生とセットで臨時部員扱いとなった建築科五年の女子学生。促された照治は躊躇ためらうように言葉をそこで切り、大きく息を吐いて。

　そして、言った。

「俺から報告だ。……太陽らしきものが、空に三つある」

　ざわめきすら、起こらない。

　そんな事、誰に言われずとも皆、空を仰いだときに気がついていたからだ。

「で、あー、それが一体どういう意味合いを持つか、だが……」

「はい……っ！」

　照治が実に言い難にくそうにする中、手を挙げたのは咲だった。

「ええと、じゃあ、咲」

「はいっ！　私、これ、こういうの、最近漫画で読みました！」

　手を挙げたまま、ぴょいんぴょいんとその場で小さく跳ねながら言う咲の声には熱が籠こもっている。その勢いのまま、彼女は続けた。

「これはもう、ずばり……間違いなく！　──異世界に来たんです！」

「あー……まあ、話にはよくあるよな……んん、だが現実にそんな、ううん……」

　腕を組み、唸うなる照治。他の部員たちもあちらこちらで「やっぱりそうなのか？」「信じられないが認めるしかないのか……」などと零す。

「……すまん、ちょっといいだろうか？」

「テツ、どうした？」

　手を挙げたのは不健康そうな人間の多い中、異色を放つ巨漢のタフガイだった。

　照治がテツと呼んだ彼は、機械科五年鉢はち形がた鉄てつ次じ郎ろう。筋肉で出来上がった熊じみたガタイと渋い声音、漢おとこ感かんあふるる顔つきに違たがわぬ無骨な鋼を思わせる謹きん厳げん実じつ直ちよくな性格で、尊敬を込めて後輩の部員たちからはテツさんと呼ばれている。

「不勉強で悪いんだが……雨あまケが谷や妹、異世界というのは、異星とは違うのだろうか？」

「え？　あー……ええっと……なんと言いましょうか……」

　問われ、身体からだごと頭を傾かしげる咲に、鉢形はどこか申し訳なさそうな顔だ。

「すまん、変な質問をして。ファンタジーやらはどうも、あまり触れた事がなく。俺はこの状況を、太陽のような恒星が三つある銀河系のどこかにでも跳んだものだと思っていたのだが、異世界というのは異星の別表現か？　それとも、何か違う要素が？」

「ええと、……そう！　異星は地球とは違う星ってだけで他はそんなに変わらないけど、異世界には魔法とかがあるんです！」

「魔法……」

「はいっ、いきなりこんな風にワープするなんて、きっと魔法です！　だからここは異世界だと思うんです！　この異世界の魔法が私たちの世界に届いたんです、きっと！」

　熱を上げて語った咲に、「なるほど、ありがとう」と鉢形は返した。

　咲の説は、脇わきは甘いだろうがそれなりに説得力のあるものだと幹人も思う。宇宙船でもなんでもない古びたガレージが、中に入っている人間たちに気が付かれないほど静かに突然謎の場所まで移動するなど、少なくとも自分たちの知っている科学の中では理論すら立たない現象だろう。

　そうなってくると、魔法という表現が適切かどうかは別としても、これは自分たちの知らない法則を持った力に依よるものとするのは妥当かもしれないし、そういったものの存在する世界を呼ぶには、確かに異星よりは異世界の方がしっくりくる。

「少し頭の軽そうな言い方だったけど、うちの妹は賢いね」

「でしょうでしょう！　でしょおー！　……あれ、お兄ちゃん今、もしかして馬鹿にしました？」

　幹人の言葉に一旦得意気な顔になってから咲は眉み間けんに皺しわを寄せた。この反応の一拍遅い感じからして、やはり少しばかり脳天気の気配が香るが、もちろん言わない。

「してないしてない、褒めた褒めた」

「ならいいですけど……」

「咲の脳みそ事情は置いておくとして、確かに、俺たちの世界の常識ではこんな事態は起こり得ないだろう。……一旦、とりあえずここは異世界だと仮定しておくか」

　反対意見が出なかった事を確認した照治は、さらに続ける。

「という事は、だ。やっておかなければならない事がある」

「ま、そだね。よし……」

　照治に頷きつつ、幹人は腰を上げた。周りの部員たちも皆、同様に立ち上がっている。

「え？　え？　なに？　なにするの？」

　頭上にはてなマークを浮かせる咲も、とりあえずといった風に周りに倣ならう。

「うむ、では……」

　一人残らず立った部員たちの視線を受けながら、そして照治は大声で号令を掛ける。

「他の者と重複しても構わん！　厳密性もそれほど重視しない！　とにかく各員思いつく限り、物理法則を確認しろ！　可能ならば物理定数もだ！」

「うぃっす」「了解っす」「よおっしゃ！」……部員たちは各々、ばらばらだが意思だけは揃った返事をし、ガレージの中・外問わず散らばっていく。

「なに？　なにが始まったの？」

「咲、ちょっと手伝ってくれ」

「え？　いいけど……？　お兄ちゃんこれ、皆さんなにを……」

「やってから説明した方がいいかもな。スマホ出して、ストップウォッチ機能起動してくれ。時計アプリの中に入ってるから」

　困惑したままの咲だが、言われた通りオレンジのケースに入った自分のスマートフォンを取り出し、操作する。

「……ええっと、あーストップウォッチだ、こんな機能あったんだ……なにするの？」

「ちょっと待っててな。ええっと……なるべく空気抵抗を受けないようなもの……これでいいや。高さは……一メートルだとちょっと短いか」

　部室端のラックから適当な鋼球と一緒に持ち出したメジャーを、床から胸元あたりまで伸ばす。長さはぴったり、一メートル半。

「咲、これから俺がこの玉っころを合図と同時に落とすから、床に着くまでの時間を計ってくれ。テニスで鍛えたお前の反射神経に期待している」

「え、わ、わかった！　よくわかんないけどわかった！」

　状況を把握していないながらもしっかり頷いた咲は、気持ち中腰になってこちらをじっと見る姿勢へ。

「いつでもいいよ！」

「よおし。……ああ、一応もう少し離れてくれ。もうちょっと、うん、そこでいい。じゃあいくぞ、三、二、一、ほいっ」

「……はいっ！　〇・五六秒です！」

「さんきゅ、〇・五六秒ってことは……」

　甲かん高だかい音を立てて床に転がった金属球を拾いながら、自分のツナギの胸ポケットから関数電卓を取り出す。スマートフォンにも関数機能のある電卓は入っているが、物理ボタンを備えたこれに使い勝手では敵わないのだ。

「ｇの式に直して値を入れて…………九・五七かー」

「何が九・五七なの？」

「重力加速度」

　落下する距離と落下までの時間がわかっていれば、重力加速度はその場で求める事ができる。

「肉眼手動の測定誤差がどう影響したかはわからないとはいえ……地球とそんなに違わないと見るべきか？　ああ、咲、重力加速度は」

「わかります！　……たぶん！　重力、の、つよ、さ？」

「合ってる合ってる、そんな感じ」

　厳密に言えば、物体が落下距離に対し重力によってどれくらいの加速を得るか、という表現になるだろうが、日常からそういう細かいところを突くのは理系の悪い癖だと思うので、一応気をつけている幹人である。

「それが地球とあんまり変わんないの？　たしかに身体かるーい！　とかおもーい！　とかも別に思わないよね……」

「そうだな。咲、もうちょっと付き合ってくれ」

「わかった！」

　壁に立てかけてあった脚きや立たつも使いつつ、最終的に一旦外に出てガレージの屋根にまで登って、できる範囲で落下時間を測定。それぞれ同じように重力加速度を算出していく。

　測定精度が低いとどうにもならない実験であり、本来は肉眼手動でやるべきではないのだろうが仕方ない。本人にも言った通り、なかなか反射神経の鋭い妹の活躍に期待だ。

「……うーん、どこでも大体同じくらいだな。細かい増減はあるけど、誤差以上の意味を持つものにも思えない。……この世界でも、少なくとも自由落下では等加速度運動になるんだな。それはある程度確認できたと言えそうだ」

「お兄ちゃん、日本語でお願いします」

「物の落ち方は、俺たちの世界とこの世界の間で大きな違いはないかもって事」

「あ、そういう事。なるほど…………ていうか、なんでそんな事わざわざ確認したの？　普通に変わらないものなんじゃないの？」

「変わらないなら変わらないでいいんだ、変わらないという事を確認できれば。当たり前に思える事を確認するのは大事だよ、たとえば……」

　幹人は、言いながら先ほど計測に使った脚立の上に登った。

「咲、こういう高いところから落ちるとどうなる？」

「足とか痛い！」

「そうだな。じゃあもっと高かったら？　百メートル、そんな高さだったら？」

「死んじゃう！」

「うん、そうだ。ある程度高いところから落下する事は自殺行為、それは俺たちの世界では常識だ。だけど、この世界では違うかもしれない」

　脚立から飛び降りて、ダンとそれなりに大きな音を立てつつ着地。咲の言葉通り、足が少し痛かった。

「例えばもしかしたら、物の落ちるスピードは一定の速さや高さから全く変わらなくなるかもしれない。この世界は、高いところから飛び降りたって死んだりしないような法則で成り立っているかもしれない」

「えー、そんなこと……」

「こんな建物を中の人間ごと転移させてくる、なんて事を起こしたかもしれない世界だ。そんなところの物理法則が俺たちの世界と丸々同じって保証はない」

　もし転移なんてものを可能にするような魔法という概念が存在するのなら、それは明らかに自分たちの世界とは異なる法則によるものだろう。であれば、他の法則だって違う可能性はある。

「だからさっき、できる範囲で確認したんだ。もちろん、考え過ぎってんならそれで構わない。最悪のケースを警戒すると、調べておきたいって話」

「最悪のケース？」

「俺たちにとっての自殺行為がこっちではそうじゃないかもしれないって言ったろ？　それはつまり、その逆だってありうるって事だ」

「あ、え……じゃあ」

　咲の表情が、少しばかりこわばった。言わんとする事をわかってくれたらしい。彼女に頷いて、幹人は続けた。

「俺たちにとって当たり前のなんでもない事が、こっちでは非常に危険な行為かもしれない。それが怖いんだ」

　だから照治はああ言って号令を掛け、それを受けた他の部員たちも各々、台車に乗って壁を押したり風船を膨らませたりボールに回転をかけつつ投げたりしているのだ。

「な、なるほどぉ……。じゃあ今も、もしかしたら誰かが大おお怪け我がするかもしれないって事だよね？」

「その可能性はある。だけど、知らずに尾を踏むリスクがあるよりかは、危ないかもしれないって警戒しながら確かめた方がいいだろ？」

「えー、私知らされてなかったよー！　あ、でもだから計った時もう少し離れろって言ったの？」

「そういう事」

　球の近くにいたのでは、もしかしたらがあるかもしれなかったので、妹には距離を置かせたのだ。

「咲、引き続き色々調べよう。怖かったら遠くで見ててもいいんだけど……」

「やる！　私だけ安全なのはおかしいもん！」

「言うと思ったよ」

　殊しゆ勝しような事を言う妹の頭を撫でて、幹人は次の実験に移った。





　　　　◇◆◇






「うーん……」

　呻うめいた照治の後ろにはホワイトボード、前には幹人たちがずらりと並んでいる。ホワイトボードに書かれた文字たちを見やっていた彼は、やがて部員たちに向き直った。

「それでは各員、特におかしい現象は見つけられなかったんだな？」

「厳密に調べられたわけじゃないですけど、一応」「定量的に示せたわけじゃないですけど、一応」「試行回数も少ないですけど、一応」……ずらずらと部員たちから返答がなされる。

　言い回しがやっぱり理系っぽいと、幹人の隣で咲が呟いた。

「運動の第一・第二・第三法則、落体の法則、パスカルの原理、摩擦の法則、てこの原理、ベルヌーイの定理などなど……とりあえずって感じのラインナップだな」

「調べやすい奴だけだね。手元にもっと材料があれば色々できるんだけど、現状じゃちょっと厳しい。水とかはあるけど、それは迂う闊かつに消費したくないし」

　照治の言葉に幹人は答える。各員が所有していた飲み物や買い置きのお茶、スポーツ飲料は、現状では生命線である。言ったとおり、なるたけ使用したくはない。

「そうだな、あれこれ調べたいんだが……ああ、ちなみに電気・磁気系の法則はおそらく、変わっているものはないだろうとおおよそ判断してもいいだろうと思う」

「そりゃまたどうして」

「スマホもノーパも、ちゃんと動作してるだろ？　なにか電気・磁気系の法則が変わっていたら、この手の精密機器は一発アウトのはずだ」

　自分のスマートフォンを片手に答えた照治に、幹人は納得の頷きを返した。なるほど、確かにその通りである。

「ううーん、なんか違和感あるなあ。異世界が偶然俺たちの世界と同じ法則で成り立ってる、……これはどうなんだ、そんなもんなのか？」

「しかし、雨ケ谷妹が魔法と言うとおり、俺たちの世界ではありえない現象が起こっているのも事実だ。引き続き、油断せず様々な視点からもう少し調べてみる必要はあるだろう」

　手を挙げつつ、照治へそんな風に言う鉢形は相変わらずの渋い声だ。

「ここがどういう場所であれ、環境情報を取得しなれば俺たちなど脆ぜい弱じやくな生き物だ」

「テツが言うと、逆に説得力があるな」

　鉢形の言葉に苦笑する照治。明らかにこの中で最も肉体的に強いのは鉢形である。

「いや、しかし、……そうだな。俺たちは、人間は脆弱な生き物だ、にしては……やはり、これはおかしいよな」

「なにがさ、照兄」

　突然訝いぶかしげな顔になった照治は、口元に手を当てつつ言う。

「違う法則の異世界だか別の銀河の異星だかわからないがどちらにせ、俺たちがこうして生きていられるというのは都合が良すぎないだろうか？　人間の生存可能条件なんてごくごく狭い範囲だぞ」

「たしかに……」「言われてみれば」「そういやそうだ」「即死しててもおかしくないんだよな、むしろ」……部員たちが照治の言葉にざわめき出した。言われてみればたしかにおかしい、幹人も首を捻ひねって呟く。

「そうだよなあ、考えてみればこうして普通に息ができてるのだって奇蹟的、なのかな？　地球の空気は、ええと、酸素が二割くらいで」

「体積比で窒素約七十八％、酸素約二十一％、アルゴン一％足らず、二酸化炭素〇・〇三％くらい、その他、微量なものを含めれば色々」

　スラスラと継いでくれたのは化学科の女子学生だ。

「おお、よく覚えてんね。この割合が崩れると人間ってやっぱやばい？」

「どれがどれくらい多くなるか少なくなるかによるけど、例えば二酸化炭素、これが三とか四％くらいになると頭がガンガンするわ目の前ふらふらするわオエッて吐きそうにもなるわ、飲み過ぎちゃいましたみたいな状態に」

「地味にやだなあ」

　飲んでもいないのにそんな状態、損しかない。

「もうちょっと増えるとどうなんの？　もっと気持ち悪くなるの？」

「八％を超えてくると意識を保ってられない、九％を超えれば数時間で死ぬわね」

「え、二酸化炭素こわ……」

　彼女の説明は数％程度、地球の大気の構成が変わっただけでも人間は死んでしまう場合があるという事を示している。

　だと言うのに、星だか世界だかの単位で環境の違う場所に来ていて、普通に息ができるというのはやはりかなり奇蹟的だろう。

「本当に運が良い……と言うべきか？　異世界にせよ異星にせよ、違和感を覚えないくらいにはとりあえず物理法則が同じで、こうして普通に呼吸できるくらいに地球と大気組成が変わらず、気温だの気圧だのも問題のない範囲というのは。例えば気圧が激低だったら体内の水分がすぐさま蒸発してインスタントミイラになってたわけだろう」

　さらりとした口調で恐ろしい事を照治も言った。

「感謝するしかないよね、やたらと俺たちにとって自然なこの環境に。つうか、謎のワープ現象に太陽が三つって要素がなけりゃ、何の疑いもなく地球だと判断してるよ」

「あの、お兄ちゃん、私にはいまいち何を言っているのか……というか、皆さんよくそんな事に考えがいくよね、本当……」

「その代わり、兄ちゃんたちは一般常識とかを捨ててきたからな」

「う、ううん、それはどうなんでしょう……いいんでしょうか……」

　良いか悪いかで言えば決して良くはないのだが、これが変えられないものなのでどうしようもないのだ。

「ていうか、難しく考えることないですよ！　私たちは……そう！　召喚！　きっと必要があって喚よばれたんです！　だから私たちが住めるような環境なのは当たり前！」

「うーん……また強引な論ではあるが、確かに何かの偶然で違う世界だか星だかに移動して、そこがたまたま俺たちが生きていられる環境だったなどという明らかに奇蹟的な事象だとするよりかは、意図的に選ばれたという方が自然……か？」

　咲の言葉に、眉間に皺しわを寄せてそんな風に照治は言う。彼はひとしきり唸った後、切り替えるように手を叩いた。

「ともあれ！　とりあえず物理法則に今のところ大きな、つまり気をつけなければならない違いはなさそうだ！　それがわかったら次にやらねばならない事がある！」

　その言葉に、各々近くの人間と様々な考察を交わしていた部員たちが、水を打ったように静まり返った。

「食料、水、安全の確保！　俺たちはひとまず、サバイバル生活をしていかねばならん！　二人か三人組に分かれて、それぞれ周りの調査に行くぞ！」

「はい！　…………あれっ？」

　手を挙げながら元気よく返答をしたのは、咲一人だった。彼女は当然、不思議そうな顔で幹人に尋ねてくる。

「……お兄ちゃん、なんで皆返事しないの？」

「周りの人たちの表情をよく見て、ブツブツ漏らしている声を拾い取ってごらん」

「ええ？　えーっと……」

　こちらの言葉通り、素直に咲は周囲の人間たちの様子に注目し、




「帰りたい……サバイバルなんて無理だよお……」「大自然とか怖いよお……」「電気がなきゃ生きてけねえよ……」「ＳＮＳなしじゃ一時間と自己同一性を保てない……」




「……えええええええなんで!?　なんでいきなりそんなネガティブモードに入っちゃってるの!?」

　彼女の口から飛び出たのは悲鳴に近しい突っ込みの声だった。

「だってさっきまで！　さっきまであんなに冷静に色々話し合ってたのに！」

「咲、咲、咲ちゃん、聞いてくれ。あれはね、兄ちゃんたちの得意分野、いわばホームの領域だったからね。でもサバイバルなんていうともう話は違うじゃん？　基本インドア派だし、高専生って」

「だからってこんな落差！　限度ってものがあるでしょう！　お兄ちゃんたちちょっと偏かたより過ぎだよ！　生き方が偏り過ぎだよ！」

「返す言葉もない」

　こればっかりは完全に、妹の言が正論である。

　しかし結局、皆やる事をやらねばまずい状況だとわかってはいるのだ。よろよろと重い腰を上げ、やがてそれぞれ組になって外へと向かい始める。

「あまり遠くにも、危険そうなところにも行くなよ！　あくまで様子見で構わんからな！　幹人、お前はどうする？　咲と一緒に行くか？」

「それでもいいんだけど、……ここらでうちのエース、起きてくれたりしないかなーって思ってるんだよね」

　ちらりと壁に掛かった時計を見やれば、なんだかんだでもう午前九時過ぎ。

「ああ、どうかな、あいつの低血圧っぷりは筋金入りだしなあ。一旦起きればもう起きるが、そうなるまでは死体と変わらん。だから今の今まで起こさなかったわけだし」

「そうなんだけどさ、でも流石さすがにそろそろ状況説明はしておきたくて…………お？」

　それはまさに、そんな事を話していた時だった。聞いていたわけでもないだろうが、室内の端に置かれたソファの上、もそりと動く影が一つ。

「……んん、………………いま、なんじ？」

　少し癖のある長い黒髪を揺らしながら、彼女は枕元に置かれていたスマートフォンを手に取り、その画面を見て。

「……くじすぎ…………あれ、Wi-Fiきれてる。…………ん、キャリア回線もだめ」

「それなんだけどさー、ちょっと聞いてちょうだいな」

「え、あ、……っみ、みき君、あの、あ、お、おは、おはよう」

「おはよう、みぃちゃん先輩」

　幹人がみぃちゃん先輩と呼ぶその人は、すこしぼさぼさになっていた髪を手て櫛ぐしで押さえつけながら、その白い顔を俯うつむかせた。瞳ひとみを覆うほどに長い前髪と、細い身体へ似合わないくらいに豊満な胸が揺れる。

「起きたか、三みつ峯みね」

「あ、お、おはよう、ございます、部長、すみません、皆もう、起きて、ますよね」

「おう。お前が死ぬほど朝弱いのも、死ぬほど夜遅くまで頑張ってくれてたのも皆知ってる、問題ない。ところで、色々説明しなきゃならん事がある」

「……？　な、何か、あったんですか？」

　俯き加減、言葉も常に詰まりがちな彼女の様子は、特に普段と変わったものではない。と言うよりもむしろ、会話相手が幹人や照治という慣れた人間なので、これでもかなりスムーズな方である。

　彼女、みぃちゃん先輩こと三峯魅み依いは、コミュニケーションが抜群に苦手。

　情報科所属の四年生にして大おお山やま高専きっての、どころか業界でも学生にして名の通った凄すご腕うでプログラマーであるのだが、人間相手の情報通信には悲しいくらい不向きだった。

「ええっとな……幹人、任せてもいいか？　そうしたら俺は咲とでも行ってくるが」

「あー、うーん、そうした方がいいかな？　わかった、じゃあお願い」

「おう」

　片手を挙げつつ、スタスタと照治は咲のもとへ。

「咲、俺とそこら辺回り行くぞ」

「照兄と？　いいけど、え、お兄ちゃんは……」

「幹人は三峯とだ」

「え、あ、……うぅ、いいけど……いいですけど、わかりましたけど……」

　ちらりちらりと視線を残しながら、照治に連れられて咲は外へと出て行った。心配ではあるが、照治が一緒なら大丈夫だろう。

「み、みき君、あの、なにが……」

「みぃちゃん先輩、俺たちもね、全然状況は把握できてないんだけど、とりあえず一言で言わせてもらうとね」

「う、うん」

「どうやら異世界だか異星だかに来ちゃったみたい」

「……？」

　前髪の間から僅わずかに見える瞳には、理解の色はもちろんない。こんな事を言われてすぐに「なるほど、そうですか」と飲み込める人間なんていないだろう。

「とりあえず、ちょっと来て。ここからでも見えなくはないんだけど」

「わ、わかった」

　ソファから立ち上がった彼女と一緒に、開いたシャッターの傍そばへ。そこから広がる、明らかに学内ではない景色に、魅依が息を呑のむ音が聴こえた。

「……これ、…………あ、え、異世界？」

「うん。ほら、太陽らしきもの三つあるし。偽物とか人工的な何かにも見えない。あれがどうにもねえ、説得力抜群だ。加えて、こんなわけのわからないところに建物ごといつの間にか移動してるっていう謎現象もありで、これは俺たちの知っているものとは違う法則で動いている世界なんじゃないかって、そんな結論に今のところなってる」

「…………」

　呆然と空へ視線を投げながらこちらの言葉を無言で浴びる横顔を、なんとなく見やる。

　今は上を向いてはいるものの、切れ長の瞳を長い前髪の下に押し込めながら、鼻筋の通ったかんばせを俯かせているのが彼女のデフォルト、実はかなりの美人だという事はロボ研の誰もが知っているが、まともに見られる機会は極端に少ない。

　吹き抜けた風が彼女の前髪を優しく撥はね上あげ、一歳年上の女性の顔が珍しく陽光の下に躍り出る。

　前に見たのはいつだったろうか、久しぶりのそれはやはり、美しかった。

「……空は、青いんだね」

「え？　あ、そうだね」

「色がある、って事は、大気層はあるんだ、ね。息も、できてるし」

「みぃちゃん先輩のそういうとこ、俺、最高だと思うよ」

　空の色に大気層を思う人間は、おそらくは少数派だろう。

「散乱だよね？　レイリー散乱？」

「う、うん。太陽光が、空気の窒素とか酸素の分子に当たって、乱反射、みたいな事を起こして、光の強さと、大気層の厚さによる、けど、何色かが、空いっぱいに……」

「そうだよね、よかったよかった。理解が合ってた。前に咲に説明したんだけど、違う事言ってなくてよかった」

　妹にはよく噓は吐くが、間違った知識を教える事はしたくない兄心である。

「それはさておき、皆であのホワイトボードに書いてあるような法則やらは確認したよ。観測範囲内では地球と変わりなかった」

「あ、うん、……運動系はほぼ変わらない、と見ていい、のかな。あ、ご、ごめんなさいっ、私だけ寝ててっ」

「気にしないで。そんでね、今はとりあえず皆、食料やら水やらの調達のために外の調査に行ってるんだけどさ、どうする？　俺と一緒でいい？」

　ちなみに、どうやらこのガレージには鉢形が残るようだった。彼が拠点を護まもってくれているのであれば安心である。

「う、うん、え、み、みき君は、私とで、いいの？」

「もちろん」

「じゃ、じゃあ、その、はい、い、いきます……！」

「そ？　よし、探検に出発だ」

　一応いつも身につけている、諸々の道具の入った革製のウエストバッグを腰元へ巻きつつ、おどけて言ったこちらに彼女は頷いた。一緒に靴を履き替え、揃って外へと出ると、作り物ではありえない生の自然の存在感を四方に覚える。

「皆があまり行ってない方に向かうべきだよな。ええっと」

　ガレージ入り口から正面と裏方向、左方向には何組か向かって行ったのは見たが、右方向はいただろうか。手薄かもしれない。

「みぃちゃん先輩、とりあえずこっちに行ってみようと思うんだけど、いいかな？」

「う、うん。ついて、いきます……」

　頷いた彼女と歩調を合わせ、いざ探索開始である。

「足元、気をつけてね」

「わかった、ありが、とう」

　木々の間に足を踏み入れ、注意深く進んでいく。緑の密集具合は薄く、特に歩きづらくもなければ陽光も届く明るい環境でもあるが、用心に越したことはない。

「……うーん、それにしても、植物が地球のものと違うかどうかの判別は全くつかないね。生き物だの植物だのは完全に専門外だ」

「そうだね……さっぱり、だね」

　最近は専門だけでなく幅広い範囲で知識を持つタイプの技術者になりなさいと言われる事も多くはなったが、つまりそう言わなくてはいけないくらい、基本的に高専生、ひいては工業系の人間は自分の分野に特化した専門バカが大半だ。

「調べようにもネット繋つながんないしなあ。ググり癖のついてる現代っ子は駄目だね」

「100kbpsで、いいから、欲しい、ね、ネット回線……」

「ねー」

　こんなのんきな会話をしているのはもちろん、謎の環境での遭難というヘヴィな状況に頭を支配されて気落ちしないようにである。

　この点、コミュニケーションが達者ではない魅衣と一緒に来たのが、理工系には少数派という自覚はあるが、逆に口の回るタイプの自分で良かったと思う。

　同じ部活という付き合いの深さもあり、一応、ロボ研どころか学校全体で見ても、彼女と最もスムーズに話せるのは自分だろう。

「……お？」

　引き続き、あれやこれやと四よ方も山やま話ばなしを展開して、多少の時間が経たった時だった。歩く先、木々の合間に何かが見えた。

「みぃちゃん先輩、あれ」

「あ……なんだろ、ね」

　地面に倒れこんでピクリとも動かないそれは、生き物ではなさそうだった。

　近寄って見てみれば、四角い軀く体たいに車輪の付いた簡素なシルエット。全長は三メートルほどで、それほど大きくはない。素材も全て木であり、素朴な印象に拍車を掛ける。

「……荷車、かな？　随分オールドスタイルな作りだけど」

「そう、だね。……何を積んでるんだ、ろ」

　おそらく荷車だろう横倒しになったそれの上部は布製らしいホロで覆われていて、中に何が積まれているかは見えない。

　周囲をぐるりと見渡して、持ち主らしい人影のいない事を確認。

「よし、積み荷を拝見だ」

「気になる、けど、い、いいの、かな」

「持ち主いなさそうだしいいんじゃない？　もしやばい物が入ってたら忘れよう！」

「……え、と、う、うん！」

　腐臭は特にしないが、もしかしたら人の死体やらが入っているかもしれない。

（食料とかだったら嬉うれしいんだけど……エグいもん出てきませんように）

　祈りながら内心おっかなびっくり、四隅の固定を外しホロをゆっくりとめくって。

「……うん？」

「……な、なんだ、ろ」

　現れたのは、大きさも姿かたちも様々な物たちだった。

「なんだろね……食べ物じゃあなさそうだってのはわかるけど」

　四角かったり長細かったり、丸かったり尖とがっていたり。装飾のあるなしや作りの細かさも色々で、シンプルなものから凝ったものまで多種多様。

　素材は陶磁器のような質感のもの、あるいは金属らしいもののどちらかだ。

「なんかの道具って感じだね……謎アイテムだ」

「うん……あ、みき君、み、みて。文字とか、刻印あるけど、何語だか全然……」

「うわ、ほんとだ……うわうわ、なんか異世界ってか少なくとも異文化には来てしまった感が急激に強まったぞ！」

　もちろん、何と書いてあるのかはまるでわからない。シンプルな字形なので表音文字だろうかという予想がつく程度である。

「で、なんでこれはこんなところに放置されてるんだろう」

「棄すてて行った、とか？　……でも、壊れてるようには、見えない、けど」

「ね。これとか綺麗なもんじゃない？　なんだろ、ペンみたいな」

　円柱形をしたひとつを手に取る。カラーは鮮やかなオレンジ、咲が好きそうな色だ。

「なん、だろうね。……あ、先端に、何か球体みたいのが、いくつか付いてる。真ん中に、大きめの、その周りに、小さいの」

「ほんとだ、……気になるね。ううーん……みぃちゃん先輩、ちょっと離れてて」

「え？　う、うん。ええっと、こ、ここら辺でいい？　どうしたの？」

　こちらの言葉通り離れてくれた魅依に頷き、幹人は荷車から取り出した謎のアイテムを地面に向けて構えた。

「いや、スイッチ的な何かがあったから、ちょっと押してみようと思って」

「え、ええ!?　あ、危ないよみき君！　……わ、私がやります！」

　やらないという選択肢が出なかったところを見ると、やはり魅衣も未知の品々に好奇心が疼うずいて仕方ないのだろうか。

「や、でも一応、そういう危ないかもしれない事は男の俺が」

「わ、私の方がお姉さん、です！」

　気弱な彼女だが、こういう時は案外と頑固だ。非常に豊満な胸の前で手を握りつつ言うその口調は、それなりに退ひかない音色をしている。

　前髪の奥の瞳としばし見つめ合い、結局折れたのは幹人の方だった。

「……わかった、お願いしていい？」

「う、うん！」

　観念し、品を魅衣に手渡す。咲ならばあの手この手で御ぎよせるのだが、彼女は少々難しい。

　魅依は受け取った細長いそれをぎゅっと握りしめ、下方に向ける。

「じゃ、じゃあ、いきます…………えいっ、…………………………え？」

「え？」

　魅依がスイッチを押し込んだ途端、ふわりと目の前で浮き上がったのは地面に転がっていた小枝。

　それはそのまま糸で吊つられたかのように宙を進み、やがてコンッと音を鳴らして魅依の手元、細長い謎アイテムのその先端に張り付いた。

「…………え？　……え？　みぃちゃん先輩、今、見た？」

「う、うん、い、いま、ふわって……。……え、な、なんで……？」

　自分と同じく困惑している魅依の様子を見るに、今のは幻覚じゃなさそうだ。

「……みぃちゃん先輩、もし実は魔法少女だったってんなら、素直に申告してくれると助かる」

「ち、ちがいます！　もう少女、っていう歳でも、ないし……」

「いや、十九歳は少女だね。魔法少女だね。で、それは置いておいて、だ」

　幹人は改めて、魅依が手に握る細長いアイテムとその先端に張り付く小枝を睨にらむ。

「…………この小枝が鉄みたいに磁力に反応する性質で、この謎アイテムがめっちゃ強力な電磁石、とか？」

「どう、だろう……、木が強磁性を持つっていうのは……。それに、今みたいに、一メートルとか動かすとなる、と、かなり強い磁力でないと……あ」

　ぽろり、謎アイテム先端から張り付いていた小枝が地面に落ちる。

「スイッチから、指、離したら……」

「落ちた、と……。……ちょ、ちょっと俺にも貸してくれる？」

「う、うん。危なくは、なさそうだから。でも、気をつけて、ね」

「了解です、ありがと。じゃあ試しに」

　魅依から受け取った謎アイテムを、三メートルほど先にある石ころに向け、スイッチを押し込む。小さく押し返してくるような感触があるのは、地球によくあるバネ入りのスイッチと同様だ。

　やはりと言うべきか、石が飛んできて先端に張り付く。

「……うわ、石もくっつくな。ほ、他のものだとどうなんだろ、素材が明らかな奴がいいよな」

　腰のバッグからちょっとした油なんかを拭ふくために入れてあるクロスを取り出し、それへと先端を向けてスイッチを押した。

　クロスの素材は何の変哲もない綿である、当然、磁力であれば反応はしない。

「……おおぉ」

「く、……くっついた、ね」

　しかし、引き寄せられた布は幹人の手を離れ、謎アイテム先端へと見事に張り付いた。

「布がくっついた……じゃあ磁力じゃない？　だとすると……だとすると、何だ？」

「な、なんだろう。……みき君、あの、これって」

「うん、うん、みぃちゃん先輩、これはさ、もしかしてだけどさ」

　魅依と二人、顔を見合わせながら幹人は自分の言葉を、その事実を味わうように言う。

「出会っちゃったんじゃない……？　異世界の、謎テクノロジー的な、謎エネルギー的な、例えて言えば、その、……マジックアイテム的な、そんな奴に」

「う、うん、うん……！」

「だよね、だよね……」

　こくこくと頷く魅依の前、深く深く息を吐く。

　そして大きく空気を吸い込み──。




「……ぃいよっしゃあああああ興奮してきたああああああああああ!!　さいっこうじゃんこれえええええええええ!!　宝の山じゃああああああああああああんッ!!」




　謎アイテムを握りしめながら、幹人は叫んだ。

　荷車の中には未知なる力だか何だかを利用していると思われる道具が、まだまだある。

「みぃちゃん先輩！　俺たちは大当たりを引いたよ！」

「うん！　うん！」

　このテンションの沸ふつ騰とう具合、例えば咲が居たならドン引かれていたかもわからないが、しかし目の前の女性は完全に同類である。前髪の奥にちらちらと見えるその瞳は、極めて眩まばゆく輝いている。

「て、手当たり次第、いろいろ、試したいね、調べたい、ね……！　作りたい、ね！」
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「ね！　ね！　うひいいいい、やばいやばい！　なんだろなんだろ、そんでまずこいつは何なんだろ!?　離れたものを取るための便利グッズ的なものかな!?」

　興奮したまま、近くに転がる適当な小枝に狙ねらいを定めスイッチを押せばやはり見事、吸い寄せられてくる。

「う、うん！　でも、何度見ても、すごい……！　そもそもの動作原理も、知りたい、し、制御！　制御も気になる……！　た、単純な力の発生装置、みたいな動作じゃない……！　よく見ると、ちゃんと目標値に対して、制御が……！」

「そうそうそうそう！　今もそうだったけど、引き寄せられたものが先端に当たる近くになると、速度が緩やかになってたよね!?　筐きよう体たいが壊れないための、ごく当たり前ながら重要な配慮だ！」

「うん！　それで、最後は、い、一定の力加減になって、張り付く状態に安定！　つまり、せ、制御のためのセンサーとか、マイコンみたいなものが筐体の中にある！」

　異世界だろうが謎の力を発揮するアイテムだろうが、そういう技術はちゃんとあるんだなと実感できるというのは、技術者的には大変興味深い。

「どれくらいのものが引き寄せられる限界なんだろう？　大きさは？　重さは？」

「も、目標物に何らかの力を、加えているんだとして、そこにどう照準を合わせてるんだ、ろう？」

「気になる気になる気になるぞ！　あああーこれ一個でこんな興奮……他にもまだまだこんな……照兄たちに連絡……ああ携帯使えないんだった！　じゃあ戻って皆に報告だ！　行こうみぃちゃん先輩！」

「う、うん！」

　謎アイテムを大切に握り締め、魅依と共に幹人は帰り道へ、行きとは比べ物にならないくらい明るい気持ちで踏み出した。





　　　　◇◆◇






「いよーし半円卓会議を始める！」

　全員が揃ったガレージ内、ホワイトボードの前で宣言するのは当然、部長の照治だ。

　幹人は魅依と隣り合い、ホワイトボード正面前あたりに座っている。

「周辺調査の報告会だ！　とりあえず俺たちから！　咲、あれを」

「はいっ、……じゃん！」

　照治と共に調査に行っていた咲が立ち上がり、その手に持ったものを掲げる。

「桃！　みたいな果物です！」

　言葉通り、妹の手には確かにピンク色をした実に緑の葉がついた、桃に似た果実があった。地球で見るそれよりも、少しばかり大きいようにも見える。

「おおー！　どうなんだろ、食えるのかな？」

「皮剝むいて食ってみたが、結構美う味まかった」

「……え、食ったの？」

　こちらの言葉にあっさり答えた照治へ、幹人は驚きよう愕がくの視線を返す。

　得体の知れない物体である、口に入れるなんてかなり勇気がいるはずだ。咲も困った顔で「私は止めたんだけど……」と零している。

「それがな、鹿みたいな生き物もいて、そいつが齧かじってたんだ。だから確実に大丈夫だ、なんて事は言えないが、参考にはなるだろ。結局は誰かが最初に食わなきゃならんだろうから、しょうがないリスクでもあるしな」

「照兄って結構、そういうとこ神経太いよ」

「そう褒めるな。美味かったぞ？　五分後に死んでるかもしれんが」

　可能性を言えばありうる。兄的存在がそうならない事を全力で祈る幹人だった。

「ともあれ、まあ俺がしばらくしても死ななそうなら皆も食っていいと思う。かなりの量はあったし、広い範囲で実っているようだった。俺たちの他にも見た奴いるだろ？」

　そう問われ、部員たちからパラパラと手が挙がる。幹人たちは見なかったが、どうやら本当にそれなりの数があると期待して良さそうだ。

「ほい、そんじゃあ皆の報告を聞こう」

「こっちも木の実採ってきました、食えそうな感じ……」「でかい鶏にわとりみてーな動物がいました、さすがに捕まえらんなかったけど、写真は撮ったっす……」「川がありましたー、めっちゃ綺麗で魚も結構泳いでましたよ……」……そんな風に、部員たちから順々に報告が寄せられる。

　川があるというのはとりわけ、明るいニュースだろう。それも魚がいるなら、水質にも期待が持てる。

　しかし、

「……お兄ちゃん、皆テンション低いね」

「そうだな……」

　咲が小さく言った通り、高専生たちのテンションはいかにも最低だ。「サバイバルかあ……日の下で頑張るのかあ……帰りたいよ……」というインドア派として実にまっとうな絶望に打うち据すえられているのだ。

「だが、見ていなさい妹よ。すぐに皆元気になるから」

「え？　ほんと？」

「俺がお前に噓を吐いた事があるかい？」

「週に四回くらい……」

　そんなに多いだろうか、妹の言葉に首を捻るが横には振れないのがこの身の疚やましさだ。

「幹人、三峯、お前たちはどうだ？」

「よくぞ聞いてくれました。ねえみぃちゃん先輩」

「う、う、うん！　えと、その、と、とても、大きな、発見、が、ありました……！」

　おお……！　と、部室が驚きの声にどよめく。控えめな魅依が「とても大きな発見」とまで言うのはよほどの事だと皆、身を乗り出したのである。

「ほんとに大発見よ。まあ皆さん、ちょっとこちらを見て下さいな」

「なんだそれ？　ライトか何かか？　お前そんなの持ってたか？」

　幹人がポケットから取り出したのは件くだんの謎アイテム。それを見て、照治は怪訝な顔だ。

「持ってない持ってない。みぃちゃん先輩と一緒にこっちで見つけたんだ」

　その言葉に、部室内が大きくどよめく。

「なに!?　それは本当か!?　おいおいマジで大発見じゃないか！」

「驚くのはまだ早いんだなあ照兄や。なんとこいつはこんな事が！」

　スイッチを押し込み、先端を向けるのは部室端に積んである空き缶の山、その一番上だ。狙い違わず、最も高いところにあった一つが引き寄せられ、謎アイテムの先に張り付いた。

　甲高い衝突音が室内によく響いたのは、皆が息を呑み、静寂を作ったからに他ならないのだろう。

「…………そ、れは」

　やはりと言うべきか、沈黙を破ったのは照治。

「磁力、か？　あ、いや、だが、缶が一つだけ？　磁力にそんな指向性は……」

「いやーわかんないんだけど、磁力じゃあなさそうなんだよね。だってこんなものまで寄せられる」

　スイッチから指を離して空き缶を落としつつ、次に引き寄せたのは、少し離れた位置にあるテーブルの上に置かれた箱ティッシュだ。金属素材はどこにも使われていない品である。

　こちらも先ほど同様、宙を舞って幹人が手に持った謎アイテムの先端へと辿たどり着いた。

「なんかもうこれ、下手すると運動エネルギーを直に発生させてるんじゃないかなーなんて推論が、俺とみぃちゃん先輩との間では出てます」

「こ、荒こう唐とう無む稽けい、ですが、こ、こんなにスマートに、一つのものだけを、素材を問わず、その、よ、寄せられるのなら、そんな考えも、ありなような気もしま、す」

「…………」

　無言である。照治を筆ひつ頭とうに、場の部員たちは見事に沈黙。

　つばを飲む音さえはばかられるような静寂は、しかし。




「幹人幹人幹人幹人貸してくれ貸してくれ！　どうなってんだお前それ！」「動力どっからきてんのそれどっからきてんのそれ！」「距離は!?　最大距離は!?」「間に遮しや蔽へい物ぶつ置くとどうなんだ!?」「対象物は何でもいいの!?　大きさは!?」「操作中に持ち手動かしたら追従するんすか!?」……エトセトラ、エトセトラ。




　建物ごと揺らすような熱気あふるる叫びでもって、粉々に砕かれる。

「埋もれる、埋もれる……埋もれる、から。あの、同じ、ような、ものが……」

　たくさん詰められて放置された荷車が近くにある。そんな言葉を続けて紡ぐのに大変苦労するほど、寄って来た部員たちでもみくちゃだ。

「ほ、ほんとに皆元気になっちゃった……」

　喧けん騒そうの中、そんな妹の言葉が耳に届いた。
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「……なんだかんだ生きていけてるね、俺たち」

「そうだなあ……」

　この謎の世界へ訪れてから、今日で一週間。

　薄茶色の地面の上、膝ひざほどまで高さのある石に幹みき人ひとと照てる治じは腰掛けていた。

　視界には、謎のアイテムが入った荷車。そしてそれに群がり、熱心に漁あさる部員たちの姿がある。

　ここはガレージの前に広がる少し拓ひらけたスペース。荷車はここまで引いてきたのだ。

「……水も美味い」

「まったくだよ」

　照治に同意を返しつつ口元で傾けるのは、水すい筒とう代わりのペットボトルである。まとめてゴミに出そうと部室の片隅に溜たまっていたのだが、今では大活躍だ。

「今の所、体調不良とかも起こってないし、大丈夫そうかな、この水」

「大丈夫でもダメでも、もう俺たちが元から持っていた分はないから飲むしかない……とは言え、上流がどうなっているのかわからんが結構綺麗そうだし、一応手も加えてある。大丈夫、と思いたい」

　今飲んでいる水は、川で汲くんできたものだが、照治の言った通りそのままではない。作った簡易な濾ろ過か装置を通した上で煮しや沸ふつ処理を加えている。

「加熱器を発見できたのは極めて僥ぎよう倖こうと言わざるを得んな」

「だね」

　煮沸の際の燃料問題を解決したのは、荷車の中に入っていた謎アイテムたちだった。

　幹人と魅衣が発見した、引き寄せ器と呼ぶことにしているどういう理屈かはわからないが運動エネルギーを発生させるらしい品と同じように、熱エネルギーを発生させるらしい品も発見されたのだ。

　見た目としては平坦な板にスイッチとダイアルのついたシンプルなもので、ＩＨクッキングヒーターと似ている。使い方もほぼ同じで、その上に加熱したい物体を置くだけ。ＩＨクッキングヒーターと違うのは、その素材は問わない事。

「でも、どれもこれも電池、じゃないんだろうけど、動力切れを起こしていなさそうな事を見る限りさあ、あの荷車と荷物、棄てていったってんじゃないよね……？」

「……だろうな」

　一応、それでも荷車を回収しに来た者は今のところいない。と言うか、この世界に来てから今まで、人に遭遇した事は一度もない。

「例えば、棄てていったんじゃなくて、置いていかざるを得なかった、とか？」

「棄てていくにしては中途半端なところだったしな、そっちの線かもしれん」

「もし持ち主が現れたらさ、……まずいよね」

「まずいなあ」

　なにせ、勝手にバラバラにしたり組み替えたり部品取りしたりと好き放題である。もし売り物であるならば、商品価値は大幅減だ。

　弁べん償しようしろと言われたら、金は当然持っていないので大変によろしくない状況になる。

「ま、それはもし現れたらその時に悩もう。何よりも俺たちが考えなければならんのは、どうやったら元の世界に帰れるかという事だ。で、……それにはやはり、これらが重要になってくるんだと思う」

「それは……そうだね、きっと」

　照治が言ったこれらとはもちろん、謎アイテムたちの事である。幹人と照治の足下には、工具を駆く使しして分解したものやそれらを組み合わせたものがいくつか転がっている。

「本当に、俺たちからすればマジックアイテムとしか言えないような動作だが……」

「そうだね、マジックアイテム……う～ん、魔法かあ……でもさ」

　ちらり、分解してある謎アイテムを見やる。筐体にパーツ、導線らしきもの。

「仕組みはあるんだよね。こいつらの構成って規則があるっていうか、決まりがあるっていうか、言っちゃえば回路っぽいじゃん。だから、魔法って言ってもただほんわかメルヘンな代物ってんじゃなく、ちゃんとこういう風に設計した理屈が下にあると思う」

　銀色のコインのような円形薄型の物体、キューブ状の黒い物体、色や形がそれぞれ違う半透明の水晶のような物体、そしてそれらを繋ぐ薄いブルーの線。

　他に細かい部品も様々使われているが、荷車の中にある謎アイテムはどれも、主に以上の四つで構成されていた。それらの配置にはある程度の規則が透けて見え、理屈のもとに設計されているように思える。

「だな。……今のところ、水晶みたいな奴がどうやら運動エネルギーやら熱エネルギーやらを放出している出力用の部品らしく、」

「さらに、もしかしたら逆に周囲のエネルギーだったりを検出するセンサー的役割も持ってるかもっていうのは、色々いじって確かめたわけだよね」

　今日に至るまで、幹人たちはもちろんただ謎アイテムを分解して遊んでいたわけではない。少しでも構造を把握しようと、種々の実験を繰り返していたのだ。

「ブルーの線はたぶん、そのまま導線。黒いキューブと銀色のコインがそれぞれ何かは確定していないけど、おそらくどっちかが動力源でどっちかがマイコン的な演えん算ざん制せい御ぎよ装置、かな」

「だろうかなあ、……今までの常識の範囲外ではあれど、俺たちの考え方自体は通じそうというのは福音だよな」

　そう言って、照治は少し顔を伏せて続ける。

「論理でない不思議メルヘン魔法的世界観でこれらの謎アイテムたちが作られていたら、俺たちにはお手上げだ。もしそうなると、こうして何かに繋がるかもと思っていじっていても続く道は太くないだろう」

　わけのわからない場所に放り出されて、今、幹人たちには頼れるものが圧倒的に少ない。そして、そのごく少ないものの内の一つが、自分たちが今まで磨いてきた技術や科学的思考だ。

「帰るための情報や方法を手にいれるためには何かしらの力が必要だ。……この謎アイテムには、俺たちにとってのそれになってもらいたい」

「そうだね……でなきゃあ」

「……いや、悪い、不安にさせる話をした。お前たちは必ず元の世界に帰す」

　硬い声で、照治は言った。

　自他ともに認める空気のあまり読めない性た質ちで、色んなところが妙に子供っぽいのだが、それでも彼という人間は、本質的には極めて真ま面じ目めで責任感が強い。

　そのアンバランスさにはどこか不思議な魅力があって、だから中なか久く喜き照治は誰もが認める部長なのだ。

「もちろん信じてるよ、全員で帰るんだってね。で、この体験を話してお金を儲もうけてめっちゃいい３Ｄプリンターとか買って、そんでじーちゃんと色々作って遊ぶと決めてんだけど、照兄も交ざんない？」

「……お前、そんなんお前」

　強こわ張ばっていた表情を解いて、照治はにやっと笑う。

「オシロスコープとファンクションジェネレータも追加しようぜ！　この際、これもめっちゃいい奴！」

「いいねえ！　うちにあるオシロ、まだアナログだからなあ」

　不安になってもいい事はないだろう。こんな風に夢の広がる話をして、明るい展望を持つべきだ。

　そんな事を話している時だった。




「おにーちゃーん！　てるにー！　ごはーん！」




　高く通りのいいその声は、誰より聞き覚えのある音色。

「桃とー！　お魚！　お魚ですよ！」

　サイドテールの黒髪を活発に揺らす声の主は、木々の向こうから駆けてきてあっという間にこちらに着いた。彼女はその手に木の皮や枝でできた籠かごを抱えている。中には言葉通り、三人分なのだろう桃と焼かれた川魚が入っているようだった。

「おー、咲さき、ありがとう」

「うん！　あのねお兄ちゃん！　テツさんにね！　お魚の上手な焼き方教えてもらった！　それでね、私がねっ、焼いたんだよ！」

「ほほー、そっかそっか。偉い、非常に助かる」

「うんっ！」

　妹の頭をぐしゃぐしゃといつものように撫でると、いつも以上の笑顔が返ってきた。

（……ん、なんか）

　ちらりと、少しだけ幹人は照治と顔を見合わせる。

「それでね、あとねっ、森の中も色々探検しててね！　桃以外の食べられそうなもの、探してて！」

「……咲」

「もしかしたら、またあの荷車みたいなのも見つかるかも──」

「咲」

　必死に明るく言葉を積み重ねる妹の頭をぽんと、軽く叩く。抱えていた籠を受け取り地面に置いて、幹人はその手をできる限り優しく握った。

「咲、ありがとう。ありがとな。俺たちは大丈夫だ。そんなに落ち込んでもいないし、むしろほら、こんなにおもちゃがあって、楽しくて仕方ないくらいだ」

「…………」

　妹の顔が、みるみる陰って俯いていく。こんな顔をさせたいわけじゃなかったのだけど、無理もしてほしくなかったのだ。

　先ほどの話を聞いていたのではないだろうが、不安になって不安定になっているのは、当然だがこの娘こもだ。それが自分たちを励ます方向に発はつ露ろするというのが、泣きたいくらいにいじらしい。

　それに、どうして今日になって彼女がこんな風に言い出したのかというのも見当が付く。

「来年、な」

　幹人の隣、照治が膝を折ってその高い背を縮め、咲と目線を合わせた。

「来年のロボコペ、幹人が俺のツナギを着て試合に出るって、そんで全国優勝するって言うんだ。一緒に客席から、その言葉が本当かどうか見てやろうぜ」

「……お兄ちゃん、照兄」

　今日でここに来てから一週間。向こうで言うなら十一月の第三日曜日。それは、東京の両国は国技館にて、全国高等専門学校ロボットコンペティションが行われる日だ。

　幹人たちの出るはずだった、夢と栄光と誇りと意地と、その他泥臭くって情けないものまでたくさん含めた色々を懸ける、輝かしい勝負が、行われる日だ。

「……大丈夫、なの？」

「大丈夫、大丈夫」

　大きな瞳を滲にじませる妹に、軽く答える。

　もちろん正直、こたえていないかと言えば真っ赤な噓にはなってしまう。そんな生なま半なかな気持ちで目指していた舞台じゃない。

　だけど、少なくともこの状況下では、それで塞ふさぎこんでいるべきではないのだ。

「あー、つうか、咲。お前こそ……、その、不安だったりするだろ。俺たちみたいにもの弄いじって元気出せるわけでもないし……」

「私は大丈夫だよっ、……お兄ちゃん、いるし」

　えへへ、とさっき涙を浮かべた顔で笑う咲。

　一応、長年連れ添っている兄としての勘かんも噓は吐いていなさそうだと判断している事に、とりあえず安心する。

「お前は本当、いい妹だよ」

「え、そう？　そう？　んふふふふ……！」

「良好な兄妹仲で結構だ。幹人、咲、飯にしよう」

　照治の言葉に三人揃って地面に腰を下ろし、籠の中身に手を伸ばした。

「……あ、そうだ！　テツさんね、また鶏みたいなの捕まえてたよ！　それで今、捌さばいてる！」

「マジ？　さすがテツさん、もはや熊でも狩れそうだ」

　テツさんこと鉢はち形がた鉄てつ次じ郎ろう、大自然で暮らす親戚筋から仕込まれたというスキルの数々とその肉体でもって、八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍だ。

　釣りを得意とする部員が魚を捕る他に、彼がたまに野生動物を仕留めてくれるおかげで、貴重な肉にありつけている。

「どうなる事かと思ったけど、総勢十二人もいると色んな技能持ちがいるもんだね」

「俺たちも早いところまともに貢こう献けんしないとな……よし、幹人、続きをやるぞ！」

「よしきた」

　飯はまだ食べている最中だが、ながらでも作業はできる。果実を片手に、幹人は照治とやりかけだった作業と向き合う。

「もーお行儀悪いよ！　……えと、で、それはなにしてるの？　なにその棒……槍やり？」

　地面に転がるあれこれのうち、最も大きなシルエットを見て、咲は首をひねった。

　長さ一メートル半ほどの細長いそれは、ほとんどが木だ。先端の尖った刃やいば部分だけが銀色をしている。

「そう、槍。一応護身用というか、とりあえずというか。まだまだ調整中で結構危ないんだけど」

　言いながら両手でしっかりと持ち、手元に取り付けてあるスイッチを押し込む。すると、すぐに槍の先端部分が赤熱し始める。

「お、でもそれなりに安定動作しているな。結構結構。咲、絶対さわるなよ」

「さ、さわらないよ！　そんなに馬鹿じゃないよ照兄！　それでなにこれ、熱いの？」

「めっちゃ熱い。兄ちゃんたちも何度かは知らん」

　熱を発生させるユニットを荷車の謎アイテムから剝はいできて、同じく鋭い金属片も調達。それらを森で見つけた、やたらと焦げづらい熱耐久の高い木の先端に組み合わせて取り付け、スイッチの導線を延長して手元に持ってくれば完成だ。

　木と刃となる金属片は、木にはめ込みを作ったり金属片に元から空いていた穴に棒を入れこんだりと、試し行こう錯さく誤ごをしてそれなりにしっかりとした固定を作り出している。

　元々は、薪まきとして使おうと思ったらやたらと燃えない木を発見した事から思いついた代物だが、なかなかえげつない武器ができ上がった気がする。

「苦労したぜえ、ここまで温度を上げてくれるユニットを探すの」

「手当たり次第試してる最中、俺も照兄も危うく指溶かしそうになったけどね」

「なー！　結果オーライ結果オーライ！」

「結果オーライ結果オーライ」

「結果オーライ、じゃないよ！　危ないよ！」

　叱しかりつける妹の声に、ごめんごめんと謝るもののあまり反省はしていない。

　どのアイテムが何を起こすか、当然試さなければわからない。ゆえにリスクは常に付きものだと受け入れる他ないのだ……などというのは言い訳で、作りたい欲求が向こう見ずにさせているだけだという自覚はある。

　未だに怪我人が出ていないのはそれなりに奇蹟に近いだろう。誰かが大怪我するような事があれば、対処のしようがない。

「これの二本目作ったらさ、次はテツさん用のめっちゃごっついの作ろうぜ照兄！　俺たちじゃ振り回せないような豪ごう快かいなやつ！」

「いいな！　しかしあいつに槍は似合わん、分厚い斧おのにしよう！」

　怪我人が出たら、という話はそれなりに考えなければならない問題だよなあと思いつつ、幹人は槍のさらなる改良と二本目の追加、加えて新たな武器の製作にやはり意識を奪われる。

　元の世界に帰れる可能性とこの世界で生存できる確率を上げるため、それに異世界に来てしまったらしいという事への現実逃避という動機は、非常に大きい。

　だが、正直に言えばとにかく、純粋にこの興味深すぎるアイテムたちをいじって遊ぶ事がやめられないというのが、ごまかせない本音だ。

　こういう所が自分たちの最高に駄目な点だと理解しながら、改善はできそうになく。

　こんな風に呑のん気きにしていた己おのれの行動を後悔する羽目に陥るのは、そう遠くない日の事だった。





　　　　◇◆◇






「もっと出力でかいユニット！　でかいユニットがあればさあ、絶対できるって！　作ってみせる！」「小さいのを複数個組み合わせて作るにしても、数が足らないですよね……もっとパーツを！　それがあれば！」

　テンション高く語る友人二人に、幹人も同じような熱さで答える。

「そうだねえ……そしたら俺たちの！　夢の異世界式バイクが！」

　今、わいわいと森を進んでいる幹人も含めた三人は、ロボ研部の中でバイクに乗る面子である。一人が機械科三年という同級生、もう一人が電気科二年の後輩。

　大おお山やま高専は他の多くの高専と同様、バイク免許取得にも通学にも許可が出ているため、嗜たしなんでいる人間はそれなりに多い。謎の動力で運動エネルギーを発生させられるユニットを見て、これで乗り物を作れないかと思わないでいるのは不可能な事だった。

「でも制御がねー、ユニットの内部的な設定とかにアクセスできないから、あんまり細かい事も都合のいい事もできないのが痛い」

「そーなんだよなあ……」「惜しいですよね……、いやほんと」

　幹人の言葉に、二人は肩を落とす。

　今日でこの世界に来て十日。謎アイテムを構成するユニットの概がい要ようはそれなりに摑つかめて、その有効利用を色々な形にでき始めてきた。

　しかし、その中に書かれているだろう動作の命令文などを変更する手段がないため、今一歩、自由度に乏とぼしい。

　現在はただ、欲しい動作をするユニットをツギハギしているだけなので結局、程度が低いのだ。

「キューブ型部品にアクセスポートみたいな穴は空いてるんですよね。プログラム的なものが書き込まれているのがあのキューブ型部品なんだとしたら、その穴に何かを繋げて書き換える事ができるんじゃないんすかねえ」

「それができたらいいよなあ。そういう意味でも、やっぱそろそろ、あの荷車にあるもんだけじゃ限界なんかな、アメちゃん」

　自分を雨あまケが谷やという名字の頭文字からアメちゃんと呼ぶ、同学科同学年で同じ部活な縁深い友人の言葉に、幹人は渋い顔で頷く。

「うーん……そうだね。機材がないことにはどうにもならない事はあるよね……」

　自分たち自身の知識をより高めるためにも、新たな物品を手に入れたいところだ。

　そんな事をわいわい話しながら、夕日で赤く染まった森を進む。食料調達やら周辺調査やらで毎日毎日ぞろぞろと皆して往復しているせいで、森の中にはもう立派な轍わだちができていた。

「今日の夕飯当番誰だっけ」「俺とアメちゃんで昨日やったから……」「今日は釣り名人ですよ、大漁だって言ってました。仕掛けも改良して日に日に効率を上げてます」

　脳天気に喋しやべりながら、最早歩き慣れた森を行けば、やがてガレージが見えてきた。これからの事に思いを馳はせながら歩を進めて。




「妹ちゃん逃げろぉおおおおおおおおお！」




「……は？」

　突然耳に届いた叫びに、揃って足を止める。普段では絶対ありえないくらいに緊迫してはいたものの、声の主はついさっき話していた釣り好きな部員のもので。

　いや、それは今、おそらくあまり重要ではなく。

「……なんだ？　逃げろ？」「やばそうな声でしたけど、ていうか」

　一緒にいる二人が、そろって幹人の顔を見た。

　そうだ。

　誰に逃げろと言っていた？

　妹ちゃん、なんて呼ばれているのは。

「あ、アメちゃん！」「雨ケ谷先輩！　ちょっと待って！」

　制止の声は、しかし幹人の脳みそには届かない。走りだした足は全速力でガレージ方向へ身体を運ぶ。

　やがて森が終わり、ガレージ前の少し拓けた空間に転がるように飛び込むと、そこには。

「……グゥルルルルル」

「あ、……え、え、あ」

　ぼうっと立ちすくむ妹、その目は大きく見開かれ、肩筋は見るからにこわばっている。

　そして彼女の前には、一頭の巨体。

　二足歩行と四足歩行の中間のような姿勢、毛皮に覆われた身体はパーツパーツが異様に太く、まるで丸太じみている。

　脳みそが本能でも理性でも極めてやばいと大だい音おん声じようで告げる、それは巨大な熊だった。

「グゥアアアアアアアア……ッ！」

　しかもただの熊ではなく、血走った大きな一つ目を持つどうやら地球では絶対にいなさそうな種類。いよいよ異世界じみてきたが、そんな感かん慨がいにふけっている状況ではない。

「あ、あ…………や、だ」

　妹は、巨体の前で動けていない。あんなものを前にして、恐怖で身体を固めるなというのはあまりに厳しい要求だろう。

「ふ、ざけ……く、そ」

　幹人だって、足が地面に縫ぬい付けられたかのよう。

　こんな光景噓だろうと、気持ちが現実を拒否しかけ。

「お、にい、ちゃ……」

「……──ッ！」

　それでも、妹の唇がその言葉を零した時には、幹人は思い切り地面を蹴けり出していた。そうする事ができるくらいには一応、兄貴をやれているのだなと、妙に冷静に思う自分がいるのが少しおかしかった。

　熊が大きな腕を振り上げ、硬質な爪が夕焼けの赤をその先端に纏まとう。

　それは容よう赦しやなく妹に振り下ろされて、

「……おおおあああああああッ！」

「……っ！　お、お兄ちゃん！」

　しかし間一髪、横っ飛びに妹の華きや奢しやな身体をかっさらい、なんとか躱かわす事に成功。

　奔はしった肩口の違和感に視線を向ければ、それなりに丈夫な素材でできているはずのツナギがざっくりと切り裂かれていた。

（ヤバイヤバイヤバイヤバイ、マジでヤバイぞこれ……）

　妹を地面に降ろしながら、自分の呼吸の浅さを自覚。顔は多分、漂白されたかのようになっているだろう。

　焦るでも驚くでもなく、熊はぐるりと余裕を感じさせる態度でこちらに視線を向ける。いつでも殺せる、簡単に食える、肌に生々しく伝わるのはそんなメッセージだ。

「……咲、兄ちゃんが合図をしたら、皆の居るガレージまでダッシュで逃げなさい」

「ま、まって、え、お、お兄ちゃんは……っ？」

「……いいから」

「っやだ！　そ、そんなのやだ！　絶対やだ！」

　もちろん、幹人だって嫌だ。

　嫌で怖くて嘔おう吐としそう、絶対に死にたくなんかない。ましてや化け物一つ目熊に喰くわれて死ぬなどまっぴらごめんだ。

　だが、自分がそうなるのと、妹がそうなる光景を見るのとであったら、まだ前者の方がきっと絶対にマシだろう。

（じーちゃんより先に、ばーちゃんのとこへ逝いく事になるなんて思わなかったな……）

　違う世界で死んだとしても、逝く先というのは同じなのだろうかと、なんとなくそんな事を考える。こんな思考でもしていないと、身体が動きそうにない。

「咲、いくぞ。三、二、一で走れよ」

「やだ！　やだやだやだぁ！」

　地面に落ちている大きめの石を握りしめる。動物は急に動き出した獲物を狙うと聞いた事がある、妹に走らせるのならば、同じタイミングで注意を引かなければならない。

「……三、二」

「やだ！　お兄ちゃんッ、やだよ！」

　背中に隠した妹が、ぎゅっと服を握る感触。お願いだから言う事を聞いてくれ。

「……一」

　こん、と。

　一つ目熊の頭に小石。

「……え？」

　しかし、幹人の手の中でまだ石は握りしめられたままで。

「……こ、こっち、向きな、さい！」

「なにやってんだよみぃちゃん先輩ッ！」

　では誰が。その答えは、自分たちから見て熊の左方向、いつの間にかそこに立っていた長い前髪で瞳を隠した先輩だった。

「……グゥ」

　もう一発、ヘロヘロと飛んだ石が熊の頭に当たる。投げたのは誰という事もない、やはり魅み依い。

「みぃちゃん先輩！」

　熊が、彼女の方を向く。一歩二歩踏み込んで、その巨腕を振ればあの細身の先輩が肉にく塊かいと化すのはおそらく絶対だろう。

　間に合うか、震える足を思い切り回そうとしたその時だった。

「……──グゥオオオオオオオオアアアアッ！」

　突然苦く悶もんの声を上げたのは、巨体を誇るはずの熊の方だった。その大きな一つ目を両手で押さえ、苦しそうに苛いら立だたしそうに、雄お叫たけびを上げながら身体を振り回す。

　一体何が。

　思う幹人の眼に、魅依が手に持つ細長い物体が映った。先端が強く輝いていて、まともに見てはいけないと反射的に感じる。

　それは、ロボ研の会議でもよく見慣れたアイテムだった。

「レーザーポインター！」

　指し棒の発展形として使われる、レーザー光で諸々を指し示すためのそれはおもちゃのような低出力の製品もあるが、万単位の値段が張るしっかりしたものであればかなり強い、つまり危険な光が出る。

　ロボット展示やパフォーマンスなどで広い会場に赴おもむく事も多いため、ロボ研のものはそこそこ高出力のモデル。電池もこの世界に来る直前に替えたばかりのはずだ。

「グゥオオオオ……ッ、アアアアッ！」

　あれだけ大きな瞳なら、反射的なまばたきも時間がかかったはずだ。失明とはいかないだろうが、かなりダメージはありそうだ。

「……あ」

　ぺたんと魅依が地面に尻しりもちをつく。猛獣の怒りを前に、流石に限界が来たのだろう。

「咲！　兄ちゃんもみぃちゃん先輩拾ってすぐに行く！　だからダッシュ！」

「……わ、わかった！」

　一瞬迷いはしたものの、咲はその健けん脚きやくを発揮してガレージへ走り始める。幹人も転がるように魅依の下へと走り、膝と背中の下に手を回してその身体を持ち上げる。

「み、みき君……っ」

　会話している余裕がない、そのまま全速力。我ながら人を一人抱えているとは思えない速度で駆け抜け、ガレージのシャッター脇ドアへと飛び込む。

「お兄ちゃん！」「雨ケ谷！　怪我は!?」「肩大丈夫!?」「わりい、俺たち助けに行けなくて……」

　先にたどり着いていた咲と共に、ここに逃げ込んでいたらしい部員たちが声を掛けてくる。照治や鉢形の姿はなく、どうやら全員はいないようだ。

「大丈夫、あれはしょうがない。俺も襲われてんのが咲じゃなかったら無理っす」

　言いながら、魅依を床に降ろす。

　しかしこの人は、それでも自分たちを助けに来てくれたのだろう。お世辞にもまったく荒事に向かない身体と心なのに。

「みぃちゃん先輩、あの……」

「み、みき君、けが、ない？」

「……みぃちゃん先輩のおかげで、傷一つないです」

　誇張でもなんでもなく、多分本当にあの時魅依が来てくれなければ死んでいただろう。




「グゥオオオオアアアアアアアアアッ！」




「……っ」

　礼を言おうとした矢先、外から雄叫びが響く。思わず息を呑むほどに、生命の危険を感じさせる音色。

　そうだ、まだ危機は終わっていない。

「……しゃーないか」

　ガレージ内をぐるりと見渡し、息を吐きながら、幹人は壁に立てかけておいたものを手に取った。

「お、お兄ちゃん、何する気？」

「あいつがこっち来たらさ、こんなシャッターなんてひとたまりもなさそうだしな。そうなってからじゃ遅い」

　こんな時のために、これは作ったはずなのだ。

　スイッチを押しこめば、その先端はそう時を待たずに赤熱を始める。照治との共同製作品だが、彼は鉢形と共に周辺調査に向かっていて、今ここにはいない。

「お兄ちゃん、まさか……」

「みぃちゃん先輩、ちょっとごめんね」

「え、あっ」

　魅依の手からレーザーポインターを拝はい借しやく、左手で握り込む。

「お兄ちゃん！」「み、みき君！」「お、おい！　やめとけって！」「俺も……槍、あれだけしかねえんだっけ？　他に何か……」「あれに通用しそうなのはないでしょ！」

　掛けられる声を無視して、幹人はさっさとドアから外に出た。一旦躊ちゆう躇ちよしてしまうと気持ちがくじけてしまいそうだからだ。

（この槍は、俺が作った。だから一番扱いに慣れてる。そんで今はアドレナリンが出まくってる、一応身体も動くだろ……！）

　あの一つ目熊の視力が回復し、妹に言った通りこの場所を襲われたら、それは最悪に過ぎる。

　まだ眼にダメージがある内に、なんとかしなければならない。

「グゥオオオオアア……！」

　ガレージ前の拓けた空間、熊は眼を押さえたまま頭を振っている。

「……っ！」

　身体に溜まる恐怖を置き去りにするように、静かに、しかしできる限り素早く、幹人はその巨体へと駆け寄って。

（頭も眼も、手で押さえられている。だから狙うならっ）

　強く踏み込み、レーザーポインターを握ったままの左手を添えながら思い切り右手に力を入れ、熊の喉のど元もとに切っ先を奔らせた。

　同時、熱を発生させるものとは別、その隣に設えておいたスイッチを押し込む。すると自分の力ではありえない加速が槍を彩る。

　槍の内部に仕込んであるのは、運動エネルギーを発生させるユニットだ。

　自動刺し突とつ熱ねつ槍そう、これなら貧弱なインドア派でもそれなりの攻撃ができるはず──。

「……!?　硬っ!?」

「ガアアアアアアアアアッ!!」

　狙い違わず熊の喉元に先端は吸い込まれ、ジュウウと肉の焦げる音を響かせて、しかし浅いところで止まってしまった。

　体毛ではないだろう、おそらく、その奥の筋肉が強きよう靭じん過ぎるのだ。突きを放ったこちらの肘ひじと肩に、嫌な衝撃が響いている。

「くそっ！」

　慌てて槍を引き抜いてバックステップ、すると危ういところを熊の振り回した爪が通過していった。風切り音がなんとも恐ろしい。

「…………あ」

　とにかくもう少し距離を取ろうとして、足が上手く動かない事に気づく。ちらりと見ればガクガクと震えていた。

　それはそうだ、だってこんなに怖い。身体というのは正直だった。

　血走りに血走った眼を、熊が開く。こちらを見据えている。

「……こんのぉ！」

「ガアアアアアッ！」

　反射的にレーザーポインターを構え、その瞳に向けて光を放てば、熊は身を仰のけ反ぞらせて苦悶の声をあげた。いかな猛獣と言えど光の速さは避けられないようで、なんとか命拾いだ。

　だけどどうする、こんな奴、どうやって。

「……おおおおおおおおおおおおおおおらぁッ！」

「グゥッ!?」

　巨体の横腹に、槍が突き立てられる。しかしそれは、幹人のものではなく。

「すまん遅くなった！　くそ、かってえな……！」

「……照兄！」

　眼鏡の奥の瞳を細めながら自動刺突熱槍の兄弟槍を引き抜いたのは、見慣れた兄的先輩。

「幹人ッ、俺たちで注意を引くぞ！」

「え？　あ、……なるほど了解！」

　どういう事か一瞬わからなかったが、熊の背後の光景を見て理解する。

「ガアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　連携を取りながら高温に熱された穂先を突き込むこちらへ、一際苛立たしげに熊が叫んだ。その姿勢はかなり低く、熱槍の熱さを無視して飛びかかってくる可能性もありそうで。

「ガッ？」

　しかし、そうなることは結局なかった。突然背後から襲った衝撃に、熊がどこか間抜けな声を漏らす。

　それが、この巨体最後の叫びとなった。

「ゼエエエエエエエエエァッッ!!」

　あまりに雄お々おしい咆ほう哮こうを上げたのは、幹人たちが注意を引く間にゆっくりゆっくり静かに近くまで接近し、そして今、満を持して熊を後ろから踏み付け空中へ飛んだ人物。

　まるで二頭目の熊かと見まごうばかりの巨体、テツさんこと鉢形鉄次郎。

　彼の手には、鈍く輝きを示す刃を持った大きな斧が携えられている。

　担ぐように振りかぶられたそれは、

「カァッ!!」

　意気籠こもる声の吐き出しと同時、常識を超えた速度を纏い、下方へと閃ひらめく。背負投げのように斧を振るった鉢形の剛力に、槍と同じく内部に仕込んだ運動エネルギーを発生させるユニットの加速が足されているのだ。

　斬ざん撃げき一いつ閃せん。

　重く苛か烈れつな一撃が熊の首筋に吸い込まれ、やがて響いたのはボスンという鈍い落下音。

「……うわ」

　幹人の足元に、一つ目を虚うつろに染めた熊の生首が転がった。

　続いて地響き、血を噴き出しながら倒れこんだ巨体が起こしたものだ。

「……遅く、なった。怪我はないか、雨ケ谷」

「おかげさまで……。ところでテツさん、今度から熊殺しの鉄次郎を名乗りましょ」

「サシで殺やれねば名乗れんだろう。ほとんど二人の功績だ」

　いやあそうかなあと、転がる熊の太い首を見て思う。

　鉢形が来てくれなければ、こんな化け物倒せなかったはずだ。抵抗はともかく、打ち倒すのは不可能だったに違いない。

　危ない橋を何度も渡った事を再認識、幹人は崩れるように草原の上へ尻を落とす。

「……このガレージ暮らしも、安全じゃねえな。ちょうどいいタイミングかもしれん」

　ぼやきながら歩み寄ってきたのは照治。よく見れば顔が青い、彼も怖かったのだろう。

「何の話？」

「まとめて半円卓会議で話す。……ともあれ、お疲れさん。無事でよかった」

「いやいやほんと、おかげさまで。ありがとう照兄、すげえ助かるタイミングで来てくれたよ」

　周辺調査に向かうためとちょうどよく武器を持っていたのだろうとは言え、助けに飛び込んでくるのは勇気が要いったろう。素直に、心からありがたい。

「帰って来てみりゃお前が熊とタイマン張ってんだもんよ」

　ビビってる暇もなかったぜと、照治は笑った。
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「は、は、ああ、……つっかれた」

「照兄、頑張ろう、……あー、くそ、でも疲れた……」

「二人ともだらしなぁい！　足腰貧弱！　運動不足！　体力テストで恥かきますよ！」

　陽光降り注ぐ草原の上、照てる治じと並んで肩で息をしながら歩く幹みき人ひとの前、妹はまだまだ元気だった。かれこれ一時間半という、インドア派からしてみれば常じよう軌きを逸する長時間を歩いているというのに、実に頼もしい事である。

「ざん、ねん、だった、な、咲さき……。高専には、体力テスト、なぞ、存在、しない」

　基本はインドア派とは言え、スポーツ好きな妹に付き合ってそれなりに動く幹人と違い、超高純度イレブンナインに運動嫌いの照治は、いよいよ息も絶え絶えだ。

「え、そうなの!?」

「あのな、咲ちゃんや。兄ちゃんのクラスでは体育の時間、準備体操が終わった時点で『一仕事終えたさあ帰ろうもう無理だわ』みたいな顔してるやつがごろごろいるんだぞ。体力テストなんてやろうもんならそんな悲ひ惨さんな現状が白日の下に晒さらされちゃうだろ」

　喋るのも辛そうな照治の代わりに幹人がそう言うと、咲は「そ、そっか……」と気の毒そうな顔をした。

「タ、タイピング速度が、種目に入るなら、やってやっても、いいんだがな」

「そしたらそこだけ一般の高校やらとは別格のスコアにはなるだろうけども。みぃちゃん先輩とか世界レベルなんじゃない？」

「体育会系、ならぬ、タイプ会系、だな」

「ちょっと面白い」

　疲れていても頭は回るのが、さすがと言えばさすがの照治だった。

「……ま、目標は見えてるんだから頑張りましょ」

「だな、はあ、くそ、ああ、徒歩って、こんなに遅おせえんだな……」

　視線の彼方かなた、少し下りになっている草原の先には幹人たち三人の目的地──大きな壁で囲まれた、街だろうものがある。

　本格的に、この世界の住民とコンタクトを試みる。

　今までいわば森の中に引きこもった状態で謎アイテムと戯たわむれていたわけだが、もうそろそろここから脱してみよう、そうしなければならないという話になったのはもちろん、あの熊に襲われた一件があってからだ。

　あれが起こった事で、森が絶対安全な場所というわけではない事がわかり、誰かが大怪我をしてしまうかもしれないというのがリアルな危機として持ち上がってきたのだ。

「あと三十分くらいかね。もう森を抜けて一時間半は歩いてるから計二時間。人間の徒歩はだいたい時速四キロだから、つまり八キロくらいか」

「そう、聞くと、まったく、遠くない、気がする、のにな」

　今向かっている壁に囲まれた街は、何の偶然か事件の同日、周辺調査を行っていた照治たちがそれまで探索の終わっていなかった方角の森の終わりまで行き着いて、そこから見える景色の中に発見したものだ。

「時間が計れるのはやっぱり便利だね。しててよかった腕時計」

「まったく、だ。なかったら、一秒という単位を、失うところ、だったしな。まあ、時刻は、ズレ放題、だが」

「こっちの一日、当然のように二十四時間じゃないもんね。二十一時間と五十七分」

　街に向かうのはいいが、まさか全員でぞろぞろと行くのはいかにもリスクが高い。入る時に警戒されてしまいそうだし、何かあった時に全滅してしまう可能性すらある。

　そこで、先遣として代表者の照治、初対面相手のコミュニケーションにも苦手意識のない幹人が行く事になったのだが、本人の強い希望により咲も同行している。

「うーん、おひさまの下を歩くのは気持ちがいいですね！　人はこうあるべきです！」

　肌質で日焼けこそしていないが、咲は県選抜に名を連ねるほどのテニス選手で足腰が違う。自分たちよりもよっぽど長時間の徒歩移動に向いてはいる。

　とは言っても幹人としては、最悪のケースまで考えると妹にはガレージに残って欲しかったのだが、熊事件のショックが尾を引いているのか彼女は離れる事に納得をしてくれず、結局押し切られてしまった。

　何があってもこの娘こだけは。幹人にできるのは、その覚悟を再確認する事くらいだ。




「おー……これはまた近くで見るとなかなか」

「すごいねえ～お兄ちゃん……こういうの、歴史の教科書とかで見たことある」

　辿り着いて近距離から改めて見れば、それは威圧感のある姿をしている。

「城じよう郭かく都市、ってやつかな」

　息の落ち着いてきた照治が、眼鏡の位置を直しながらそう言った。

　街を囲う、直方体に切り出された石を積む形で出来上がっているその壁は高さ四メートルほど。そこまで高いわけではないが、一つの街を囲む規模で作られていると圧巻だ。

　当然、こっそりと忍び込むのは難しそうである。

「さ、……いよいよだな。正面から行くっきゃなさそうだが」

「門は全開なんだよね……よし、咲もいいか？」

「うん！」

　三人揃って覚悟を決め、開かれた門へと歩を進める。

「……中に入れば、本格的にこっちの知的生命体とコンタクト。幹人、すまんが俺には自信がない」

「そのために俺来たんだし、任せて。言葉通じないだろうからあまり期待もしないで欲しいけど、そこはボディランゲージの力を信じよう」

　人じん畜ちく無む害がいそうに見えるからかどうかは知らないが、やたらと訪日外国人に道を聞かれる幹人である。緊張がないとは言えないが、抵抗は特にない。

　喋りながら止まらずにそのまま進んで、やがて門をくぐり抜ける。特に誰かに何を言われるでもなく、あっさりとしたものだった。

　どうやら、大丈夫らしい。

「……入っちゃったね、異世界の街」

「うわあー、中ひろーい！」

　咲が声を上げた通り、その街は広大だった。遠目で見ていたときにもわかっていたが、周囲を壁で囲んでいるというのに、この広さは相当なものである。

　まっすぐ視線の先に見えるのは白はく亜あの建物。色合いは美しいが造形自体は曲線ではなく直線主体で、華美よりも堅実さに重きの置かれているような印象だ。

　縦幅と窓の配置からして三階建てだろうか。規模としては、日本のちょっとした市役所くらいはありそうだ。

「あ、お兄ちゃん、いい匂いがしますよ！」

「ほんとだ。左側に並んでるのは店っぽい感じかな」

「食べ物だけじゃないな、なんかこう、雑貨屋的なのもあるようだ」

　門と白亜の建物を繋ぐ道、そこに向かって左側に面するスペースにはどうやら飲食店や雑貨店らしきものが軒のきを連ねている。人はそれなりに入っており、ガヤガヤとした喧騒が耳に届く。

　建物は基本的に煉れん瓦が造りのようだった。そのところどころで木や金属といった素材も見られる。

（文化レベルは、……どうだろ？　現代地球ほどじゃないか？）

　少なくとも自動車は走っておらず、電子機器なんかも見かけない。

「で、右側に並んでいるのは……うーん、なんだろ？」

　通路に対して左側にある飲食店やら雑貨店やらは広い入り口がどこも完全にオープンになっているのに対し、右側に居並ぶ建物は逆に、扉がしっかり閉まっている。

　思わずふらふらと歩を進め、一番近い建物の前へ。

「民家とか？　でも看板があるし、こんなとこに建てるかな」

「兄ちゃん、うちは宿屋だよ。こっち側にあんのは皆そうさ」

「……え？」

　ガチャッと扉が開いて、中から出てきたのは中年の中肉中背男性。色白でぱっと見は白色人種コーカソイドに見えるが、彫りはそこまで深くない。

　オーバーオールのような服を着込んでいる彼は、いかにも人のよさそうな笑い皺が印象的な顔で言う。

「旅人さんかい？　短期から長期まで安くしとくよ」

「……宿屋さん、なるほど、そりゃあ門の近くに建てますよね。一番いい立地だ」

「そうさ、中でもうちは一等地！　俺がやり手だからなあ」

　いやあ御お見み逸それしました、なんのなんのという会話を表面で交わしながら、当然、幹人の頭の中は大混乱である。

　なんでだ。

　なんで、どうして。

（人間、に見える。俺たちとそう変わらない……それもすごい偶然というか都合の良さだし、……日本語が、通じる、相手の言葉も、わかる、っていうのも、おかしいだろ）

　宿屋だという建物の前に掛けられた看板の文字を目で追う。もちろんそれは日本語ではなく、何が書いてあるかも読めない。

（……あっちが、日本語を喋ってるってんじゃない、か？　どうも言ってる意味をこちらが日本語として把握できてるみたいな、つまりどういう…………いや）

　そこまで考えて、幹人はまばたきを長めに一回。頭を切り替える事にした。

　今は、後回しにしよう。どうなってるのか後で絶対にもっとしっかり考えるが、ここはその時じゃない。

「兄ちゃんたち、さては遠くからだな？　着込んでるそのイカした服に見覚えがない」

「ご明察です。さすが宿屋のご主人」

「はっはっは、だろう！」

「はい。信じられないくらい辺境から出てきたもので、……お恥ずかしながらここらへんの常識に疎うといんですが、こういう街に来たらまずどこへ行くべきなんでしょう？」

　雑談を質問につなげると、宿屋の主人は快こころよく答えてくれた。

「そりゃあお前、冒険者協会じゃねえのか？　ほら、あの白い建物だよ。冒険者登録してあるなら情報やら仕事やらを仕入れられるし、ないならまずはそっからだ。……その感じじゃあしてないな？」

「はい」

「そうか、なら行ってこい行ってこい」

　後ろを振り返って目線で問うと、照治はコクリと頷いた。

「ではそうします。すみません、ご丁寧に。ありがとうございました」

「いいって事よ。ここに来るのは初めてって旅人さんの案内役もやってんだ、俺は」

「あ、そうだったんですね」

　やはり傍はたから見ても自分たちは挙動不審だったらしい。

　男性に再度礼を言いながら、煉瓦で舗装された道を三人でまた歩き始める。目標はもちろんあの白い建物、男性が言うところの冒険者協会だ。

「……照兄、咲、確認だけど二人にも会話の内容は把握できてる？」

「ああ、ばっちりな」

「さすが異世界！　翻ほん訳やく魔法ですよ翻訳魔法！」

　咲は無邪気にそう言うが、幹人としてはどうも腑ふに落ちない。

「極めて興味深いがひとまず脇に置いておこう幹人。で、冒険者協会って言ってたな」

「一般的な職業だか生き方だかに冒険者ってのがあるんだね、情報やら仕事を仕入れるって言ってたし、ここはあのおじさんの言うとおり素直に登録すべきかな？」

「条件をしっかり聞いてからにしよう。義務があったりするなら考えなければならん」

「そっか、そうだなあ」

　高額の上納金や兵役が課されるのであれば簡単には登録できない。

「……あえー、美お味いしそー」

　そんな話をする脇で咲はと言えば、食べ物の匂いに釣られて飲食店の方をじいっと見ている。

（……買ってやる事もできないんだよなあ、現状）

　なかなか歯がゆい話である。そのためにはとにかくやはり、情報が必要だ。次に、できるのならば仕事も。

　そんな事を思いながら白い建物の前に着く。冒険者協会と聞いたからか、威圧感のようなものが肌に刺さらないでもない。

　ともあれ、突っ立っていても始まらない。意を決して、幹人は内外両開きらしいドアを内側へと開けた。

（……うお、見られてる）

　室内に足を踏み入れた途端、あからさまではないが視線がいくつも飛んできた。

　その送り主は部屋の右隅あたり、設しつらえられたテーブルに少し行儀の悪い姿勢でついている人々だ。傍目にいかつい人間も多く、いかにもという風ふう体ていである。

「……酒臭い感じを想像していたが、ちょっと違うな」

「綺麗だね～、なんかおしゃれかも」

　照治と咲が零した通り、建物の中は割合健全でこざっぱりとした印象だった。飲んだくれがくだを巻いているような様子は見られない。そういうのは、外の店でやるのかもしれない。

　正面には木でできた大きく長いカウンター、その奥では職員なのだろう人たちが机に座って書きものをしていたり、カウンターに来た人間の応対をしている。

「とりあえずは、俺たちもカウンターかな」

「だな」

　そんな話をしていると、カウンターの向こうにいる一人の女性がこちらを見ながら手を上げ、にっこりと微笑ほほえんだ。

「よし、あそこにしよう」

「お兄ちゃん、女の人だからじゃないよね」

「温かい対応をしてくれそうだからだよ」

　少なくとも、問答無用で追い返されたりはしなさそうである。

「こんにちは。ブレイディアの冒険者協会支部は初めてですか？」

「ブレイディアっていうのがここの名前だって、今知ったくらいには初めてです」

「あら、それはそれは」

　穏やかに笑う彼女は、肩口で切り揃えられた髪に青みがかった銀という見慣れない色を宿している。歳の頃は二十代前半といったところだろうか。

「その服、可か愛わいらしいですね」

「これですか？　ふふ、冒険者協会なんてどこも同じ服じゃないですか」

　おそらく制服なのだろう、彼女の衣装は他の職員の女性と同じものだ。一枚の布を身体にぴったりと寄り添う細身に仕立てた、前合わせの立たて襟えりが上着。下は同じくスラリとしたズボンで、早い話がベトナムの民族衣装であるアオザイによく似ている。

「それが、こういうところに来るのは初めてなんです」

「あ、なるほどそうでしたか、という事は冒険者新規登録ですね？　お仲間もいるみたいだし、ギルドの結成もされていかれる予定ですか？」

「……ごめんなさい、引かないで下さると助かります。実は僕たち、冒険者登録ってものが何を意味するのか、具体的にどんな義務と権利があるのか、そういうレベルの知識すらないんです。すさまじい辺境から来たもので」

「……そうでしたか！　ごめんなさいっ」

　一瞬、ちょっと面食らったような顔をしたが、そこはさすがの受付嬢。すぐに笑顔を作ってくれた。

「それじゃあ簡単に説明しますね。冒険者登録というのは身分証明と情報共有のためにある仕組みです。ある程度の規模の街であれば、必ずこのような冒険者協会支部が置かれています。だから、どこそこの街で登録した冒険者であるという情報があればある程度身元がわかりますし、どこそこでどのような依頼を受けてきた事、その達成率などを記録しておけば、違う街へ行った時にいちいち実力を何らかの方法で示さなればならないという手間もなくなります」

「なるほどなるほど」

「権利としては、各冒険者協会支部で種々の依頼を受ける事、そのための情報を協会から貰もらう事ができるようになります。義務、というのは……報ほう酬しゆうの内の何割かを手数料としてこちらに納めて頂く事、ですね」

　中間マージンを取る形で運営資金を得ていると、そういう事らしい。

「登録は、お名前、手形、指紋なんかを控えさせてもらって、ちょっとお待ち頂きます。そうしたら小さな金属の板でできた冒険者証というものをお贈りするので、それで完了です。あ、ごめんなさい、それから最低限度の戦闘能力がある事を確認させてもらう必要もあります」

「……それは、具体的には？」

「そうですね、どのようにして戦うのか、武器をこの場で少し振ってもらったり、簡単な魔法を使ってもらったり。審査というか、一応の確認程度です」

　これはまずい。その焦りが表情に出る事だけはなんとか抑えた。

　武器は、先端にタオルを巻いた状態で自動刺し突とつ熱ねつ槍そうを持ってきてはある。持ってきてはあるが、正直、キビキビ振れるわけではない。

　しかし、彼女が言ったもう一つに至っては。

「……あの、やっぱり魔法があるんですか!?」

「え？　ええ、それはもちろん……え？　あの、どういう……」

「こら咲ちゃん」

「むぐっ」

　瞳をキラキラさせてカウンターに飛びついた咲の口を押さえ、後ろの照治へ引き渡す。

「……いやあ、本当に辺境でして。魔法というものも知らないんです」

「ええ!?」

　今度ばかりはさすがに、受付嬢は大きく驚きの声を上げた。むべなるかな、である。

「……そんな事が、そ、そうですか。……ええと、それでは、戦うというのは」

「使うものが普通の武器ではないんです。刃がめちゃくちゃ熱くなったり、動きを補助してくれたりする仕掛けがありまして」

「……こ、ここら辺では聞かないようなものですね」

「なんというか、自作……になりますかね。一からじゃないですけど」

「自作……、なるほど……うーん、ですが、うーん、……どう、かな、う～ん」

　受付嬢は実に悩ましい表情でウンウンうなり始めた。

（せめてテツさん連れてくるべきだったか？　……でもなあ）

　巨漢のタフガイ、鉢はち形がた鉄てつ次じ郎ろうが居ればせめて、少しは戦える風に見えたろう。しかし彼は防衛の要かなめとしてガレージに残してある。連れてくるわけにはいかなかった。

「おいおい、どうしたどうしたお悩みか？」「その兄ちゃんたち、新人なんだろ？　さっさと登録したげりゃいいんじゃねえのか？」「何をそんなに時間食ってんのよ」……受付嬢が悩んでいると、そんな言葉を零しながらやってきたのは隅でくつろいでいた冒険者たちだった。

　あっという間に十人程度が幹人たちを取り囲む、暇だったのだろうか。

「皆さん。いえ、この方々はちょっと特殊かなあと思いまして」

「何が特殊だっつのよ？」

　代表のように問いかけたのは、金色の髪とオレンジの瞳が印象的な若い女性だった。文句なしに美人ではあるが、雰囲気といい口調といい、気が強そうである。

「実は、魔法を知らないみたいなんです」

「……はあ？　そんなヤツいんの？　ってか、それで冒険者登録とかなに考えてんの？　なにも考えてないんじゃないの？　ばっかじゃないの？」

　お腹なかいっぱいになれるほどの雑言が一息で飛んできて、ちらりと後ろを窺うかがえば照治が顔を顰しかめている。

「でも、その代わりに特殊な武器をお持ちで。刃先が熱くなったりするらしく」

「はーあ？　そんなんあるからなに？　このひょろっちいのが魔法なしで戦えるっつの？　……ねえアンタ、結局、魔法はホントに知らない？　使えない？　なんにも？」

「使えないです、なにも」

　幹人が質問に答えると、女性は少しの間黙って。

「……アッハハハハハハハハ！　すっげえホンモノのバカだああああ！」

　両手をパンパンと叩きながらの大爆笑だった。

「アッハハハハハ！　アハハハハハハ！」

　過呼吸になりそうな彼女以外の冒険者たちはと言うと「……笑い過ぎだが、まあ言ってるこたぁ合ってんな」「とーちゃんかーちゃんにちゃーんと止めてもらえなかったのかねえ」「自殺志願者か何かか？」等々、口々に言っている。

「アッハハハハハッ！　ウ、ウソでしょ？　いやいや、イッヒヒヒヒヒ……、超ファック！　頭ン中ファッキンホット！　ほんとに、ねえ、まじ、すごいすごい、超バカ！」

「し、失礼ですよ！」

「だってさあ！　てかアンタもはっきり言えっつの！」

　受付嬢に言い返す彼女は笑い過ぎたせいだろう零れた涙を指で拭ぬぐう。

「んなおもちゃ持って来てなに夢見てんだって！　大方冒険者に憧あこがれちゃった痛い痛い勘違い君だってこいつら！」

「……そ、そうやって決めつけて可能性の芽を潰すのは、冒険者協会のすべき行いでは！」

「はーあ？　ヌルい事言ってんじゃねえよカタブツ女」

「いたっ！」

　笑いながら受付嬢の額ひたいを指で弾いて、金髪の彼女は幹人の方を向いた。

「カァックイイ冒険者ンなれれば女にもモテてあわよくばドーテー卒業とか考えてるような勘違いこじらせ君がスペルマ抱えたままくたばろうがどーしようがどーでもいいんだけど！　冒険者のレベルを下げないでもらいたいワケ！　わかる？　困んのよ、アンタらみたいのが冒険者名乗っちゃうとさあ、アタシらまで低く見られんじゃない！」

「それだけ品性下劣ならこれ以上低く見られる事もないだろうよアバズレ女」

　嫌悪感と苛立ち丸出しでそう悪態を返すのは照治だった。

「少なくともお前に関しちゃ周りは高く見積もっちゃいないだろうから安心して野外ファックにでも励んでそっちでキャンキャン吠えてろ尻軽」

「……使った事もねえもんぶら下げてるチェリーちゃんが調子に乗んなよオイ」
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「ちょっとちょっと照兄」

「おい、お前ももうやめとけ」

　照治と女性の間に幹人が身体をねじ込めば、女性を周りで見ていた冒険者の男性が羽は交がい締じめにして照治から引き渡す。

「離せよオッサン！　抱きてえんなら金払えっつってんだろ！」

「お前みたいなおきゃんを相手にできるほどもう漲みなぎっちゃいねえよ。そもそも払えねえような大金吹っ掛けてくる癖によく言う」

　暴れる女性をため息を吐きながら押さえつつ、おそらくは初老だろうが大柄で筋肉質な彼は受付嬢へ言う。

「だが、言い方はひどいが、こいつの言っている事自体は俺たち冒険者側の本音ではある。その坊主たちの方は納得できねえだろうがな」

「一応、一つ目の熊を倒した事はあるんですが」

「一つ目の熊……モノーコロか？　……信じてやりたいがな、証拠がなくては」

　幹人の言葉に、男性は困ったように苦笑した。

　他の獣が寄ってくるかもしれないという事であの熊の死体はすっかり燃やしてしまっている。今さら証拠を何か引っ張ってくるのは不可能だ。

「どうだ、ではここは一つ、簡単な依頼を受けさせて様子を見るっつうのは。熊とは言わん、兎うさぎ三頭くらいが適正だろう」

「……なるほど」

　男性の意見を受け、受付嬢はカウンターの下から一枚、紙を出してきた。

　そこにサラサラと何かしらを書き込んで、幹人たちへ見せるように向きを直す。

「これはコニャッラという魔物の討伐依頼で、難度としては討伐系では最低ランクです。あなたがたはまだ冒険者ではありませんが、私の名前でこの受注に許可を出します」

「それを達成できたら登録して頂けるという事でしょうか」

「はい。少なくとも最低ラインは越えているという事になりますから。ちなみにこれがそのコニャッラの絵。大きさは人間の膝から腰くらいまで」

　また一枚、カウンターの下から紙が出てきて、そこには兎の目つきを強烈に鋭くして爪と牙きばを巨大化させたような生き物の絵が描かれている。

　中々どうして、凶暴そうである。

「魔物ですからね、危険ではあります。どうしますか？」

「やろう、有あり難がたくやらせて頂く」

　ずいっと前に出て答えたのは照治だった。

「おいおいヘニャチン野郎、大丈夫かー？　ヤラずにこの世からバイバイだぞお前」

「はっ、お前みたいなこっちのブツが機能しなさそうな奴にされる心配じゃない」

　相手も相手だが照治も照治、双方なかなか酷ひどい言い様である。

　その明け透けで下品な会話のせいで、可か哀わい想そうに、咲が赤くした顔を俯かせている。これはもう、さっさと聞く事を聞いて出て行くとしたものだろう。

「すみません、討伐の証は何を？」

「明らかに長い牙が一頭につき一組ありますので、それを持ってきてもらえれば」

「わかりました。期限は？　あと、どこに出るとかは教えて頂けますか？」

「期限は特に切りません、達成時に来て下されば結構ですよ。場所は、ここと道で繋がってる近くの門が南口なんですが、それではなくて、この建物に向かって左手、西部にある出入り口から出て、少し歩いたあたりの森林によく現れます。奥に入るともっと強力な魔物が居ますし、さらに奥の山の方へ行くと非常に危険なので、浅い場所で探してみて下さい」

　入ってきたところが南口、そこではなくて西口の方。方角という概念がこちらにもあるらしい、ではそれは何を基準に決定されているのだろう……というのは、今聞くべき事ではなさそうだ。

「ご丁寧にありがとうございます」

「いえいえ、……あの」

　少し顔をこちらに寄せて、受付嬢は言う。

「無理だって思ったら、その時はちゃあんと諦あきらめてくださいね、絶対に。約束ですよ」

「……わかりました」

　子供へ対するような言い方に情けない話だが、なんだか少し安心する。なるたけ彼女のような人とは今後も友好的にやっていきたい。

「テメーみてーなヤツ、アタシにかかりゃ一瞬だぞ！　ヤラせてやんねえけどな！」

「お断りだボケが！　変なもん貰いたくないからなあ！」

「ほら、照兄行くよ」

「ん、ああ、おう……」

　何やらまだまだやり合っている照治をグイグイ押して、カウンターから離れて協会支部を出る……前に一度、振り返る。

「あ、そうだ……。お姉さん！　Wieヴイー　heißenハイセン　Sieズイー?」

「あら、言ってませんでしたね、ごめんなさい。リュッセリアと申します」

「しっかり覚えておきます、本当に色々ありがとうございました」

　もう一度そう礼を言って、初めての冒険者協会を後にした。

　とりあえず、収穫はあったのでこれからの事を話しに一旦ガレージに戻るべきだろう。このまま魔物退治に向かってしまってもいいかもしれないが、危険が伴う事なのでその前に情報を共有しておきたい。

「くっそなんなんだあの女は！　バカにしくさりやがって！」

「照兄も相当な事言ってたけどね」

「あっちが吹っ掛けてきたんだあっちが！」

　協会支部から出て門へと歩きながらも、照治は中ちゆうっ腹ぱらである。

「でもさ、あの人の言い分もわかるって。照兄だって『全然経験とかないしパソコンとかよくわかんないけどスマホアプリ作って食っていきまーす』ってやつがいたらさ」

「……いや、まあ、言わんとする事はわかるがなあ！　あの態度はないだろ！　俺はあんな風には笑わんぞ！」

「程度問題だよ、程度問題。俺は結構あの人好きだよ、あのゲスい感じ」

「お前……ほんとクセのあるやつ好きだよな……」

「だから照兄とこんなに仲いいんじゃん」

「んーっ……そりゃ違いない！」

　はっはっはっはと二人で笑って、なんとなくオチがつく。

「で、そんな事よりも俺たちにはちょっと話し合わなきゃいけない事があるでしょ」

「そうだな。……ああ、だからお前、さっきわざわざドイツ語で」

「そうそう、あれで何が確定したってわけでもないんだけど参考にはなる……ん？」

　グイグイと手が引かれる。見やれば、キラキラした目の咲である。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、魔法の話ですか!?　魔法の話！」

「あー、それもあるんだけど、それより先に違う話」

「えー……？　……じゃあ大人しくしてます」

　寂しそうに言う咲は、こちらの手は握ったまま。特に支障もないのでそのままにさせておく。

「幹人、なぜか言葉が通じる問題だろ？」

「そうそう。これについてまず俺の考えをちょっと聞いてくんない？　おかしい事言ってたらその都度突っ込んで」

「よしきた」

　さすがノリのいい兄貴分である、しっかり聞いてくれる姿勢の彼に幹人は始める。

「まず、単純に考えられるのは『この世界のこの国の人間が日本語の話わ者しやだった』、『自分たちがいつの間にかこの世界のこの国の言語のネイティブな話者になっていた』なんかだ。ただ、これらはありえないと思う」

「そうだな。前者はそもそも文字が違う。後者は、俺たちの思し考こう言げん語ごがどうやら日本語のままな点から言って不自然だ」

「思考言語が違うものになれば、思考の内容そのものにも大きく影響するはずだもんね。少なくとも、絶対に違和感には気づくはずだ」

　ここまでは二人の意見に違いはない。うんと一つ頷いて、幹人は続けた。

「それじゃあ三つ目、俺たちは変わらず日本語を使っているし、相手も相手の言葉を使っているんだけど、『自分たちの話した言葉と相手が話した言葉が発声時点、もしくは耳に届いた時点、あるいはその中間点のいずれかで翻訳されている』」

「まあ、本命な考えだよな。で、お前はどう思うんだ？」

「お話としてはスッキリしてていいんだけど、現実でこれを本気で思っているのだとしたら、それはかなりグロテスクだと思う」

「ほう」

　促す照治に、幹人は続ける。

「だってさ、翻訳されているっていうのは、翻訳している誰かがいるって事でしょ？　この世界から見たら異世界である地球の、日本語っていうマイナー言語に精通している誰かが翻訳し続けてくれているなんて考えは、ちょっと自分本位過ぎない？　そういう意味合いでグロテスク」

「うーん、……なるほどなあ。たしかに、そう言われればそうかもしれん」

「そこでね、最後にすっげえ突拍子もないような案を俺は推したい」

　そんな風に前置きをしてから、幹人は自分の中の本命を口にする。

「『言葉と一緒に、それの元になった思考そのもののような情報も発されていて、会話相手に届く。受けた相手はそれを自分の使う言語で解釈する』、だから自動翻訳されているかのように会話ができる、っていう」

　どう？　と聞くと、照治は腕を組んでううんと唸った。

「……な、るほど、なーぁ。いやいや、うん、……なるほど。特定の言語で構成されているわけではない、純粋な思考そのものみたいな存在が人間の頭の中にはあって、それが直接なんらかの形で会話相手に伝搬されるので、お互いが使用する言語の違いに阻はばまれないコミュニケーションが可能となっている？」

「そーそー！」

　打てば響くような反応、さすがの素早い理解である。

「うーん、……面白い。お前は面白い事を言う。最後にドイツ語を使ったのは日本語だけじゃなく違う言語でも会話が成り立つって事を確認したんだよな？　この案の裏付けの一つとして」

「そうそう。英語でも良かったんだけど、より日本語と離れた言語で試したかった」

　最後に受付嬢に向けたドイツ語の言葉の意味は『あなたのお名前は？』であるが、彼女は少しの戸惑いもなく答えてくれた。まるで、言語の切り替わりになんか気が付かなかったように。

「言葉と一緒に飛んでいく、『思考そのものみたいな何か』で相手はこちらの伝えたい事を読み取る。だから口から話す言葉がドイツ語だろうが日本語だろうが異世界語だろうが関係ないんだ」

「……お兄ちゃん、何の話なんだが妹にはさっぱりわかりません」

「つまりな、乱暴に言うとこの世界では口から言葉を出した時に、一緒にテレパシーみたいなのもビビビッと相手に送られているかもって事だ。日本語でも異世界語でも関係なしに通じる奴が。だから違う言語でもやり取りができる」

「あえー、テレパシー……！」

　胸を躍らされるワードだったのか、咲は眼を輝かせた。

「……テレパシーか、そうだな、そんな表現もできるだろう。そういうものがあり、それを受け止めるインターフェイスが人間にはあり、それは異世界間でも共通……うーん、面白い、面白い考えだし、確かにある程度上手く説明もできていると思う」

　そこまで言って深く息を吸ってから、しかし照治は言った。

「が！　が、だ。幹人、残念ながらその仮説には色々と穴がある。中でも極めて大きいのは……そんなもんがあるんなら、わざわざ口で音声として発話する必要がない事だ」

「……完っ全にごもっともですわ」

　照治の反論に対しては、ぐうの音も出ない。それはその通りだった。

「重ね重ね言うが、面白い仮説だとは思うぞ？　もう少し考えてみてもいいとも思う。だが俺としては翻訳仮説の方を推すな。少し考え方を変えるんだ」

「と言うと？」

「つまりだな……」

　ああでもないこうでもない。納得のいく落とし所はないものか──。




《お兄ちゃーん、聞こえる？》




　照治と議論を重ねる幹人の頭に、それは突然響き渡った。

　ぎょっとして隣を見れば、じいっとこちらを見つめる妹の顔がある。

《あっ、うそ、聞こえた？　おーい！　咲ですよ！　お兄ちゃんの最愛の女！》

「待て待て、おい、ちょっと待った。……咲？」

《そうです！》

　どうだ！　と言わんばかりの得意げな笑みは可愛らしいが、微笑ましく思っている場合ではない。

「幹人、どうした？」

「いや、その、……照兄には聞こえてないのか？　咲、それ……なにが、どうなって」

《お兄ちゃんがテレパシーがあるかもって言ったんじゃん！　だからできるかなーってさっきから試してたんだけど》

　それで、できたというのか？

　妹の、妹のものだと感覚でわかる声は幹人の頭の中に直接響き渡っている。フィクションでよく見るテレパシーと、それは遜そん色しよくがなかった。

　驚き、なんてものではない。

「……マジか？」

《えー、だって聞こえてるんだよね？　できてるんじゃないの？》

「……仰おつしやるとおり。そう、そうだな。…………そう、だな、……ええ？　でも、なん、ええ？」

　妹の声は、試しに繋いでいた手を離してもなお鮮明に幹人の頭の中に響く。

　これはいよいよ、これではいよいよ、本当にテレパシーである。

「なんだよ、さっきから何をやってんだお前ら？　俺を置いてくなよ寂しいだろ！」

「咲、それ、照兄にもできるか？」

《やってみる！　ええっと……》

「……おおおおわああああ！　なんだなんだ!?」

　照治が突然、その長身をビクリと大きく撥ね上げた。今度は幹人には聞こえないが、照治に対して咲のテレパシーが発動しているのだろう。

《ちょっとコツが摑めてきました！　どう？　二人に送ってるつもりなんだけど》

「俺には聞こえてる……。咲、お前、すごいな……兄ちゃんちょっとなんて言えばいいかわからん」

「俺にも聞こえてる！　マジかお前これ！　マジなのかおい!?」

《できた？　すごい？　やったー！》

　衝撃的な展開に自分も兄貴分も遽きよ然ぜんとして大混乱だが、当の妹は無邪気である。

「ふー……しんけー使ってちょっと疲れるかも。お兄ちゃんと照兄もやってみて！」

「やるやる！　教えてくれ、どうすればいいんだ？」

「咲、頼む！」

　音声発話に切り替えた咲に、照治と揃ってかぶりつく。

「えーっと、……お兄ちゃんたちみたいに説明できないけど、なんかこー、喋ってるつもりで、でも喋んないで、喉とか舌とかも動かさないで、でも喋ってるつもりで、頭で考えるだけじゃなくて喋ってるつもりで、でも喋らないで、それで……伝えたい人に狙いを、……ピント？　みたいなの合わせて、……そんな感じ！」

　ふわっとした説明だが、言わんとする事はなんとなくわかる。

　喋っているつもり、だが喋らない。それでいて思考するだけとも違う。その匙さじ加か減げんと言うか、切り替えが重要なのだろう。

「本日ハ晴天ナリ、……これを喋らないで」

　音声テストの定型句を口に出さないようにもう一度唱える。が、喉や舌が動いている。咲の説明が正しいなら、これでは駄目なはずだ。

（本日ハ晴天ナリ……こうでもないか）

　今度は思考しただけなのだろう、狙いを定めたつもりの咲に特に反応はない。

　微妙な、しかし明確な違いを摑めるか摑めないか。その違いになってきそうだ。

　咲がこちらに送ってきたあの頭の中へ響く声をお手本として思い返しながら、試すこと数度。

《本日ハ晴天ナリ……お？》

《あ！　聞こえたあ！　お兄ちゃんそれそれ！》

《できてる？》

《できてるできてる！》

　できているというのが、なんとなく自分の感覚でもわかった。言葉を発したのでもない、考えただけでもない、どちらとも違う感触。

《……いよっしゃああ！　ありがとう咲愛してる！》

《いえーい！　私もー！》

　謎テレパシーを使って妹と喜びを伝え合う。発端は自分かもしれないが、この大手柄は間違いなく妹のものだろう。

（ていうか、ってことは俺の思考伝搬仮説が合ってるって事か？　……でも照兄の突っ込みは依然、疑問として残るよなあ）

　どうしてわざわざ口で言葉を発するのかという謎は解決されない。やはりもう少し、色々考える必要がありそうだった。

「おいなんだ？　まさか幹人お前もうできたのか!?　待て待て待て！」

《照兄、ファイト！》

「うわあ聞こえた！　本当にできたんだな!?　なんでお前らそんな簡単に！」

　照治はどうやら苦戦しているらしく、まだ摑めないようだ。

　結局、彼がそれをものにしたのは二時間の道のりを歩き、ガレージに着く頃だった。





　　　　◇◆◇






「なあアメちゃん、マジでバイクだよバイク。俺たちに必要なのは」

「間違いないよイヌちゃん。いずれ絶対作ろう、絶対にだ」

　幹人をアメちゃんと呼ぶ、同学年同学科の彼は犬いぬ塚づかという名字。アメちゃんイヌちゃんと呼び合う仲だ。

　犬塚は、人間の足はバイクのタンクを挟むためにあるのであって歩くためのものではないという過激派だが、こうも連日長距離を歩いていると幹人もそちら側に落ちてしまいそうだった。

「くそ、ああ、一昨日おとといの疲れが取れてないのにまた徒歩移動……。足に乳にゆう酸さんが……」

「部長、大丈夫っすか？」

「お前は平気そうだな……釣りで鍛えられてるのか」

「めっちゃ山道とか行きますからね」

　幹人たち二人の前を行くのはやはり身体が重そうな照治と、彼とは反対に軽い足取りの釣り好きロボ研部員。自作した水中カメラの出来を確認するために釣りを始めたという工学系らしい人間である。

　幹人と犬塚にその二人を足した以上四人が現在のパーティだ。

「……で、ここら辺だな。全員、武器構えとけよ」

　より真剣なトーンに声音を変えた照治の指示に、他三人は揃って従った。

　幹人たちが着いたのは、討伐対象である魔物の出現エリア。ガレージのある森よりも木の密度の低い、林のような場所である。足下に生えている草の背は少し高く、腰の近くまである。

　特に照治はこたえていたようだが実際のところ、街からはそこまで遠いわけではない。歩いたのは三十分程度だ。

「照兄、足ちゃんと動く？　戦える？」

「なめんな、無理だ駄目だと嘆きながら俺が土ど壇たん場ばでいくつの単位を取ってきたと思ってる。いざという時に生き汚いでお馴染みの高専生を、俺はお前より二年も長くやってんだぞ」

「最高に頼もしい」

　冒険者協会に行ったのが一昨日の事。ガレージに帰ってから次の一日は準備に費やし、おかげで自動刺突熱槍は四本に増えた。

　残りのメンバーもガレージから出て来ているが、材料の関係で槍が四本しか作れなかったので街に留まり情報収集を担当している。また、最大戦力であり斧おのという武器も持っている鉢形はあちらの女性陣のガード役である。

《話すのは想そう話わでやった方がいいな、獲物が逃げるから》

　釣り好き部員の提案に従って、全員口を噤つぐむ。ちなみに想話は謎テレパシーの事であり、魔法のある異世界にテレパシーは似つかわしくないワードだという事で採択された。さらにちなみに言えば、幹人の大好きなアニメ、魔法少女ラジカルつばきから引っ張ってきた言葉である。

　想話は臨時部員の女子たちも含めてロボ研全員、扱えるようになっている。

《膝から腰くらいまでの大きさの、強そうで悪そーな兎、なんだよなアメちゃん》

《そー、ペットとかにはできなさそうなビジュアルの……ん？》

　注意深く周囲を警戒しながら草をかき分け歩を進めていると、少し先からガサガサという音。

　草の上には二本の茶色く細長い何かが揺れていて。

《……あれって、耳か……？　じゃあ、……うおおおおあああ!?》

　それは突然だった。バネで吹き飛ばしたかのような勢いで、目の前へ茶色の塊かたまりが迫る。

　細長い何かはやはり、それの耳だったのだろう。

「どわっ!?」

　思わず肉声を零しながら反射的に槍の柄えで弾き、身体に当たるのは防いだものの、二、三歩後方へ後ずさる。

「幹人、大丈夫か!?」

「な、なんとか！」

　怪我はないが、照治に答えながらも心臓はバクバク言っている。視界の中ではまるであざ笑うかのように、中型犬ほどのサイズのある茶色の兎が跳ね回っていた。

「こいつだ！　こいつがターゲット！　コニャッラ！　……おら！」

　想話を使う余裕はもはやないし、意味もないだろう。大声で叫びつつ、気合を籠めて槍を突き出す。

　しかしさすが野生の獣、運動不足の人間の攻撃などヒラリと躱かわして距離を取った。

「よしアメちゃん、タイミング合わせ……うお、もう一匹！」「一匹どころじゃない！　釣りだったら嬉しい大漁だけど！」「お前ら気を付けろ！　……というか一旦逃げるべきか!?」

　最後に叫んだ照治が言うとおり、あっという間に危機的な状況だった。

　自分たちの周りには、どこから現れたのか凶暴な面つら構がまえの兎たちが続々と七匹。動きは素早く力は強く、その脚や牙には鋭い爪、牙が光っている。

　この状況、どちらの方が捕食者かと言えば悲しい事にあちらだろう。

「ジャアアアアアッ！」

「う、うさぎってこんな声で鳴くんだっけ……？」

　呟く自分の声は少し情けなく震えている。逃げようにも絶対にあちらの方が速い。本当に、これはまずい状況なのではないだろうか。

　異世界の魔物退治を、甘く見過ぎていたか。

「……くっ！」

　近くの一匹が、グッと身体に力を溜めるのがわかった。今度跳んできたら、またさっきのように弾けるだろうか。

　弾けなかったら転がされるだろう。転がされたらどうなるだろうか。

　キラリと輝く牙が目に焼き付いて、背中の冷たさに気づく。

（くそ……）

　口の中の乾きを自覚したタイミングと同時。魔物は地面を蹴りつけて幹人へ跳び込んで来る。

　ぐっと力を入れた両手は固く、なんだかうまく動いてくれず。魔物の狙いはこちらの顔面。

　駄目だ、当たる──。

「ギィヤッ!?」

「……え？」

　衝撃に備える身が感じたのは、顔を撫でる風だった。

　ブオンとひどく重い音を伴うそれに竦すくんだ幹人の目の前、鈍い衝突音が鳴って、こちらに跳び込んできていたはずの魔物は短い悲鳴を上げ視界の端へと吹き飛んだ。

　ほとんど平行移動、木に激突。もはや声すら上げず、動かなくなる。

「逃げるのなら、追わない。私も疲れるから」

　ブオンとまたあの重い音が響いて、続いて地面が大きく弾ける。響いた衝撃に、魔物たちが揃って数歩退いた。

　地面に振るわれたのは、無骨な棒だ。二メートルはあろうかという背丈を持つ、太くいかにも重そうなそれが、とてつもないスピードで。

　先ほど幹人に迫っていた一匹を吹き飛ばしたのも間違いなくあれだろう。

「来るなら殺す、わかるよね」

（……うお）

　長身に映える長い髪は、淡い桜の色味を宿す。芯しんの入ったように伸びた背筋は凜りんとして、すらりと伸びた手足は美しく、女性らしい起伏に満ちた身体のラインは滅多にお目にかかれないだろう肉感的な美を纏まとう。

　しかし幹人が彼女に、いつの間にか割って入り、こちらを救ってくれたのだろう女性に抱く印象は、浮ついた色合いとは無縁だ。

「どうするの」

　淡々とした口調は、わざわざ声を張ってはいない。

　それでも彼女の声が、言葉が、雰囲気が放つこの場の一切凍いてつかせんと言わんばかりの、物理的なそれとは違った冷気は空間を完全に支配している。

　五感全てで感じる存在としての強きよう靭じんさが、何よりも幹人の頭には焼き付いた。

「逃げるのなら、早くして」

　彼女はもう一度、どこか面倒そうに片手に持った棒をぞんざいに振るい、地面を叩く。

「お、おお……」「逃げてったぞ……」「すげえ……」

　照治たちがざわめいた通り、結局、魔物たちは全速力で逃げ出していった。そのスピードはさすが兎というものだ。

「……助かっ、た」

　呟きながら、情けなく槍を地面に突いて体重を預ける。足に上手く力が入らない。

「あの、ありがとうございます、本当に」

「…………」

　幹人の礼に、彼女はこちらを振り向いた。予想通り切れ長の眼は迫力満点で、だがその整った美び貌ぼうは完全に予想以上だった。

　幻想的な翡ひ翠すいの瞳がこちらを見据えて、そこに宿る温度の低さに心臓が一瞬凍る。

　動きが固まっているうちに、伸びてきた片手にあっさり胸ぐらを摑まれて。

「っぐぇ、……あ、あのぉ」

　気がつけば持ち上げられていた。身長はどうやらほぼ変わらないので、宙に吊るされている分幹人の方がやや顔が上になる。

「何なんですか、あなたたち」

　つまり、彼女に下から睨ねめつけられるという事である。

　形の良い瞳はまるで抜き身の剣よろしくで、恐ろしいほどわかりやすく恐怖を感じる。

「ええと、ですね……」

「何なんですか？　どこからどう見てもどうしようもない雑魚なのに、どうしてこの森をチョロチョロしているんですか？」

「え、あの……」

「あんなに弱い魔物に腰砕け、まともに戦えなんてしない。それがこんなとこに出て来て一体何のつもりなんですか？　本当に不愉快」

「いえ、その」

　いつもは滑なめらかに動く口も、今ばかりは油切れだ。吊るされて苦しいというのもあって、まともに言葉を返せない。

「…………」

　彼女は無言で手を放し、幹人は地面に尻もちをつく。草の長いおかげで柔らかく、痛くはないのがせめてもの救いか。

「目障りです、分際を弁わきまえて。もし今度見掛けたら私が殺しますよ、邪魔なので」

「ええと……」

「今でもいいですが」

　本日三度目、棒が振るわれたのは幹人の真横だ。巨大なエネルギーがすぐ傍を通った恐怖に胃がキュウッと怯える。

「もうあなたたちはここには入ってこない。ですよね？」

　頷く以外に何ができよう。ガクガクと首を上下に振るうと、彼女はこちらからあっさりと視線を切って踵きびすを返した。

　そのまま、名乗る事もなく去っていく。

「……み、幹人！　大丈夫か！」「アメちゃん生きてる!?」「ちびってないか!?」

　誰もが何も言えずにしばしの時が経ってから、照治たちがこちらへ駆け寄ってきた。犬塚に差し出された手を借りて、とりあえず立ち上がる。

「なんとかちびってないけど、めっちゃ怖かった……」

「……それはどっちだ幹人、兎か、それとも」

「今となってはあの兎も可愛いんじゃないかと思う……」

　もちろん本当に生命の危機は感じたわけだが、彼女の威い容ようの前ではどこか遠い過去だ。幹人の返答に深く頷いて、あの女性が去っていった方を見ながら照治も身体をブルリと震わせた。

「……助かったのは確かだが、何だったんださっきの液体窒素より温度低そうな眼ぇした娘は！　兎どころかあの一つ目熊だって可愛いぞ！」

「すっげ、地面えぐれてる……アメちゃんあれ食らってたらぺちゃんこだったぜ……」

　犬塚が彼女の叩いた地面を見ながら戦せん慄りつの声を上げる。その向こうでは木に叩きつけられた兎の様子を窺いに行った釣り好き部員が「……グチャグチャだ」と呟いた。

「すっげえ力だったね……照兄、こっちの人類ってみんなああなのかな？」

「いやあ、さすがにどうだろうな……。しかし、あれくらいできないと冒険者としてはやっていけないという事だろうかな……」

　照治がそう渋い顔で零す。そうだとしたら、自分たちにはあまりに荷が重すぎる。

「……ひとまず帰ろう。結局、今の俺たちじゃああの兎は倒せそうにないし、それに戦ってるのをまたあの娘に見られようものなら本当に殺されかねん」

「じゃあ冒険者登録は諦めるの？」

「今回は、とりあえずな」

　頷いた照治の判断は、正しそうではある。生きるための手段として冒険者登録をしようというのに、それで無理をして死人が出ては本末転倒だ。仕方ないが、幹人としても否いなやはない。

　だが。

「……わかった。だけど照兄、すぐに帰るってのは反対。やるべき事がある」

「なんだ？」

「俺、さっきの娘ともうちょっと話してくるよ」

「……はあ!?」

　目を剝く照治の反応はむべなるかな。彼はこちらの肩を摑んで続ける。

「お前な！　さっきのヒエッヒエな感じ！　忘れたわけじゃないだろ！　凍らされてから棒で砕かれて明日のアイス屋の店先にシャーベットとして並べられるぞ！」

「うーん、まあ、……うーん」

「駄目だろあれは！　関わっちゃならんタイプだ！」

「……んーいやいや照兄。違う、違う違うって。あの人の冷たそうな感じとかはこの際、どうでもいいんだ」

「……は？」

　怪訝な顔をした彼に、幹人は続ける。

「あの人がどんな風に振る舞って、どんな風にものを言ったかじゃなく、何をして何を言ったか、その内容をこそ考えるべきだ。照兄、あの人はさ、俺たちを助けてくれたでしょ？　見ず知らずの俺たちを」

「そ、れはその通りだが……」

「うん、で、見返りも要求しなかった。しかもその上で何を言ったか？　多分あれは、こんなところに出てくると危ないぞって、俺たちに注意・警告をしてくれたんだ」

　一連の展開に、彼女にとって得となるものなどほとんどなかったはずだ。確かに素人しろうとがこういった場でふらついているのは邪魔かもしれないが、彼女は本来、おそらくこんな初歩的な魔物が出るエリアで戦う実力ではないだろうから。

「すなわち、論理的に考えれば彼女は良い人であるはず！　ただちょっと雰囲気とか言い方とか冷たそうなだけの！　だからお近づきになっておくべきだ！」

「……幹人、お前、前々から思っていたがマジでちょっと頭おかしいぞ。高専の中でもあんまりいないタイプのイかれ方しちまってる」

「そうかもしんないけど、今はそれに感謝したい。……ちょっと行ってくる！」

「あ、おい！」

　言うが早いか、照治の制止にも取り合わず幹人は駆け出した。これでも理系の端くれだ、肌感覚よりも立てた理論の方に賭かけたい。

　彼女が去っていった方へ走り、ほどなくしてその背中を捉とらえた。桜色の長い髪がかなり眼を惹ひく。

「あの、すみません！」

「……さっきの」

「はい、助けてくださって本当にありがとうございました」

　足を止めて振り返りはしてくれたものの、その表情はやはり冷たい。

「わざわざ言いに来たんですか？　……ああ、それともまた兎が出た？　早く帰らないからですよ、面倒ですね」

　まるでまた追っ払ってくれそうな言い方である。いや、自分の予想が正しければまるでではないのかもしれない。

「あ、いえ、そうではなくてですね」

「……？　なんですか」

「さっきはついつい頷いてしまったんですが、ごめんなさい、俺たちまたああやって魔物退治をするつもりなんです」

　それはやはりと言うべきか、またしても胸ぐらに手が伸びてきた。ぐっと摑まれる力は気持ち、先ほどよりも強いかもしれない。

「私の言ったこと、もしかして伝わってませんでした？」

「伝わってはいたんですが」

「ではそれが最後の言葉でいいんですね。あなたの頭くらい、すぐにでも砕けますが」

　背筋の凍る極低温の眼光が容よう赦しやなく正面から幹人の網もう膜まくに刺さる。

「すみません、砕かれてもやらなきゃならないんです。生きていく術すべが欲しい」

「……ん。…………道楽で来たんじゃないんですか？」

　ほんの少しだけ、彼女の眼光が弱まった気がする。気のせいでない事を祈りたい。

「遠い異国からの人間でして、仕事も何もないんです。お金もありません。こっちの常識にも疎ければ信用もなくて、普通に働くのも難しい。だから戦える事を示して、冒険者になって、身分の証明とお金になる依頼、それから諸々の情報を手に入れたい。手に入れなきゃならない」

「……たしかに、ポンと迷い込んできた人間を働かせる場所なんてまともな所ではないですが。まだ冒険者として魔物とやり合った方がマシと言えばマシです」

　そこまで言ってから、彼女は深くため息を吐いた。

「……細かい事情は知りませんが、お遊びで来たわけじゃない事はわかりました、その顔を見る限り。……ですが、それでも無理でしょう、あなたたちに魔物退治は」

「……ですかね」

「でしょうね」

「でも、無茶でもなんでもやらなくてはならないんです。自分のためでもありますし、仲間や、何より家族が……妹がいまして。あの娘のために」

　形の良い彼女の瞳が、その言葉に少しだけ瞠みはられる。

「…………家族。……その娘は、……まだ小さいんですか？」

　少し気の毒そうに、彼女がそう問うてきた時だった。




「やめてくださあああい！　お兄ちゃんをいじめないでえええ！」




「は？」

「え？」

　女性と幹人、同時に声のした方を見やれば、こちらに猛ダッシュで駆けてくる人影が一つ。

　どれだけ距離のあろうとも見紛うわけもない、たった今話題に出したばかりの妹である。街でこちらの帰りを待っているはずの。

「いじめるって、……ああ、そう見えるでしょうか」

　胸ぐらを摑まれて、やはり幹人の体は小さく宙吊り。確かにそう見えるだろう。女性は少しバツが悪そうだ。




「やめてくださあああっ、ひゃえ!?」




「あ、咲！」

　草に足を取られたか、木の根にでも引っ掛けたか。勢いそのままに顔面から地面にダイブ。

「……もう」

　小さく声を漏らして、宙吊りにしていた幹人を下ろし女性は倒れた咲のもとへ足早に駆ける。追って幹人が二人のもとへ着いた時にはもう地面に膝を突きながら、倒れた咲を助け起こしてくれていた。

「こんなところを足元も見ないで走らないで。せっかくの服も汚れちゃうから」

「ごべんなざい……」

「……謝らなくても、いいけれど」

　咲の服やら腕やら足やらについた土や草を払うその仕草は、よく見れば柔らかく丁寧で、どこか優しい。
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「すみません、咲、怪我は？」

「していません、それなりに上手く転びました。下は草ですし」

　幹人の問いに咲より早く答えた彼女は、無駄のない所作で立ち上がった。

「次からは気をつけて。いいね？」

「はい……ありがとうございます……」

「…………こんなに小さい娘なんですね、あなたの妹」

　その呟きが心配そうな色だったというのは、もう気のせいではないはずだ。

「……そんなに、小さくはないです」

「そうなの？　勘違いだ、ごめんね」

　咲の小さな抗議に彼女はそう返すが、真面目に取り合ってはいなさそうだ。

　咲はこれでも一応中学二年生、十四歳ではあるのだが小柄で童顔な事から余裕で小学生に間違われる。その上この辺りの人たちは白色人種に近い、自分たち日本人は余計幼く見えるはずだ。

　下手をすれば、一ひと桁けた台と勘違いしているかもしれない。

「ていうか咲、どうしてここに？　街で待ってなさいって言ったろ？」

「……お兄ちゃんが心配で走ってきました」

「……その健けん脚きやくは誇るべきだけどなあ、駄目だぞ」

　一緒にいたはずのメンバーの目を盗んで来たのだろうか。大した行動力だが、無む闇やみに発揮してもらっても危ない。

「街からあの勢いで？　お兄さんよりは動けそうですね」

「そうなんですよ、俺よりよっぽど運動ができて……珍しいよな、お前が転ぶなんて」

「そ、それは、その……あ」

　言い淀よどんだ妹のお腹から、完かん璧ぺきなタイミングでグウーと音が鳴った。

「……あの、ちょっと、………………お、お腹、すいちゃって」

　顔を赤くしながら俯きがちに咲は言って、少しの沈黙が流れる。

「……あの」

　静寂の糸を切った女性は、自分の髪先を少し弄いじりながら幹人の方を向いた。

「あなたの仲間は、全部で何人ですか」

「俺を含めて十二人です」

「十二？　……結構多いですね。それで住処すみかとかご飯とかはどうしてるんですか」

「あっちの方にある森の中でひとまず生活してまして。食べ物もそこで」

　こちらの答えに女性は眉間にわずか、皺しわを寄せる。

「あそこはここほど魔物はいませんが、まれにモノーコロが出ます。大きな一つ目の熊です。あなたたちでは厳しいでしょう」

「もう襲われました……。なんとか倒せたんですけど、ギリギリという感じで」

「……いつか本当に死にますよ、それ。……ああ、もういいです」

　ため息一つ、軽く落として彼女は街の方角へと歩き始めた。

　そしてそのまま、こちらを振り返らないまま言う。

「……ついてきて下さい、他の人たちも一緒に。……家で、何か出しますから」





[image: ]







「めっちゃ美う味まいっす！」「あざっす！　ほんとあざっす！」「こんなあったかい飯、しかも炭水化物、まじで久しぶりです！」

「……それは良かったですね」

　ロボ研部員の飛ばす賛さん辞じに、ぶっきらぼうに彼女は答える。それがどうやら照れ隠しなんだろう事はわかってきた。

「ほんと、大変なお世話になってしまって。ありがとうございます、ビラレッリさん」

　彼女がこちらの全員に振る舞ってくれた、うどんに似た麺めん料理をありがたく頂きながら幹みき人ひとも礼を言う。

「……別に。あと、呼ぶのは名前でいいですよ。かしこまった場でもないんですから」

「そういうもんですか。えっと、じゃあ、ザザさん」

　桜色の髪の彼女は、ザザ・ビラレッリという名らしい。ザザとは男性らしい響きに感じるが、それはこちらの感性なのだろう。現に、幹人が名乗った時に「ちょっと女っぽいですね」という感想が返ってきたりもした。

　ここは彼女の屋敷の一室である。屋敷は街の北西部に位置し、庭も含めてかなりの大きさ。少なくとも、十二人全員とザザが余裕でゆったり食事を摂とれるくらいの部屋がある。

「ザザでいいです。別に敬語もいりません」

「でもそっちは」

「お気になさらず、癖みたいなものですから。……それで、結局あなたたちは何なんですか？　見慣れない服を着ていますし、遠い異国からの人間とか森で言ってましたが」

　幹人はザザの向かいに座っている。受け答えをするのは基本的に幹人だからだ。

　彼女の問いに頷いて、答える。

「……うん、つうか、ええと、めちゃくちゃ変な話なんだけどさ」

　ちらりと隣の照てる治じを伺うかがえば、彼は首を縦に振った。

　言ってしまえというゴーサインである。

「二は十つ日か近く前、故郷でいつものようにとある建物に集まってちょっとした作業をしてて、そのまま夜を明かしたんだけど、目が覚めたらなんと建物ごと見知らぬ土地にいたんだ。それが、この街から南にある森の中。……や、冗談とかではなく」

　言葉にしてみると、呆あきれるほどに胡う散さん臭い話だ。

「……へえ」

「俺たちがいたところは、こことは色々な事が違ってたんだ。例えば、太陽の数。俺たちはそれが一つである事が当たり前だったんだけど、こっちじゃ三つある。……多分、だから異国どころかもっと大きな枠で違ったところ、異世界と言うか、俺たちはそういうところから来た……と思う、んだけど」

　そこで言葉を切って、相手方の反応を待つ。一番最高な展開は『なんだそんな事、特に珍しくもない。帰る方法も教えましょう』というもの、逆に最悪なのは『怪しい事を言う異教徒ですね、殺す』あたりだろうか。

「……口は回るようですが」

　ザザは自らの柔らかそうな髪を軽くかき上げながら言う。

「肝心の作り話が下手ですね」

「いやあ……」

　どうやらまるで信用されていないようだった。とは言え、これが当たり前の反応か。

「まあ、別になんでもいいんですが。どうであれ、確かに冒険者登録をしたいというのはわかります。ひとまず身分証明になりますし、仕事も依頼を斡あつ旋せんして貰もらえる」

「あのー、ザザさんは冒険者さんなんですか？」

「私？　うん、そう」

　さすがに咲さきがさん付けの敬語である事には特に何も言わないらしい。ザザはコクンと頷うなずいた。

「だが、こんな立派な屋敷に住んでいるところを見るに、中々やんごとない身分なんじゃないのか？」

「一応は貴族です。ブレイディアのビラレッリ家と言えば、ひと昔前までならちょっとしたものでした」

　照治の問いに、ザザは少しぞんざいに答え、続ける。

「ですが、今では見る影もありません。なんとか一応まだ貴族の身分ではありますが、持っていた土地の多くを国に返してしまっています。没落貴族ですよ」

「えーと、それは……」

「父親が散財を重ねまして。よくある話でしょう」

　さすがに、どうして？　とは直裁に聞けず、幹人が言葉を選ぼうとしている間にザザはまたあっさりと事情を開かい陳ちん。かなりあけすけだ。

「ザザさんはお一人でここに住んでるんですか？　そのお父さんは……」

「待ってるんだけどね」

　問うてきた咲にザザは頭を小さく振った。散財で家を潰つぶしかけるくらいだ、遊び歩いているのかもしれない。

「じゃあ実質ザザが当主みたいなもの？　その若さで大変だ……って、ザザの歳としは知らないけど」

「歳？　十七です」

「え!?　歳下!?」

　返ってきた答えに、思わず声を上げてしまう。こんなハリウッド女優よろしくのプロポーションと美び貌ぼうを誇る女性が、十七？

「ああ、そうでしたか」

「そうみたい……ん、いや、ちょっと待てよ」

　頷きかけて、途中で止める。話はそう単純でもないかもしれない。

「気づいたか幹人。そうだ、こっちの一歳と俺たちの一歳、同じ長さとは限らんぞ」

「そうだよね、だって一年の長さが同じ保証なんてないんだから！　……あのさ、ザザ、つかぬことをお伺いするんだけど、一年っていうのは何日？」

　年齢の話が出てきたので一年という概念が存在しないという可能性は低いだろうが、その長さまで地球と同じとは全く限らない。この世界の一歳が地球で二歳相当の可能性だって十分あるのだ。

「妙な事を聞きますね。春夏秋冬それぞれ百日、合わせて四百日でしょう」

「やっぱりそうだっ、三百六十五日のわけがない！　しかし、キリのいい数字！」

「季節もあるんだな！　太陽群への公転面に対して地軸が傾いてるという事か!?」

「……なんの話ですか？」

　怪け訝げんそうなザザの前、幹人はつなぎの胸ポケットから愛用の関数電卓を取り出す。照治も同様だ。

「ごめん、ちょっと失礼。ええっと、地球は二十四時間で三百六十五日だから、一年は……八千七百六十時間」

「それに対してこっちは一日が二十一時間五十七分……あー直さなきゃいけねえのかめんどくせえ、だから、ええと、三分は〇・〇五時間だから、二十一・九五時間！　で、四百日だっつうから、……八千七百八十時間！　おお！　すげえなんか知らんがほとんど変わんねえ！」

「一年の長さはほぼ同じ！　て事はこっちの十七歳は俺たちの十七歳とほぼ同じ！　だからザザは十七歳！」

「だからそうだって言ってるじゃないですか……」

　こちらの興奮をよそに、呆れ顔で返されてしまった。彼女は怪訝な顔で咲に問う。

「この二人っていつもこんな調子なの？　ご飯を出した時も器の表面仕上げがどうのこうのブツブツ言ってて変だなあと思ったけど」

「ごめんなさい、この人たちはこういう生き物なんです……。二人というか、この部屋にいる私とザザさん以外はみんな……」

「……本当に、何なんですか、あなたたち」

　得体の知れない目で見られるが、そんな視線は地球に居た頃から慣れっこと言えば慣れっこである。

「咲は俺の妹って事で一緒に居るから例外なんだけど、それ以外はみんな……なんていうかな、ザザ、学校ってわかる？」

「ええ。この街にも小規模ですが一応ありますよ」

「そっか。俺たちは同じ学校に通ってる仲間なんだよ。俺たちの国だと基本、俺たちくらいの年齢だとみんな学校に行くんだ」

「へえ、それは悠長ですね。随分余裕だ」

　地球で見ても、確かに日本の環境は恵まれているだろう。ザザの反応はもっともだ。

「そうだね、だと思う。で、学校にも色々あってさ、中でも俺たちが通ってたのはよほどの物好きしか行かないような、一応頭はそれなりに良いんだけど、ちょっと普通の人とズレちゃってるっていうか、常識が身体からだから剝はがれ落ちてしまったような人間が行くところで」

「……何というか、話す内容というかテンションというか、そういうの揃そろっておかしいと思いましたけど、似た人たちで集まったって事ですね？　変わり者は一箇所にって」

「そんなに間違ってないかも」

　悲しいかな、それなりに真理を突いている気がする。

「ああ、話が逸それた。ええと……そうそう、冒険者登録ができたらいいんだけど、それが無理ならさ、どっかで俺らみたいなの雇ってもらえないかな？」

「あなたたちみたいな怪しい人を雇うなんて、まともなところではありえませんね」

　幹人の問いに、返答は振るわなかった。ハードな現実である。

　やはり森の中で果物と魚を採って暮らすしかないだろうか。しかし、それで何か進歩があるかと言えば疑問だ。あそこでやれる事は概おおむねやってしまった。元の世界に帰るためのきっかけ等々、摑つかむためには少なくとも街には出ておきたいという思いはある。

「……そうなんですよね。あなたたち、怪しいんですよね」

　考え込む幹人の前でぽつり、ザザが突然そう零こぼした。

　そんなにしみじみ確認しなくても、そう言おうとした幹人の口は途中で縫ぬい付いた。

「そう、……だったら」

「……ザザ？」

　下に視線を落として、しかしきっとどこにも瞳の焦点は合っていないように見える。なんだか、まるでその顔は能のう面めんのよう。

「あの……」

「提案があります」

　だが、ぱっと彼女が面おもてを上げた時にはもう、その表情は消え去っていた。そこにあるのは今まで通りの、瞳の温度は低いがどこか迫力のある神秘的な魅力に溢あふれた美貌。

「一応、私はこうしてあなたたちに食事を提供しました」

「え？　ああ、うん、本当に感謝してます。その前には命も救ってもらってるし」

「なら、恩返しをお願いしても？」

「俺たちにできる事なら、もちろん」

　返せるのなら、恩はなるたけ返したい。人間としてそれくらいの当たり前は、一応自分たち高専生にも存在する。

「なら、掃除を。この家、こんな大きさでしょう？　今は住んでいるのも私一人で、冒険者稼業もありますし、行き届かないんです、色々」

「あー……使ってないと埃ほこりも溜たまるしね」

　住環境というのは日々のメンテナンスをしなければ朽ちていく代物だ。縦幅横幅共に広く、二階建てのこの屋敷は見るからに一人で維持のできる規模ではない。

「そんな事ならお安い御用だ、ねえ照兄」

「おうよ。なんなら家の補修もやろう、できる範囲でだが」

　日曜大工みたいなものを得意としている部員は多い、幹人も照治もそのクチである。

「そうですか、ではそれもお願いします。雨漏りなんかは一応してないとは思うんですが、せっかくなので入念に」

「おっけー、しっかりやるよ」

「お任せします。なので、……終わるまでは仕方ありません、ここに泊まって下さい」

「……えっ、ほんと!?　それは助か……ん？」

　軽々しく礼を言おうとして、彼女が言っている事の意味に気がつく。

　念入りに頼む。終わるまでは泊まっていい。深読みでなければ、それは。

「……時間は掛けて構いません。どうせ使ってない部屋ばかりですから」

「それ、ほんとにいいの？　ヘタしたら長いこと、」

「好きにして下さい」

　食い気味での肯定に、思わず照治と顔を見合わせる。

《……照兄、どう思う？　ノーブレス・オブリージュ、とかかな》

《没落したって言ってるのにか？　俺は何かの罠わなだと思うが……。男が大多数を占める見ず知らずの集団を家に長期で泊まらせるなど、正気の沙さ汰たではないだろう。裏があるとしか思えん》

　こういった内緒話をする時、想そう話わは極めて便利だ。

《そうだよね……。いや、めっちゃ強いからそんな心配してないとか？》

《あー……俺たち全員でかかっても返り討ちにはなりそうだが、家に泊めるって不意打ち上等って事だろ？　そんな常在戦場で生きてるだろうかな》

　こちらの常識をよく知らないので、ザザの言う事が特殊なものなのかどうかというのが今いち判断が付かない。

　しかし、いつまでも迷っているわけにはいかないだろう。結局、決断を下したのは当然、部長の照治だ。彼は頭を下げて言った。

「……すまない、では厄介にならせて頂きたい」

「はい」

「重ねて頼む、……もし夜な夜な解剖したりするつもりなら俺だけにしてくれ」

「はあ？」

　ザザは何をわけのわからない事を言っているんだという顔で、それが演技なのかどうかの見分けはできない。

　兄的存在の男らしい言葉に感動半分、それを口に出して言ってしまうのかという驚き半分な気持ちを抱えながら、どうかこの選択がひどい未来に繋つながっていませんようにと祈る幹人だった。





　　　　◇◆◇






「むむむむむ……」

　我慢。我慢である。人にはそれが必要なのだ。

　思いながら幹人は手に持った箒ほうきを掃き掃き、床に溜まった埃を集める。窓から差し込む光が宙に舞うそれらを映し出して、こちらの世界のハウスダストは健康にどれくらい害があるだろうかと少し考えてしまう。

「……はあ、あー、……めっちゃ気になる！」

　しかし今、幹人の興味を一番に惹ひいているのはそれではない。

　ここはビラレッリ邸二階、西方面の角部屋。幹人がひとまず掃除を担当する事になった部屋である。

　入って、すぐに声を上げそうになった。改めて見回しても、あまりに心が躍りすぎる光景だ。

「すげえ数だよな……。絶対見た事ない機能とかが……くそー気になる！」

　なんと、森の荷車の中に入っていた謎なぞアイテムたちとおそらく同種の品々、それが部屋の至るところに積み上げられているのだ。

　当然ながら見た事のないシルエットが大多数、きっと自分の知らない色々な機能があるに違いない。

「でもなー、でもなー、さすがになあ！」

　すぐにでも欲望の赴おもむくままに貪むさぼりたいという欲求は極めて強いが、ここは他人の家である。しかも自分は、相手の思惑はわからないがともかく厄介になっている身分だ。

　勝手に部屋にあるものを弄いじるなんていう非常識、許されるはずがないだろう。

「……ん、お、なんだこれ」

　鋼の心で掃除を続けていると、山と積み重なった謎アイテムの奥に棚のようなものがあった。

「……おー」

　そこには謎アイテムの中にあるような部品がごちゃりと詰め込まれているようだった。分解された後、だろうか。

「……で、これは」

　さらに、部品の山の隣には何事か書かれた紙束。手にとってみれば、字は読めないが中々興味深そうなものが描かれていて。

「……いやいやいやいや、違う違う、我慢、我慢、……我慢」

　息をふうっと吐いて、棚に紙束を戻す。少しでも気を抜くとこうだ、こういう方面の欲求というのはどうしてこうも抑えがたいのか。

　もし簡単にそれを抑制できるような人間だったなら、多分普通の学校に通っている……なんていうのは、さすがに他の高専生たちに失礼過ぎるか。

　そうだ、もしかしたら他にもこんな部屋はあるかもしれないけれど、きっとみんな我慢してしっかり掃除をやっているはず──。




「幹人幹人幹人これ見ろこれえええええええ！　すげえぞお前これすげえんだお前これえええええええええ！　掃除なんかやってる場合じゃねええええええええ！」




「あんたそれでも成人かああああああッ！」

　扉を勢い良く開けて飛び込んできた影に思わず怒鳴り返してしまう。

　だって、こんなのあんまりだ。

「何言ってんだ、忘れたのか？　成人式はまだだがお前、皆で盛大に二は十た歳ちの誕生日祝ってくれたじゃねえか」

　へへ……と少し照れくさそうに言う照治の手には扁へん平ぺいなシルエットの、おそらくこの部屋に転がっているものと同じような謎アイテムがある。

　こちらが葛かつ藤とうしながらも耐えていたというに、どうやらこの兄的存在は全力で誘惑に飛び込んだらしい。

「そんな事を言ってんじゃないよ！　なにやってんのさ！　それこの家にあったもんでしょどうせ！」

「そうだ！　俺が担当になった部屋にたくさん……うお！　なんだよこの部屋もすげえじゃねえか！」

「すげえけど！　我慢してたの！　他人の家だから！　厄介になってる身だから！　常識として！」

「人としてはお前が正しい！　が、高専生としてはどうかな!?」

「うるさいよ！」

　びしっとキメた照治の表情は、なまじ顔立ちが整っているだけに余計苛いら立だちを誘う。

「ちゃんとしてる高専生に失礼だよ照兄……」

「……ちゃんとしてる、高専生？」

「いるよ！　何割かはちゃんとしてる！」

　首を傾かしげる照治に返す言葉は一応真実のはずだ。高専にだってまともな人間はいるのである。

「まあまあまあまあ、いいからちょっと見てみろよお前、すげえんだぞほんとこれ」

　幹人の肩に腕を回しながら照治はそんな風に言って、手に持った扁平な物体に設しつらえられたスイッチらしき部分を押し込んだ。

　何だと言うんだ、一体。

　そんな風に、何が起こるのかとりあえず待った幹人の前、扁平な謎アイテムの上面からポワーンとオレンジ色に輝く球体が湧き出てきた。

「……は？」

　そう、それは湧き出てきたという表現しかしようがなく、そしてその球体はゆっくりと上昇、顔の高さ辺りで停まって浮遊状態に移行した。

「……え？　いやいやいや」

　目が点になるというのは、きっとこういう事を言うのだろう。

　なんだ、これ。

「なあ幹人、しかもこれさ、この謎の球体、触れるんだぜ？」

「は？」

　言われ、恐る恐る手をそれに伸ばしてみると、指先に感触。少しあたたかく、どこか触れた指がピリピリとするが、確かに硬質な手応え。固まった粘土や石せつ膏こうのような、少しの柔らかさを持つ硬さだ。ツン、と少し押してみれば、ちょっとした重さも感じる。

「いや、……いやいや」

「で、スイッチを切ると消える」

「いやいやいや……」

　全体的に、まったく意味がわからない。

　なんだこれ、なんなんだ。何もないところから出現する謎の光る球体。不思議な触感、感じる質量。そして噓うそのようなあっさりとした消失。

　なんだ、これは。

「……そ」

「そ？」

「…………掃除なんかしてる場合じゃねえええええええええええええええッ!!」

「だろーおッ！」

　結局同じように叫んだ幹人に、照治はご満悦の笑顔だ。

「ヤバイだろヤバイだろ!?　なにせ、出現するのがなんなのかまるでわからんの謎の物体……いや物体かどうかすらわからん何かってのがヤバイ！」

「ヤバイ！　てか照兄これアレじゃん！　これってアニメとかでよく見るアレじゃん！　謎の光球スフイア！　魔法少女もよく撃つやつ！」

　空間に突然現れては敵に放たれる、謎の光球。

　現代アニメでは日曜朝から深夜まで大活躍の定番な攻撃方法だが、今見たものはそれになんだかよく似ていると言える気がする。

　そんなものを生成するアイテムを前に興奮するなという方が無理だ。

「ば、分バ解ラしちゃ駄目かな!?　それ、分解しちゃ！　駄目だよねさすがに駄目か！」

「落ち着け幹人！　まだ他にもこういうやつがあるかどうか確認しようぜ！」

「そうだね！　照兄がいた部屋はどうだったの!?」

「これを見つけてテンション上がったままここに来ちまったからわからん！」

　興奮で音量が上がったまま叫ぶように会話しつつ、部屋にある姿形様々なシルエットに手を伸ばし、動作を確認していく。

「……あー！　これ！　同じようなやつ！　しかも光球の色が違う！　あっ、さっきより硬いかも！」

「こっちもあった！　おーああ！　これちょっとダイアル回して操作できるぞッ!?」

「すげえ、すげえよ照兄！　これはえらいこっちゃだよ！　なんでいきなり現れる!?　なんで消える!?」

「何で構成されてる!?　何を目的にしたもので、つかそもそもどっから来てんだよあの質量！　なあんなんだこれッ！」

　脳みそ内でアドレナリンやらドーパミンやらがドバドバ放出されているのがはっきりとわかる、そんな興奮状態で。

　だからこそ、まったく気が付かなかった。

「あの、何をしてるんですか？」

「え？　……あ」

　声のした方に振り向けば、そこにいつの間にか居たのは桜髪の佳人。

　ザザ・ビラレッリである。

「ずいぶん大きな声を出していたようなので何事かと思ったんですが」

「……ええと」「その、だな」

　照治と顔を見合わせ、そして冷静に周りを見渡してみれば、そこには謎アイテムでごちゃごちゃになった室内の様子がある。明らかに掃除を始める前よりもひどい有様だ。

「……エ、乱雑さエントロピーは、増大するものでな？　だから仕方ないんだ」

「はあ？」

「照兄！　その理系ジョークは絶対通じない！　本来的な用法でもないし！　……これはですね、その……いや」

　照治に代わって何かを言おうと思ったが、当然、理のある言い訳など出てこない。

「「……申し訳ありません」」

「いえ、別に謝れと言っているわけではなくて。何ですか、そのポーズ」

　揃って土下座を披ひ露ろうしつつ謝意を伝えてみたがあっさりとザザはそう言った。

「最終的に綺き麗れいにしてくれればいいですから。それより、何を騒いでたんですか？　珍しいものでも？」

「心が広い……。で、えと、珍しいものっていうか、……この部屋にあるのって」

「魔道具ですか？　……あなたたちの故郷はこれもないんですか？」

　魔道具、彼女は謎アイテムをそう呼んだ。ファンタジー感の強いワードである。

「ない。ただ、これらと同じように構造があって機能を果たすモノっていうのがあって、俺たちはそういうのが大好きなんだ。だからちょっと、大興奮しちゃった」

「……こういうのが、好き。そうですか」

　ザザは少し、その端整な顔をしかめた。

「……えと、ほら、兎うさぎと戦ってたときに俺たち、槍やりを使ってたろ？　あれもさ、南の森の中で拾った謎アイテム……魔道具？　を改造して作ったんだ」

「改造？　変な事をしますね。……というか、拾ったって言いました、今」

「え？　うん。なんか荷車が倒れててさ、そん中にいっぱい入ってたんだ」

「……そうですか」

　少し考えるようにザザは口元に手を当てて言った。

「それ、もしかしなくても、うちに魔道具を売りに来た商人の荷物ですね」

「え!?　そうなの!?」

「ええ。よくあるんです、商人が街に来る途中で魔物に襲われて引き返したり死んだりって」

　さらりとザザは言うが、なんとも恐ろしい話だった。

「……ていうか、じゃああの荷物、ザザに渡した方がいい？」

「私はお金を払ってませんし、あなたたちが拾ったものでしょう？　であれば、そちらのものです」

　拾得物に関しては、拾得者のものという事らしい。正直、今更返せと言われても勝手に分解して弄ってしまっているものも多いので、一安心である。

「なあ、そもそもなんでこんなに魔道具を集めてるんだ？」

「知りませんよ、そんな事」

　照治の問いに少し硬い声で返すザザ。負の感情が垣かい間ま見みえるそれに、ピンと来た。

「って事は、これ、ザザじゃなくてお父さんが？　あ、散財ってじゃあ」

「ええ。馬鹿みたいに買い漁あさって。普通の家庭にも一つくらいあっておかしくないものとは言え、それほど安くはありません。なのになりふり構わずで……商人たちのいいカモです。お金なんて、なくなるに決まってる」

　聞くだになかなか大変な父親である。どう言ったものかわからず、苦笑するしかない。

「……本当に、馬鹿」

　ザザの口調は冷えていて、どうやら難儀な父娘おやこ関係のようだ。

（……お母さんの事とかは、聞かない方がいいか）

　わからないが、この分では話にすら出てこないそちらに至っては巨大な地雷の可能性もある。

「もったいない事だ、俺たちなら全身全霊で有効活用するのに。それはもうしゃぶるようにな！　宝の山だぜ……」

　ギラギラした眼で謎アイテム改め、魔道具を見つめて照治が言って。

「いいですよ、別に。好きに弄って下さい」

「……や、待ってくれ、ザザ。……さすがにできないよ、お父さんのものなんだろ？　俺たちが弄るって分解するわ改造するわ部品取りにするわの容よう赦しやなさだよ？」

「それが何かいけませんか？　どうせここでこうして埃被ってるだけです。というか、どうぞやってしまってください、こんなもの。なんならバラバラに」

　一応躊躇ためらった幹人に、ザザは魔道具たちを睨にらんで言った。

「せめて誰かが有効活用してくれた方が、うちも没落貴族になった甲か斐いがあるってものでしょう」

「あの、ザザ、ほんとにさ、いやほんとに、まともな神経してる人間だったらそんな事を言われてもなんだかんだ、最後まで遠慮したりするもんだと思うんだけどさ……」

「悪いが、俺たちはこういうとき言葉通りに捉とらえるタイプだぞ！」

　胸を張る事ではないと思うが、照治の言った通りだ。特に好奇心を抱くと、読むべき行間を平気で読まない事ができる類たぐいの人間なのである。

「いいって言ってるじゃないですか。どうぞお好きに」

　どうやら本当にいいらしい。いや、彼女の父親からするといいはずがないだろうが。

「……幹人、いいよな？　だっていいって言ってるもんな？」

「うーん………………………………いっかぁ！」

　ビシッとサムズアップ。

　いいと言っているのだからいいのだろう、という事にしてしまおう。

「どうぞ。私にはなにが楽しいのかさっぱりわかりませんが」

「ザザ、ちなみにこの魔道具について何か知ってたりしない？　作り方とか」

「この辺りで作られているものじゃないというのは知ってます。というか、どうやって作っているのか誰も知らないというのも知っています」

「え？」

　怪訝な顔で聞き返した幹人に、ザザは続ける。

「なんでも、どこかの国の飛び抜けた天才が一人で作って流通させたって話です。ですから、その人以外作り方を知りませんし、仕組みについても何が何だか全然。当人に聞こうにもその人自体、今どこに居るのかわからないらしく」

「はー……なんだそれ。そんな事が現実にあるのか……？」

　普通、技術というのは一人で積み上げるものではなく、様々な分野の様々な人間の功績が積み重なって出来上がるものだ。よって、いかな天才と言えど、自分以外の誰もが皆目見当もつかないものを作り上げるというのはなかなか、普通だったらありえない話である。

「まあ、どこの誰が作ってどういう風に動いてるだとかそんな事、知らなくとも道具は使えます。使い方と使い道さえわかっていれば十分だっていうのが大抵の人間の考えでしょう」

「えー、そんなもんなんかなあ……ううーん、そっかあ…………そうかあ」

　地球にしたって例えば、技術的な仕組みなんて知らなくとも携帯電話は使えるし、使えればそれでいいという人間が大多数ではあるだろう。それと同じような事だろうか。

「そんなものでは？　便利は便利ですよ、私もいくつかよく使うものはあります。勝手に魔法を実行してくれるので、自分で魔法を使うのと違って疲れませんから」

「……そもそもさ、魔法って」

「魔法の話をしていますか！　もしかして魔法の話を！」

　響いた声にドアの方を見やれば、そこには顔の半分だけを壁の縁ふちから出しながらこちらを覗のぞき込む咲の姿があった。

　いつの間に来たのだろうか。ザザと連続になるが、まったく気が付かなかった。

「魔法の話！　魔法の話を！　しているんですか！」

　繰り返す咲の瞳はキラキラと輝いて、なんだかとても眩まぶしい。

「見ろよ幹人、あのピュアな瞳を」

「俺たちの濁ったそれとは違うね」

　綺麗なものを見るたびに自分の汚けがれを自覚してしまうのは、大人になりつつある証拠なのだろうか。

「ザザさんは！　もしかして！　魔法が使える人なんですか!?」

「もしかして、って、それは冒険者だし、もちろん使えるよ。……まさかあなたたち、魔法も知らないとか……？」

「実際にあるってゆーのは知りませんでした！　……魔法使い！　本物の……！」

「う……」

　いっそう輝きを増した咲の視線に、ザザが一歩後ろへ下がった。

　なおも咲は星をちりばめたような瞳で彼女を見つめ続け、結局折れたのはザザの方だった。

「……掃除が一段落したら庭に来て。教えてあげるから」

「……っ！　うわあああああありがとうございますっ！　魔法！　やったあああ！」

　満面の笑みを弾けさせる咲に、髪先を弄りながら「教えるなんて、性に合わないんだけど」とザザはぼやいた。

「……ザザ、もしかして猫とか飼ってない？」

「なんですか、いきなり。……飼ってますけど、今は外で遊んでると思いますよ」

「その猫さ、弱ってるのを見かけて見捨てられなくて飼っちゃったとかじゃない？　なんならそう、雨の日とかに」

「……え、…………え、なんでわかったんですか？」

　言い当てられた事に驚きよう愕がくの表情を見せるザザだが、驚いたのはこちらも同じである。どうしてそんな冷たく見えて根は優しい女の子像を完璧にトレースしているのだろうか。

　ザザ・ビラレッリ、彼女のキャラクターがいよいよ摑めてきたなと思う幹人だった。





　　　　◇◆◇






「鼻息荒いですね……」

「もったいぶらないで！　どうかお願いしますザザ様！」「お願いします！　待ちきれないんですザザ様！」「卑いやしい俺たちにお慈じ悲ひをザザ様！」

　気持ちの悪いねばついた熱気を放つのは、もちろんまともな人間たちではない。

　変人含有率を較くらべるのであれば他のどんな教育機関にも負けないであろう場所に嬉き々きとして足を踏み入れし者、そう、高専生である。

「お願いします！　プリーズ！　ザザ様！　ティーチミー！」

　もちろん、ボルテージが上がっているのは幹人も例外ではない。

「様はやめて下さい。あとそのテンション、なんとかなりませんか」

「なんともならないかな！」

「……そうですか」

　彼女の美しい翡ひ翠すいの瞳が、残念なものを見る色を帯びた気がするのはおそらく気のせいではないだろう。幹人たち総勢十二人を前にして、ザザは小さくため息を吐ついた。

　ここは彼女の屋敷、その広い庭である。どれくらい広いかと言えば、サッカーグラウンド五面分くらいは優にある。上品に整えられた緑が格式を感じさせる、美しい庭園だ。

　これで没落したというのだから、元がいかほどの格だったかは推して知るべしというところだろう。

「それでは、とりあえず見ていて下さい──これが火属性魔法です」

　彼女の立てた人さし指の先へ、ぱっと炎が灯ともる。ライターや何かのありそうにない、完全に素手の真上である。

　世界よ、これが異世界だ。そう言わんばかりのわかりやすい超常現象だった。

「「「お、おおおおおおおおおおおおおお！」」」

「それを、こう」

　地響きのような歓声をあげるこちらに動じる事なくザザは淡々と、指先の炎の規模を一気に大きくした。もはやバレーボールも飲み込めそうな規模である。

「そして……あそこ目掛けて、こう」

　さらにその炎は彼女の指を置き去りに、それが指し示す方向へひとりでに飛んでいった。それこそバレーのスパイクのような高速で進み、太い幹を持つ木に激突して消える。

「んほおおおしゅごおおおおい！　異世界しゅごいのおおおおおおお！」「常識おかしくなっちゃうよおおおおおお！」「アタマがフットーしそうだよおおおおお！」

　気持ちの悪い騒ぎ方をする気色の悪い一行の中、「すごいすごいすっごい！」と大きな瞳を輝かせる咲の姿は、完全に清涼剤であった。

「ザザ！　それ、自分の意思で飛ばす方向とか制御してんの!?」

「ええ、ものを投げる時と同じように。だいたいあの辺へ向けて投げる、みたいな感じです。上手い人間下手な人間、色々いますけど」

　幹人の問いにザザは頷いてそう答えた。彼女がどちらなのかはわからない。

「どうなってんの!?　それ、そもそもどうなってんの!?」

「これは、…………………………どう、と言われても」

　部員の一人が上げた声に、どうなってるんだっけと今度は眉まゆ根ねに皺しわを寄せるザザ。

「……イメージでしょうか。イメージ、火を起こすというイメージが現実になっているんです」

「いやいや、そういうのはいいから、もっと原理的な奴を頼む！」

　割りと失礼な言葉を投げたのはやはりと言うべきか、照治である。それに気を悪くした風もなくザザは平然と答える。

「そう言われても、どこかの偉い人がそう言ってたらしいですからそうなんでしょう」

　ああ……と、部員一同、揃ってなんとも言えない顔をしてしまう。科学にしたって悲しいかな、権威主義とは無縁でいられないものだが、異世界でも同じような言葉を聞くとは。

「幹人ぉ！　燃焼の三要素とはなんだ!?」

「可か燃ねん物ぶつ、支し燃ねん物ぶつ、点てん火か源げん！」

「そうだその通り！　……さて、支燃物はいいだろ、周りに酸素あんだから。問題は残り二つだ」

　幹人に質問を投げた照治は、顎あごに手を当てて続ける。

「点火源は、……静電気、とか……いや、熱エネルギーを発生させる魔道具があったからな、高温状態が何かしらによって作られていると見るべきか？　だからそこを魔法で何とかしている？」

「……お兄ちゃん、お兄ちゃん、なんの話？」

「ものが燃えるっていう事がどういう事なのかって話。ものが燃えるためには、燃えるものと、燃える事を助けるものと、燃えるきっかけ、この三つがなきゃいけないんだ。それが可燃物、支燃物、点火源」

　木をこすって火を点け燃やす事を例とすると、こする事により発生する摩ま擦さつ熱ねつが点火源、燃える事を助ける空気中の酸素が支燃物、燃える物体である木が可燃物だ。

　ではザザの起こした炎はというと、その内、点火源と可燃物が不明なのだ。

「一番わかんねえのは可燃物だな、炎の中には何もないように見えた……だとすると」

「ガスじゃない？　可燃性のガス、ブタンとかプロパン」

　照治に言ったのは化学科三年のギャルファッション女子学生。異世界に来てもなお手持ちの品でメイクをキープしている彼女の名は塚つか崎ざきという。

「塚崎さん、でもザザの炎って拡散しないでまとまったまま吹っ飛んでいったけど、いやいや、意思に応じるっていう点から意味不明なんだけどそれは置いといて、そういうガスってあるの？」

「うーん、あんな球体みたいにまとまって移動するものは……ああ、だからつまり、意思に応じるっていうのがキモなんじゃない？　意思で操作できるから、拡散させずにまとめておくことができる、みたいな」

　幹人の問いに答えた彼女の言葉に、一同はなるほどとそれなりの納得を示す。代表として、やはり照治がまとめた。

「つまり、火属性魔法というのは、意思で操作可能な性質を有した可燃ガスの生成、およびそれへの点火と操作か？　これがもし正しければ火属性とはいうものの結局、物質生成とその操作魔法な気もするな……で、どうだザザ！　合ってるか!?」

「何を言っているのか全然わかりません」

「照兄、通じないよ……！　そういうんじゃ通じないんだって……！　理系の人の言うことってわかりづらいの！」

　呆れたような咲の言い様は、それなりに胸に刺さる。似たような事を言われた経験は、誰しもあるのだ。

「ザザ、じゃあ、ザザがその火属性魔法を出すとき、どういったシーケンス……あー、イメージでやってんのか教えてくれない？」

「何と言うか、ボワッと燃える感じのもわもわしたものをニュ～ッと出して、そこにカッときっかけを与えるみたいな感じで」

「あれ!?　これ合ってるんじゃねえ!?」

　あちらの語る事から何か摑めないかと問うた幹人に、ザザからはなんとこちらの仮説と合致を見せていると思えなくもない話が返ってきた。照治を筆ひつ頭とうに、部員たちから歓声が上がる。

「と言うか、やってみればわかりやすいでしょう。ミキヒトさん、こちらへ」

「俺？　わかった」

　彼女のもとへと歩み寄ると、ぎゅっと両手を摑まれた。あんな巨大な棒を振るうからだろう硬さもある彼女の手は、しかしほっそりした女性のそれで、少し冷たく心地のよい温度だった。

「……本当にない。それじゃあ、経パ路スを通します」

「なに？　経路？　……うおっ、なんだ？」

　はじめに感じたのは、彼女の手を伝わってこちらに何かが入ってくるという感覚だった。それは幹人の身体を抜けて、地面へ降りていく。

「……え、おわ、おわわわわわ!?」

　それからは、激変と言ってもよかった。

「なんだこりゃ!!」

　足裏の下に、すさまじいものがある。なんとも力強く、エネルギーに満ちた何かが。

　これは、もしかすると。

「感じます？　星の力」

「……星、やっぱり、これ。……なんか、うん、すさまじいのが下に」

「あるでしょう。魔法というのは、星から魔力を引き出して様々な現象を起こす事を言います。……あ、さっきはこれを言えばよかったんでしょうか？　でもイメージも大事だし……」

「……星から引き出す。じゃあ自分の中にある何かを絞り出すわけじゃない？」

「ええ。人間の中にそんなものはないでしょう」

　彼女はあっさりそう言って、それはそうなのかもしれないと納得がいく。

「でも、て事は引き出せれば引き出せるだけ使えちゃうってこと？　星の力がべらぼうに大きかったら、ほぼ無制限っていうか」

「まさか。引き出すと疲れます、やり過ぎると気絶します。個人差はかなり大きいですが、無限にできるような人はいないでしょう」

「なるほど……星の力は枯こ渇かつしないの？」

「そんな話は聞いたことも」

　相当に大きい、もしくはなんらかの形で放たれた魔法のエネルギーが星の中へと戻っている、どちらかだろうか。

「……ちょっといいか？　魔道具についてだ。あれも同じように星から力を引き出しているのか？」

　手を挙げて問うたのは照治だ。幹人も気になっていたところである。

「わかりませんが、おそらく。魔法が起こってるんだからそれしかないでしょう。こっちが魔力を引き出して魔法を発動させるわけではなく、道具側がやってくれるので疲れませんが」

「では、魔道具の方が自分で魔法を使うよりも良いんじゃないのか？」

「いえ、魔道具も無理をさせ続ければ壊れます。その上、自分で色々と調整できる魔法と違い、動きが決まっていて融通が利きませんし、なにより出せる力があまり大きくありません」

　たしかに、今まで見てきた魔道具は小規模な現象を起こすものばかりだったように思う。少なくとも、先ほどザザがやったような大きな炎を出せるものなどはなかった。

　だからこそ幹人たちは刃やいばを熱するという地味な仕掛けで戦う事を選択せざるを得なかったのだ。

「基本的に、戦いなんかで使うんなら断然、自分の魔法ですね。威力がまるで違います。逆に、日常生活で便利に使われるのは魔道具の方だったりします。人間の魔法は結構大雑把ですが、その点、動作が決まっていて融通が利かない魔道具は、だからこそいつも精確に動いてくれますから。無理をさせなければ勝手にずっと動き続けてくれますし」

　力は強いが大雑把な人間の魔法と、最高出力では劣るが精確に、かつ自動で動く魔道具。

　一長一短だ。

「なるほどねー、棲すみ分けがされてるわけだ」

「そうですね。……話を戻します、魔法は自分と星の間に魔力の通り道がないと使えません。だから皆、子供の内から親の手で経路を通してもらいます」

　では最初の一人はどうだったのだろうと思ったが、また話の腰を折らないように聞かないでおく。

「その歳で経路が通ってなかったというのは、本当に魔法のないところから来たんですね。どこにそんな国が……まあいいです、では続けて実際に魔法を出してみましょう」

「お願い！」

「はい。私の手から伝わる感覚に集中していて下さい」

　そう言ってザザはこちらの両手から右手だけを放し、自らの前に手のひらを上にして掲げる。

（……地面、いや、星からか。なんか流れてきてるな）

　感覚としか言いようがないが、足裏の下にうごめくエネルギーが彼女の身体に入っていくのがわかる。それは掲げられた右手まで登り、そこから形を、性質を、存在を変えた。

　出来上がったのは、燃え上がる姿の想像される、もやのようななにか。

「それで、これを、こう」

「ああー……なるほど～！」

　色であれば赤のような、そんな衝撃がもやに当てられ、そして炎が生まれた。

　ボワッと燃える感じのもわもわしたものをニュ～ッと出して、そこにカッときっかけを与えるみたいな感じ……なるほどその通りであった。そして細かい検証は必要だろうが、自分たちの仮説もきっと、真実とそう遠くはなさそうな感もある。

「やってみて下さい、今の感覚を覚えてるうちに。コツは魔法の結果、この場合であれば作り出す炎を鮮明にイメージする事です」

「おっけ！　なんかできそうな気がする！」

　ザザから手を放し、右手を彼女のように構え、そして足裏から星の力を引き出していく。吸い上げる感覚でやってみれば、どうやら上手くできているようだ。

　右手までもってきたそれを、最前のザザのやりようをトレースするようにしてもやのような何かへと変換する。

　そして最後に、アドバイスに従って作り出す炎をできる限り鮮明に思い浮かべながら、そこへ赤い衝撃を与えるように念じてやれば。

「おおおおおおおおッ！」「うわああ！　お兄ちゃんすごーいすごーいっ！」「すげええぞアメちゃんッ！」「魔法使いだ！　三十歳になってないのに！」

　息を潜めてこちらの様子を観察していたギャラリーが爆発する。幹人も、空いた左手でガッツポーズである。

　幹人の右手の上には、赤々とした火炎があった。

「うっひょおおおおおおお！　やったあああ！　ザザありがとおおおおお！」

「いえ。……ミキヒトさん、素質が良さそうですね」

「え、そうなの？」

　思いがけない言葉に問い返したこちらへ、ザザははっきり頷いた。

「はい。今の炎はなんの調整もかけずに出しているでしょう。そういう状態での大きさや勢いには、魔法を使うものとしての才覚が出ます。ミキヒトさんのものは、普通の三倍はあります」

「まじか……！」

　幹人の生み出すそれなりに猛たけ々だけしい炎は、背の丈一メートルほど。中々、上々な結果らしい。

「ザザが自然にやるとどうなの？」

「私ですか？　こんな感じですね」

「うえっ!?」

　ボッ、と重い音。ザザが生み出した炎は、なんと三メートルはあろう代物だった。常人の三倍と言われたこちらの三倍、尋常な大きさではない。

「めっちゃすげえんだな、ザザ……」

「一応、冒険者としてはそれなりですので」

「ひゃー、凄すさまじい人に保護してもらったもんだ……あれ、いや」

　森で助けてもらった時の事を思い出し、違和感に気付く。

「でもさ、ザザってあの棒で近距離戦やるタイプじゃないの？」

「そうですが、それが？」

「魔法がそれだけ才能あるのに？」

「え？　だから……あー、もしかして、私が素すであんな怪力だなんて思ってますか？」

　違うのか。よく考えなくてもそれは違うのかもしれないが、異世界だからなんとなく、そんな事もあるかもしれないと思っていた。

　先入観に囚とらわれた、よくない思考である。

「魔法で身体の力を強くしています。身体強化魔法です。それが得意な人間や武器術に長けた人間が武器主体タイプ、魔法を遠距離から飛ばして当てる事が上手い人間が魔法主体タイプです」

「なっるほどお、……いやーいやいやいやいや」

　納得しそうになって、途中で引っかかりを覚えた。

「魔法で身体の力を強くする？　身体強化魔法ってそういやあフィクションにもよくあるけど、……これ、どうなってんだろ」

　照治の方を向いてみると、彼も口元に手を当てて考え込んでいた。

「……そうだな。そもそも、身体の力、ってなんだ？」

「筋肉、その収縮力だろう」

　照治のつぶやきに答えたのはこの場でもっとも筋肉搭とう載さい量の多いだろう巨漢、鉢はち形がただ。

「筋肉が縮む、引っ張る。その力が身体の動作の大元だ。ゆえに身体の力とはその中の筋肉が持つ縮む力とイコールだ。そして通常、筋肉の収縮力の増大は筋肥大という筋肉を構成する筋繊維が太くなる事で起こる」

　鉢形は相変わらずの渋い声で、静かに続ける。

「……ここからは俺の予想だ、根拠はない。身体強化とは、擬似的な筋繊維の生成魔法ではないかと思う。魔法で作られた擬似筋繊維が既にある筋繊維にまとわって太くする、もしくは独立して筋繊維の役割を果たし筋繊維自体の数を増やす。そういった形で筋肥大を起こし、筋肉の収縮力を上昇させている」

「それで身体の動きが強力になる、と。なるほど、擬似筋繊維か……」

　鉢形の仮説に照治がそう興味深そうな声を上げ、他のメンバーたちもそれぞれ、そんな感じかもなあといった表情を浮かべる。

「いや、わからんがな、俺の思いつきであって空論だ」

「あ、あの、で、でしたら……」

　そこでおずおずと手を挙げたのは、相変わらず前髪で瞳を隠したみぃちゃん先輩こと魅み依いだ。

「ザ、ザザさん、少し、お、お聞きしたい事が」

「なんですか？　私はさっきからのあなたたちの話、さっぱり理解していませんが」

「え、ええと、ああいう話ではなくて。その、身体強化魔法を、発動した状態で、殴られたり、斬きられたりする、と、発動していな、い、状態と比べて、ダメージが減ったりは、しますか？」

「ええ、減ります。身体が頑丈になります」

　答えたザザに「ありがとう、ございます」と礼を言った魅依の顔にはなにかしらの納得の表情があった。すぐにその意味を照治が尋ねる。

「三みつ峯みね、今のはなんだ？　何を確認した？」

「ザザさんの、答えは、身体強化魔法が、擬似筋繊維生成である事へ、多少の裏付けになる、かと。魔力でできた、何かをまとって、筋繊維が太くなる、または、魔力でできた筋繊維が追加されれば、それが鎧よろいや、緩かん衝しよう材ざいのように、作用して、身体は頑丈になるでしょう、から」

　なるほど、それは確かにその通りだろう。一同揃ってうんうんと頷く。

「それと、もう一つ、身体強化魔法が、運動エネルギーの、付与魔法ではない事、の、証明にも」

「……あーそうか！　運動エネルギー付与！　その魔道具あんだもんね！　て事はそういう魔法もある！　そっかそっかその可能性もあった！」

　その考えに至らなかった事が恥ずかしく、幹人は思わず声を上げる。

　たしかに、自分の身体に運動エネルギーを付与する事でも身体の動きを強力にする・加速するというのは実現できる。そして実際、この世界には運動エネルギーを生み出す魔法がある事は一番最初に見つけた魔道具、引き寄せ器が証明している。

「その可能性はある、あったけど、でも！」

「う、うん。だけど、身体が頑丈にもなるのなら、そっちの説はないとしていい、かな」

「……～～っ！　みぃちゃん先輩かっけえな！　スマートだよ！」

　一つの質問で二つも重要な確認を取ってみせた。実に鮮やかである。

　思わず幹人が拍手をすると他のメンバーも続いて、パチパチパチという乾いた音でなんとなく場が埋まる。

「え、ええと、あ、いえ、その、す、すみません、べらべらと、あの」

　拍手を受けて魅依はおどおどと縮こまる。注目を集める事に慣れていないのだ。

「何だか知りませんが何かがわかったんですね？　それがわかるとどうなるんですか、良い事が？」

　問うてきたザザに、幹人はもちろん首を横に振る。

「いや、ただ『しっかりした説が立って、その確認もできてすっきりしたな～』ってだけで、特には」

「……あれだけ熱を入れて喋しやべっておいてそれってどういう……サキ、あなたのお兄さんたち、本当に、なんなの？」

「私はもう慣れました」

　悟ったような顔で静かに言う妹には申し訳なく思う。彼女がその境地に達してしまったのは、間違いなく自分のせいだという自覚がある幹人である。

「……で、どうします？　ミキヒトさん以外の人たちも経路、通しますか？」

　その問いに、首を横に振る者などいなかった。

「よろしくお願いしまあああすッ！」……次から次へと彼女のもとへ押し寄せ、魔法使いとして目覚めていく。そこかしこで上がる炎の大きさはまちまちだ。

「異世界から来たから特典がついて皆そろって常人の三倍です！　っていう美お味いしい話はないようだな……単に幹人だけかあ」

　そうぼやく照治の炎は、幹人の半分、よりも少し大きいくらいか。皆の様子を確認するかぎり、最初の炎が幹人よりも大きかった者はいないようだった。

「お、みぃちゃん先輩のは綺麗だね」

「そ、そうかな。ありがとう……。……なんか、すごいね。本当に、炎がこうやって」

　魅依は自らの手のひらの上で燃える炎をじいっと見つめている。なかなか絵になる姿だが、綺麗だと見とれているのではなく、おそらく原理がどうとか制御が何とか、そういう事を考えていると思われる。

「これで最後ですか？」

　建築科五年の女子学生が目覚めを終え、火を起こしたところでザザが言う。確かに見渡してみて、まだやっていない者は──。

「はい！　私まだです！」

「ああ、サキ。そうだった、ごめんね。元はあなたが始めた話だったのに。うん、じゃあこっちに」

「はい！　お願いします！」

　妹は、どうやら行儀良く最後まで我慢していたらしい。魔法と聞いてあんなに目を輝かせていたくせに、なんとも殊しゆ勝しような事である。

「お兄さんがなかなかだったから、あなたにも期待が持てる。それじゃあいくね」

「はい！　……うわあ！　本当になんか通ってきた！　わっ、足の下すごい！」

　後で褒めようと決めるそれなりに兄バカな幹人の前、咲は順調に目覚め始め、

「……ん？」

　手を繋いだザザが、その眉間に皺を寄せた。傍はたで見ていて不安になる反応である。

「……あの、ザザ。咲になにか？　……あんまり強くなさそう、とか？」

　そうだったなら、自分と素質を交換というのは……無理な話だろう。幹人としてはできるものならそうしてやりたい気持ちではあるのだが。

「……いえ、ではなく。……サキ、ちょっと待って」

「はい？」

　前方へ手のひらを上にして左腕を伸ばす咲に、ザザは待ったを掛けた。

「前じゃなくて、頭の上に手を挙げて。目一杯伸ばして、そう」

　素直に指示に従った咲に頷くザザは、なんだか神妙な顔をしている。なんだというのだろうか。

「それじゃあいきます！」

　元気に宣言した咲はそのまま「むむむむ……」と念じ、




「えいっ」




「……は？」

　あっけにとられた声を漏らしたのは果たして誰だったろうか。誰しもがと、そう言ってもいい気さえする。

　爆発だと思った。それは、それほどまでに巨大な図体をしていたのだ。煌こう々こうと放たれるひどく強い光は、まるで太陽が落ちてきたかのよう。

「え、……え!?　なに!?　なにこれ!?」
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　驚きに叫ぶ妹の頭上、天を突くその背丈、おそらく、優に十メートル。

　冗談みたいな轟ごう炎えんが、小さな妹の左手から生まれ出ていた。

「うああああああ怖いよおおおおおおおッ!!　お兄ちゃあああああああんッ!!」

「咲、落ち着け！　ザザ、どうすれば!?」

「っこ、の、レベル……は、」

「ザザ！　頼むよ！」

　構えを前から上に変えさせたという事はある程度予想はついていたのだろうが、それでもあまりの規模にか、ザザは口を開いて呆ぼう然ぜんとしている。彼女の肩をガックンガックンと揺すって、意識を現実に引き戻す。

「……っ、すみません。経路が太いなとは思いましたがまさかここまでとは。サキ！　落ち着いて！　星から力を引き出す事を止めればすぐに炎はなくなる！」

「え、ええと、ええと、な、なくなんないですうう！」

　咲はどうやら軽いパニック状態で、残念ながら冷静な対処はできなさそうだった。混乱した彼女に照治が大声を張り上げる。

「気を逸らせ！　魔法から気を逸らせ！　あれだ、惚ほれてる男の事でも考えろ！」

「え、ええ、ええっと、ええっと、……お兄ちゃん！」

「おいおい照れるぜ、って言ってる場合じゃ……あ、消えた！」

　照治のアドバイスが功を奏したらしい、なんとか無事に妹の手から化け物のような炎が消え去る。なんとなく息苦しい気がするのはこちらも慌てふためいたゆえか、それとも先程の炎に周囲の酸素が食われたか。

「咲、大丈夫か!?」

「お兄ちゃあああああん……死ぬかと思ったよおお……髪の毛こげてない？」

「こげてないこげてない……いやあ、無事で良かった……」

　駆け寄って妹の無事を確認、可か愛わいらしいサイドテールも健在である。

「ミキヒトさんもなかなかでしたが、サキは……、ちょっと、凄まじいですね。魔法の技量は素質だけでは決まりませんが、そんな常識を吹き飛ばすくらいの規模ですよ、あれは」

「常人の三倍の、俺の三倍の、ザザの三倍以上だもんね……」

　いまだ、眼にはあの炎の光が焼き付いている気がする。それくらい強烈だった。

「ともあれ、無事に済んで良かったです。制御はこれから覚えればいいでしょう。……他の魔法も折をみて教えますから、あんまり一度に教えるのもよくないので順々に」

　口調と表情こそ情の薄いような感じだが、言っている事自体は極めて面倒見が良い。彼女を良い人と判断した自分は間違っていなかったと、しみじみ思う。

「ザザ、そしたらさ、使ってみたい魔法があるんだけど！　俺が掃除した部屋にあった魔道具！　あれが発動してた魔法！　あの光る球体を出すヤツ！」

　あの浪ろ漫まんの塊かたまりのような魔法は、是非ともモノにしたい。それに、現実的な観点から言っても炎やらをぶつけるより、あの硬い光の球を射出して撃ち込んだ方が攻撃として汎はん用よう性せいが高そうだという事もある。

「ああ、あれですか。特に形は球体に限るわけではないんですが、……あれですか」

「……もしかしてあの魔法、難しいとか？」

　期待と裏腹に、ザザの反応は芳かんばしくなかった。彼女は渋い顔のまま人差し指を立てる。

　その姿勢で黙ったまま、ややあって、ようやくその爪の先にビー玉程度の大きさをした光の球体が現れた。

「それそれ！　あの魔道具から出てきたのと同じだ！　……あ」

「……ふー」

　しかし、光球は一秒二秒ですぐに空間へ解けて消え去ってしまう。ザザはやっぱりか、というように首を振った。

「これは魔法と言うか、一応魔法ではあるんですけど大昔のやり方で、今のスタイルではないんです。何をしているかと言えば、魔法の素もとである魔力そのものをそのまま外に出しています」

「はー、へえ、魔力そのもの……それがああやって質量を持つような振る舞いをする……ええ、うーん、興味深いな……まあそれは後でめちゃくちゃ考えるとして、でも、じゃあやってる事はシンプルだね。の割には、なんか難しそうだったけど」

　ザザはあの光球を出すのに随分と時間を掛けていたし、維持できていたのも短い時間だった。

「ええ、実際難しいんです。なぜかと言えば、先程もコツとして伝えた通り、魔法を発動させ、制御する時に大切なのはどれだけ鮮明に結果をイメージできるか、だからです。例えば火や風だったり、自分の身体を強くしたりというのは、日常の中で身近でもありますし、具体的ですから普通にイメージできますよね？」

「そうだね。……あ、でも」

「はい。魔力そのものというのは、日常の中にもなければ、人間の中に元からあるものでもありません。そして、ひどく漠然としてもいます。星の力として感じはしても、実物としてのイメージはなかなか固まりません。そして様々な事を起こす魔法の大元で、色々なものになれる前の状態だからこそ、」

「ええと、逆に言えば摑みどころがない？　だからイメージが上手くできなくて、そのまま扱うのが難しい？」

　言葉を継ぐように言った幹人に、ザザは頷いた。

「……んんー、なるほどね。なるほど、そうか、ああ、だから、魔力そのままじゃなくて、火とか風とかの形に変換するっていうのは、人間がイメージしやすいものにわざわざ変えてるって事か。そういうやり方が開発されていったんだ、魔力をより利用しやすくするために」

「その通りです。ですので、この……原初の魔法、または由来はよく知りませんが、星せい命めい魔法と呼ばれているこれは現在、あまり使われていません。少なくとも素早く確実に魔法を発動する必要のある戦闘中に使う人間は、ほとんどいませんね」

「そっかあ……残念だな」

　形も球体に限らないという話なので、汎用性はやはり高そうという事を考えるとなかなか惜しい気はする。

「使う人間は少なくても、魔道具にはたまにあるんですけどね。父はそれを狙って集めて……いえ、どうでもいいです。とにかく、普通に火属性や風属性、土属性などを練習する方をおすすめしますよ」

「ザザ、なあ、俺たちがそうして魔法をちょいちょい扱えるようになって、どれくらいでまともに戦えるようになる？」

「そう、ですね」

　照治に問われ、視線を上に向けて少し考え、やがてザザは答えた。

「二年くらいかと」

「……に、ねん？　……本気で言ってるのか？」

「それくらいはかかるでしょう。先程はリラックスした状態で、どこへ狙ねらって飛ばすでもない炎を出せたってだけです。そこから戦闘へ使うレベルへ引き上げるとなると長く地道な訓練が必要になります。他の魔法にしたって同じく」

　ましてや、あなたたちは戦闘の素人しろうとなんだからなおさらです。照治へそう結んだ彼女の言葉は実にごもっともで、だからこそ誰もが顔色を失う。

「ちなみに、私も流石さすがにそんなに長期であなたたちの身を預かってはあげられません」

「そうだよね……」

　項うな垂だれながら幹人はそう答えるしかなかった。いつまでも頼り続けるわけにはいかないのだ。

　だからこれはまっとうな、実に手厳しいただの現実である。

「あの！　私はどうでしょうか！　私ががんばってお兄ちゃんたちを養うというのは！」

「……あのね、ある意味では一番練習をしなければいけないのはあなた。火属性で言えば、他の人なら制御を失敗しても火傷やけどで済むけど、サキの場合は黒焦げなんだから」

「……う、うぅ……黒焦げ」

　健気な事を言ってくれた咲がしゅんと小さくなる。しかしザザの言っている事は正しいだろう。確かに、一番危ないのはこの娘こである。

「一番早くまともに戦えるようになるのは、順当に行けばミキヒトさんでしょう。サキほど突き抜けたレベルではない範囲、ちょうどいいくらいの塩あん梅ばいで素質がありますので……そうですね」

　少し考えて、ザザは言う。

「一年でしょうか、順調にいって」

　魔法を前に浮かれていたテンションが、急速に沈んでいった。
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「結構、人いるんだねー」

「人口はどのくらい、だろう、ね、この街」

　ガヤガヤと、周囲に満ちる喧けん騒そうはかなりの密度だ。お盆と大おお晦日みそかの有あり明あけ並みとは言わないが、ぼうっとしていれば簡単に人にぶつかるレベルだろう。

　魔法をザザから教わって、翌日である。今日は何人かのメンバーで街を散策に来ている。幹みき人ひとの隣を歩くのは魅み依いだ。

　彼女と会話をしながら歩く幹人の眼には、異世界の街並みが映る。建造物を作る煉れん瓦がの赤が青空の下で美しく映え、行き交う人々の多様な服装と髪色がそこに混こん沌とんさを加えている。

　ここは街の北西部から中央部へ伸びるように位置する、街人向けの商店街のような場所だ。

　商店街と言っても日本のそれとはずいぶん趣おもむきは異なり、煉瓦造りのものから骨組みとほろ布だけでできたような簡素なもの、路上に敷物一枚広げただけのものまで、店舗のスタイルは多種多様である。

「なにかヒント、見つかればいいんだけど」

「う、うん……」

　生活費を稼ぐ方法探し。街をブラつきに来たのはそのためである。

　十二人のメンバーのうち、一緒に来ているのは半数。あとの半数はザザの屋敷に残って掃除なり魔道具いじりなりに精を出している。

「あ、お兄ちゃん、焼き鳥みたいなのが売ってる！」

　魅依とは反対隣の咲さきが、そう言って指をさす。

「おお、ほんとだ」

　どうやらこの世界、少なくともこの街の人々の生活というのはささやかな魔法を主軸に回っているようだった。焼き鳥屋も、自分で炎を起こして焼いている。

　文化レベルとしては第一次産業革命を迎える前の欧おう州しゆうくらいだろうか。そこに、ものを動かしたり火を起こしたり、その他様々な場面で使える便利な力として魔法が根付いている形だ。

「あれは、ええっと、一本十五バイストです！」

「お、もう数字覚えたんだな、えらいえらい」

「んふふ、でしょー！」

　頭を撫なでると妹はご満悦の表情を浮かべた。

　この世界の文字について、取り急ぎ数字だけはザザに教えてもらってある。バイストはお金の単位だ。

「でも、あれだ、ね。この世界も、十進数、なんだね」

「その点は本当、幸運に感謝したいね。違ってたら混乱してたよ、絶対」

　進数とは、一つの桁けたに数字をいくつ使うかという概念である。十進数であれば、０から９まで計十個の数字で一つの桁が数えられ、それを超えると桁が上がって10となる。

　当たり前のように思えるが、コンピューターの中では二進数という一桁が０と１だけで構成され、それを過ぎるとすぐに桁が上がるものを使っており、もっと身近なところでは秒や分は、60に達すると桁が上がるため六十進数である。

　異世界が十進数ではない進数を使用していても、何もおかしくはないのだ。

「指の数が十だから十進数が基本になったんだ説ってやっぱり正しいのかな」

「う、うん。かもね。おかげで、計算には困らなくて。……ん、あ、みき君、だったら、計算代行とか、どうでしょうか？」

「おー、計算代行！」

　魅依のそのアイディアは、それらしいワードである。

「この世界の人の計算レベルがどれくらいなのかにもよるけど、ありかもね。例えば英語圏じゃ九九が完全じゃない人も多いって言うし」

「海外だと、日本ほど素早く、暗算ができる人ばかりじゃない、とは、聞くよね。ほんとかどうか、わからないけど。だから、買い物について行って、暗算する、とか、お店に所属して、お金の計算をする、とか、何かの試算をする、とか」

「んー、いいかも！　……いや、でもさ、そういう特にお金にまつわる話、身分証明もできない怪しい連中に任せるかな？」

「あ……そ、そうだね」

　なかなか手痛いところだろう。金かね勘かん定じようを任せられるには信用が必要なはずだ。

　頑張ってみる価値はありそうだが、十二人が生活できるほどのお金を稼げるようになるまでかなりの時間が掛かる気がする。

「お兄ちゃん、異世界に来てお金儲もうけと言ったら、なにかを作って売るのがいいんですよ。異世界にないものを」

「お、そうなのか？」

「妹は本で読みましたので。クラスで流は行やってるんです」

　得意気に言った咲のアイディアは実に真っ当そうである。

「たとえばー、なんかー、そのー、マヨネーズとか定番」

「………………………………マヨネーズ？　なんで？」

「なんかー、えっと、わかんないけど！　異世界にないから珍しいんじゃない？」

「そっか。……ないのかな、この世界は、どうだろう。マヨネーズかあ」

　どうやって作るんだったっけか。正直、よく知らない。

　歩きながらの幹人の眼に、露店で売られているじゃがいもに似た食べ物が映る。そこには白いソースのようなものが掛けられており、例えばあれはマヨネーズだったりしないのだろうか。

「卵と、油と、……あと、なんだっけ？　……ちょっと、恥ずかしい」

　魅依もそう言って首をひねる。

「ここは知ってそうな人に聞こう、塚つか崎ざきさーん！」

「……私？　なに、雨あまケが谷やくん」

　いつもテンションが少しダウナーなギャルファッション女子、化学科三年の塚崎は料理上手でも知られている。曰いわく、料理は化学の塊かたまりらしい。

「マヨネーズってどう作るの？　あれどうなってんの？」

「マヨネーズ？　油と酢を卵で繋ぐのよ。油性の油と水溶性の酢は仲悪いけど、乳化剤、卵であれば卵黄のレシチンていう成分が両方に良い顔するから橋渡しをしてくれるの。それで混ざるようになる」

「な、なるほど……そういう構造、だったんだ」

　さらりと嚙かみ砕いた説明が降ってくるあたり、さすがは化学専門の人間である。魅依が納得の声を上げて頷く隣、咲と揃って拍手する。

「作って売るって事？」

「うん、なんかうちの妹曰く、異世界ものの定番なんだって」

「へえ、そうなんだ。……でも有用な調味料だからもうあるかも。なんにでも相性のいいマイルドな味と、酢の殺菌作用による保存力を併せ持ってるから。作り方だってただ順番を守って撹かく拌はんするだけだし」

　そう言われればそうである。日本でも定番中の定番調味料だ、ないという可能性の方が薄い気もしてきた。

「その撹拌が大変だから電動調理器具が出るまであんまり地球でも流行らなかったんだけど、こっちには魔法も魔道具もあるから……あっ、ごめん咲ちゃん、ここにないものを作って売るっていうのはすごく良いアイディアだとは思うんだけど」

「いえ、本に出てきたな～って思って言っちゃっただけですので！　でも、そーですよね、ありそ～ですよね、もう」

　むむむむ、と咲は考えこむ。他に何か出てこなかったか本の内容を思い出しているのだろう。

「よし、ちょっとお店に売っているものを覗いてきます！」

　そのままテテテテッと軽やかな足取りで並ぶ店先を冷やかしに行ってしまった。はぐれないよう、視界にだけは必ず収めておくように注意したい。

「作って売る系の欠点としては元手が要いるって事だよなあ。それから安定的な材料の仕入れルート」

「やるなら、私たち、大所帯だから、それなりの規模で展開は、したい、よね。塚崎さんは、なにか良い案、とか、ある？」

「ん、そうですね……」

　魅依の問いに少し考えて、しかし残念そうに塚崎は首を振った。

「私たちの知ってるすごく便利なものって、作るために必要な素材がまず、天然のものじゃないケースが多いのね……、改めて考えてみると」

「そうなんだよなあ……だから、かなり大掛かりでないと。人も物も、時間も」

　三人揃って、なんとなくため息を吐く。なかなか現実は辛つらいものがある。

「でも売れそうなものを考えておくのは良い事だと思うわ。横よこ倉くら先輩なんかね、ずっと言ってるわよ、地図作りたい地図作りたいって」

　暗くなった空気を払うように塚崎がそう言って話を継いだ。横倉とは建築科五年に所属する女子学生だ。

「あー、横倉先輩、建築科だもんね……いや、建築科って地図関係あるのか？」

「測量実習とかはあるらしいわよ。あと伯父さんの家が土木事務所なんだって」

「へーえ、なるほど。俺たちの世界くらいの精確な地図がこっちで作れたら確かに売れそうだ。……でも、よく知らないけど測量器具？　が必要だよね？」

「言ってる、『作ってくれないかなー作ってくれないかなー』って」

　その言葉に、魅依が残念そうな顔をする。

「作りたい、ね、……でも測距とか、測角……やっぱり、魔道具の、内部プログラムを、いじれない問題に、当たっちゃう……魔力にも、電流に対する電磁波、みたいな、魔力波が存在しそうだし、それを利用すれば、作れそうな気がするんだけど……」

「そうなんだよねー……ま、とりあえず、当面のお金に関しては」

「私たちの手持ちのアクセサリーやらを切り売りする、と。いくつか持ってて良かったわ」

　指輪やらネックレスやらの光り物は、一応それなりに売れるんじゃないかと予想が立っている。幹人もいくつか持っているキーホルダーを売りに出すつもりである。

「なるべく高値がつけばいいなー」

「そうね。でもあんまりつき過ぎても困るのかしら、狙われる？」

「そっか、ほどほどが良いのかも──」




「おいおいおいヘニャチン野郎じゃねえかおーい！　どうだい調子は!?　ええ!?」




「……チッ」

　その突然響いた声に、幹人たちの前を歩いていた照てる治じが忌いま々いましげに舌打ちする。

「キンキン声でうるせえんだよ、アバズレ女」

「兎うさぎさんも狩れねえボクちゃんはお口だけ元気でちゅねえ」

　侮ぶ蔑べつまる出しの声を上げながら正面からこちらへ寄ってきたのは、以前に冒険者協会支部で絡んできた金髪の女性である。

「ほー、よく知ってるな。なんだお前、ストーカーか？」

「はーあ？　だーれがテメエなんかのきったねえケツ追っかけっかよカス。ちょっと気になっただけだっつの。相変わらずナニは小せえくせに態度だきゃデケえなテメエ、その減らねえ口縫い付けてやろうか？」

「テメエこそ下の口を縫い付けた方がいいんじゃねえか？　少しはお上品になんだろ」

　女性と立ち止まって睨み合いの照治である。相変わらず発言の内容が荒い。

「ゆ、みき君、あの、あれは……」

「雨ケ谷くん、誰、あれ」

「オトモダチ。友情を確かめ合ってる」

　適当な事を言ってみたら、照治と女性から同時に睨まれてしまった。

「……で、お口の達者なヘニャチン野郎は兎さん狩りに行かないんでちゅかあ？」

「……ッチ」

「あれあれえ？　どちたんでちゅかあ？」

　ニタニタという表現をすべきだろう笑顔で、女性はおどけたように照治に手を振った。連続する猫なで声に照治のこめかみがピクついている。

「怖いならおねーたんがついてってあげまちょうかあ？　お金はとりまちゅけどお！」

「お姉さんやっぱり強いの？」

「は？　強つええに決まってんだろ？　そこらの玉なしどもなんざ目じゃねえっつの。ランクで言えば二等よ二等、ま、一等にも限りなく近えってとこかな」

　割り込んだ幹人に、彼女は少々控えめなバストを張ってそう答える。

　ザザに聞いた事だが、冒険者には強さや実績で決定された格付けが存在するらしい。最低が五等冒険者であり、大体の人間がそこから四つ上の一等冒険者までの間に位置するという話だ。

　女性の言う事が本当なら、一等に限りなく近い二等というのは確かに、胸の張れるランクではあるだろう。

「おー、そうなんだ、すごい！　でも実は俺たちも今、すごく強い女の人にお世話になってるんだ」

「はーあ？　アタシのが強えに決まってんだろ？　誰だよそいつ？」

「ザザっていうんだけど」

「そうかそうか、ザザねー……………………ザザ？」

　得意げな表情をピタリと固めて問い返してきた彼女に頷く。

「そ。ザザ。ザザ・ビラレッリ」

「…………ザザ・ビラレッリって、【血染め桜】の？」

「そのキャッチーなフレーズは知らないけど、髪の毛は桜色だね」

「……うえええ」

　みるみるうちに女性の顔は顰しかめられ、その色は青ざめていった。

　彼女が一等に限りなく近しい二等だろうが、それもそうだろう。

「数字外れナンバーレスじゃねえか……」

　冒険者ランクには保有者の数は一握りだが、実は一等よりも上が存在する。

　高等、特等、最後が極等。数字の付いていないこの上位三ランクを持つ冒険者は、女性が震える声で言ったように数字外れナンバーレスと俗称され、周囲から特別視される存在であるらしい。

　そしてザザ・ビラレッリは本人がさらりと言っていたが特等冒険者、超が付く実力者だ。

「……んだよ、クソ、きっちりケツ持ちがいやがんのかテメエら。しかもよりにもよってあのイカレちまってるザザ・ビラレッリ……ま、ま、まあ、んだよ、お、お似合いじゃねえのか、変ちくりんなヤツら同士な！」

「……変？　ザザが？」

「あぁ？　あの死にたがりが変じゃねえっつのか？」

「いや……死にたがり、ってどういう」

　最前出てきた【血染め桜】もインパクトのあるワードだったが、死にたがりというのはそれ以上だろう。流石に少し、聞き逃せない。

　怪訝な顔の幹人に、女性も同じような表情だ。

「あんだよ、マジで知らねえのか？　この街のヤツなら大抵知ってんぜ、アイツ、一人で行こうもんなら絶対死ぬだろって感じのアホみたいに難度のバカたけえ依頼を受け続けてんだよ」

「……そうなの？」

「ソーだよ。死にてえんだとしか思えねえだろそんなん。んで、その度きっちり達成して帰ってきやがるのもヤベエし、魔物の返り血で髪が染まったまんま、その足でまた同じような高難度依頼受けに冒険者協会に行くっつー姿がな、もう怪談だよ怪談。だから【血染め桜】」

　女性は、畏い怖ふと嫌悪の混ざったような顔で頭を振った。

「強えんだろうさ、だがあんだけ無茶やって生き残ってくるっつーと、もはや気味が悪い。極めつけに大手のギルドやらの誘いも断って、その理由が……いやいや！　なんでアタシがテメエらに親切丁寧にこんな事話してやんなきゃなんねえんだよ！」

「知るか、ベラベラ喋っておいて」

　文句を切り捨てた照治に、女性は舌打ち一つしてからビシッと指をさした。

「とにかく！　あのイカレ女はヤベエがテメエが強えわけじゃねえからな！　勘違いすんなよ種なしチェリー！」

　彼女はそんな言葉を照治に叩きつけ、そして足早に去っていった。人ひと混ごみの中を華麗な身のこなしで抜けていく様を見るに、二等冒険者の実力は伊だ達てではなさそうだ。

「……先輩、なんであの人あんなに先輩に絡んでくるんです？」

「知るか……。くっそ、やっぱムカつくなあの女……」

　塚崎へ吐き捨てるように答えた照治の眉間には寄った皺しわで高い山脈と深い渓けい谷こくができている。

「助かった、幹人」

「正しく虎の威を借りちゃっただけだよ。あとでザザにお礼を言おう。……でも、気になる話だったね。そんなに危ない任務ばっか受けてるって。ましてや死にたがり……」

「潰れかけてるお家再興のため、じゃないか？　危険なら報ほう酬しゆうも良いだろうからな。死にたがりだなんだっつーのは、あの女の言いざまが大げさなんだろ。悪意があんだよ悪意が」

　照治の予想が妥当な線だろうか。なんとなく引っかかるものを覚えつつも、幹人もひとまずそれで納得をしておく事にした。

「……しかし、あのクソビッチに言い返す言葉は正直ねえんだよなあ」

「兎さん、狩れないからね俺ら……」

　実に情けなく、手痛いところではある。魔法は一応使えるようになったが実戦レベルでなく、まともに戦えるようになるのは早くても一年後。

「……とりあえずお金を稼ごう、照兄。生きていかなきゃ」

「そうだなあ……売りに行くか、アクセやら何やら」

　騙だまさずに買い取ってくれそうな店はザザに聞いてある。ひとまずの金銭を得るため、どこか重い足取りで幹人たちは商店街を進んだ。





　　　　◇◆◇






「日暮れギリギリだったな、よかったよかった。幹人、金は持ってるな？」

「うん、ある。スリには遭ってない。照兄は？」

「こっちも無事だ。……メンバーも、全員いるな」

　足早にビラレッリ邸の敷地に入りながら、照治は後ろを確認した。幹人も見て、出発時に居たメンバーが欠けていない事を確認する。

　三つの太陽は、二つがすっかり地平線の向こうに消えて、残りの一つが辛かろうじて暮れなずんでいる。

　この世界でも夕焼けは赤。大気の層に阻はばまれながら、最後に残る可視光線の色。

　もうすぐ、日が暮れる。

「とりあえず、最低限のミッションは達成だな」

「そうだね、……ほんと、最低限だけど」

　ザザ紹介の店でアクセサリー類をいくつか売る事には無事成功、リスク分散として照治と幹人二人で売上金を分けて持ち、こうして無事に全員揃ってビラレッリ邸へと帰ってくる事ができた。

　売上金はそれなりの額になったので、本当に当面だが、一応腹は満たせそうである。

　だが結局、継続的な金策案はこれというものが出なかった。

「うーん、引き続き考えるっきゃねえかあ。欲を言やあ、俺たちの強みを活いかせる形がベストだよなあ」

「そーだねえ、それなりの知識とまあまあの技術と、リミッター外れ気味の精神が織りなす気持ち悪い実装力をね」

　手前味み噌そだが、とにかく高専生は実装の手が早い。アイディアを実践し、形にする速度が優れているのである。

　何か一つ、大きなブレイクスルーがあればこの手詰まりの状況を一気に打破できる。そんな風に思うのは楽観だろうか──。




「ぶちょおおおおおおお！　アメちゃあああああん！　みんなあああああ！　帰ってきたなあああ！　大っ変だあああああああああああああああ！」




「なんだなんだ、犬いぬ塚づかの奴」

「イヌちゃんテンションたっけえなあ、えっちなゲームの発売日みたいだ」

　広い庭を突っ切って、幹人と同学年同クラス・機械科三年犬塚が駆けてくる。苗字の割に運動不足な彼だが、ずいぶん躍やく動どう感かんに溢れた姿である。

「たい、へっ、な、はっ、はっ、ん、だよ、ほんと……はあ、はあ、……はあ」

「スタッカート利きすぎて何言ってんだかわからんぞ」

「んなこと言ってるべぁあいじゃねえんすよ！」

　べぁあいではないらしい。自分の呂ろ律れつが上手く回っていない事にも、もはや無む頓とん着ちやくの犬塚である。

「こっちこっち！　こっち来てください！　こりゃあもうえらいこっちゃっすよ！　今日から不眠確定！」

「ほお、不眠確定と来たか……！　お前が前にそれを言ったのは後に大手通販サイトで星四・七が付いたエロゲーの発売日だけだったなっ」

「これは相当のものだね……！」

　全員揃って、また館の方へと駆け出した彼の後を追う。

　ネガティブな何かではなさそうだなと予想をしつつ扉をくぐって、館の東端の部屋へ。そこは自由に使えと言ってもらった中で一番だだっ広く、作業をするならここだなという話をしていた場所だ。

　魔道具による灯あかりのついた室内には、残り半数のメンバーが勢揃いしていた。

「帰ってきたな」

「おう、テツ。何やら大フィーバーらし、い、……な」

　机を囲むメンバーの中心に居たのは、みんな大好き巌いわおの巨漢、鉢はち形がた鉄てつ次じ郎ろう。彼の前には、見た事のないアイテムが一つ。

　そして、それはどうやら動作しているらしく。

　その光景を見た瞬間に、幹人の背筋にはピリッと電気の奔はしった気がした。

「……テツさん、それ」

「ああ。掃除を進めていたら発見された」

「それ、あの……」

　うまく言葉が出てこない。ごくりとつばを飲み込んで、その音がいやに部屋へ響いたのがわかった。

　震える声で、幹人はなんとか問う。

「……まず、さ、それ、キーボード、ですよね？」

「そうだ。結局、変わらないんだろう。人間が使うならこういう形、インターフェイスは」

　鉢形の前、机の上に置かれている物体は長方形の平たい板。

　その上にはたくさんの丸いスイッチ、否いな、キー。ひとつひとつの上には、なんらかの文字らしきものが記されている。

「で、キューブ型部品、と……」

　机の上にあるのは、キーボードだけではない。どんな魔道具の中にも必ず存在するいくつかの部品の一つ、黒いキューブも置かれていて。

「繋がって、る？　……繋げられる？」

　キーボードの側面から伸びた紐ひもが、キューブに空いた穴へ挿さし込まれている。

「ああ。そして、キーボードに火を入れると」

　カチッと、鉢形がキーボード側面にあったらしいボタンを押し込んで、幹人は照治たちと共に思わず息を呑のんだ。

　白い、四角い膜のようなもの。表面には文字がずらずらと描かれている。

　そんなものが突然、キーボードの上・前方に現れた。

　宙に浮いた、像が映っているのに厚みの感じないその姿は、言ってしまえばＳＦなどでお馴染みのものに見え、名が口をついて出やった。

「空中投影ディスプレイ……！　空中投影ディスプレイじゃないか……！」

「こんなにくっきり、全然、ちらつきもねえ……！　……ああそうかっ、星せい命めい魔法か!?　細かく制御すりゃこういう事だって……いやしかし、こんな解像度……？」

　幹人に続けた照治の声は、やはり驚きに揺れている。

　空中投影ディスプレイは地球でも研究の進められている分野ではあるが、まだまだ民生品用の技術としては確立されていない。

　少なくとも今目の前にある機器のように、普通のディスプレイと同等以上の解像度、安定性で映像を映せるものは存在しないだろう。

「ていうか、いや、それだけでもすさまじく興味深いんだけど……」

　そう、今、最も話題に上げなければいけないのはそれではない。それによって映しだされているものの方である。

　ずらりずらりと並んだ、文字の羅ら列れつ。何かの規則性も見られるそれは、おそらく。

「テツ、おい、これは……なあ」

「ああ、そうだ部長。おそらく、内部プログラムのソースコードだ」

　ドン、と音がなる。

　照治がその長い背を折り曲げて、床に尻もちをついていた。

　しかし誰も、それに驚かない。それくらいの衝撃が、告げられた言葉にはあったから。

「俺たちができたのは、ここまでだ」

　そして鉢形は、こちらを見ながらそう言った。

「ここから先は、専門家に任せたい」

　正確には、こちらにいる、長い前髪で瞳を隠した一人の女性を見てそう言った。

「みぃちゃん先輩……」

　ふらりふらりと、その人は件くだんの魔道具のもとへ歩み寄る。周りにいた鉢形たちは彼女のためにスペースを空けた。その様子に、三みつ峯みね魅依への技術者としての信頼が透ける。

「みぃちゃん先輩、あの、……ソースコードに、アクセスできるっていうのはさ」

　じぃっと画面を見始めた魅依に、幹人は声をかける。
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　機械にどんな処理をさせ、どんな計算をさせ、どんな動きをさせるか、その内容が記された文字の連なり。命令文書。

　それがソースコードである。

　そこにアクセスができるというのは。

「こっちで、中身を書き換えたりして、動作プログラムが、作れるかもって事……？　魔道具を動かすためのプログラムが……。それは、それができる道具……？」

　そんな道具が、つまり開発機があるかもしれないとは予想されていた。魔道具の中には単純な動作をするだけでなく、状況等に応じて動きがきちんと制御されているものがあったからだ。

　例えば一番最初に見つけた、物を引き寄せる引き寄せ器。引き寄せたものが自身の先端に当たる前に、引き寄せる勢いを減らして衝撃を小さくしている。さらに後々色々試してみたところ、引き寄せる対象物がある一定以上の大きさを持っていた場合、引き寄せる力がまったく発生しないという特性もあった。

　これらは対象物との距離やその状態を読み取り、それに応じて動作を変化させなければならないので、そのやり方を記したプログラムが中に書き込まれている仕組みであってもおかしくはない。

　よって、逆に言えばそれを書き込んだり書き換えたりする道具だってある可能性が考えられていたのだ。

　ある意味で、自分たちが最も欲していたものの内の一つ。

「……うん。そ、そうだと思うん、だけど、それが簡単な話では、なくて……。いろいろ、その、体当たりで理解しなきゃ、いけないから。ＯＳの事も、魔道具の仕様も、なにより、こっちのプログラムの、ソースコードの、書き方」

「あー……そうだ、そうだよね」

　確かにそうだ、まったく簡単な話ではない。

　教えてくれる誰かはいない。仕様書や解説書だってない。そもそも、同じような文化を下敷きにした人間が作ったわけでもなく、こちらからすれば突拍子のない思想で組まれている可能性もある。

　少なくとも、そこまでソフトウェア関係に強いわけではない自分にはまったくのお手上げな気もする。

　脳天気に浮かれるのは、少々子供じみた不見識だったろうか──。

「……で、でも、だ、大丈夫！」

　少し肩を落としたこちらに、いつも俯うつむきがちなその人は、顔を上げてまっすぐに強い瞳で言った。

「……絶対、使えるように、するから！　任せて！」

　前髪の奥、形の良い瞳が放つ光に一瞬呼吸が止まる。

　彼女の強い言葉に籠こもるのは、専門家としてのプライドか。

「……みぃちゃん先輩がそう言うと、なんだかあっさりいけそうな気さえするよ」

　三峯魅依。

　大おお山やま高専情報科四年。人とのコミュニケーションの苦手な、奥手で内気な十九歳。

「が、頑張ります！　今まで、役に立てなかった、し……！」

「いやあ、俺は命を救われてるけどね」

　そう言ったものの、彼女の言う事はわかる。思えば、ずいぶん窮きゆう屈くつだったろう。

　幹人は個人として助けてもらったが、この世界に来てからこれまで、彼女の手腕が振るえる状況は訪れてこなかった。

「あ、えと、あれはその、無我夢中というか……で、でも、今度はもっとちゃんと！」

　だが、ようやくだ。

「うん。本領発揮だね」

　天才という言葉を軽々しく使いたくはないが、使わなければ言い表しようがない人間というのは、確かにこの世に存在する。

　彼女は、その内の一人。

　ソフトウェア関連で言えば、大山高専開校以来のどこに出しても間違いなく誇らしい完全に極まった天才ギフテツド。

　それが三峯魅依であり、そしてようやく、そんな彼女の出番が来たのである。

「……やってやる。やってやれる。なあ、やっとだよ」

「照兄」

　床に座ったまま、照治は口の端に笑みを浮かべている。本当に、楽しそうな笑みを。

「中途半端にしかいじれねえ謎アイテム……すげえ魔力も咲だけで……。なんもねえと思った、なんか、異世界にきて、そうだ、やってやれるんだって、そういうの」

　これまでの閉へい塞そく感かんを恨むような彼の言葉は、しかし後ろを向いていない輝きがあった。

「あるじゃねえか、あったんじゃねえか、……揃ったんじゃねえか、なあ、これで」

　こっからは、俺たちのターンだろ。

　呟つぶやかれた言葉の熱は、この世界にきて一番の温度を有していた。




「まず、そもそもが俺たちの趣味じゃないんだよ」

　改めて、半円卓会議の姿勢を作り、メンバーの前で照治はそう言った。

「この世界の魔法というのは、魔力をエネルギーや物質に変換する事を意味する。しかしその手法はあやふやな感覚に頼った主観的なものと言わざるをえないだろう。誰かから一通りのやり方を見せてもらって、それを自分の中で消化し、昇華して、何度も何度も練習を重ねる事で経験則からブラッシュアップ、より強力で高精度で効率的なものに変えていく」

　それが悪いとは言わないが。そう接穂を当てて彼は続ける。

「趣味じゃない。現代的じゃない。職人芸を否定はしないが、それを自動でやってくれるシステムを作る方に心血を注いでこそエンジニアだろう」

　朗々と語る彼の言葉には、自然と頷いてしまう力がある。

　一緒にやれるだけをやろう、そんな風に思わされる力がある。

「照兄、これから俺たちは具体的に何を？」

「おう。俺たちがこれから作るもの、それは……──魔法の杖つえさ。機械仕掛けの魔法の杖。ザザ曰く、この世界の魔法使いは特に杖っつーのを使う事はないらしいが、そんな常識に合わせてやる義理などなかろう」

　にやっと笑う彼が紡ぐ言葉には、浪ろ漫まんがこれでもかというくらい載っている。

「魔法という感覚的なシステムは、しかし文字ベースで明確にコードとして表現・構成する事ができるらしいわけだろう。それを書き換え、こちらでプログラムを組み上げる事も上手くすればいけそうだ」

「だから、代わりにやってもらう？　俺たちの代わりに、魔法の構築を魔道具に？」

「そうさ。そうすりゃあ、必要ないだろう、長期間にわたる地道な鍛錬なんて。強力で高度な魔法だって撃てるかもしれん、そうなりゃ魔物もクソビッチももう目じゃねえ」

「いや、でも……」

　彼の論理に空いた穴が、やはり気になってしまう。

「人間に代わって魔法を構築してくれる、結局それって普通の魔道具じゃないの？　何がまずいってさ、戦闘に使えるほどの出力は出ないでしょ？　ザザがそう言ってたし、実際、今まで俺たちがいじってきた魔道具みてもそうだと思うんだけど」

「いーい質問だ。ところがな、そうでもないんだよ」

　そう言って、部屋の隅に置いてあったバッグから照治は一つの円筒形シルエットを取り出した。

「引き寄せ器じゃん」

「そう。俺はこいつを昨日、魔法を教わった後、夜中までずうっといじってた。気になる事があってな。その成果はあったよ」

　バッグからさらに文庫本一冊を取り出した彼は、それを机の上に置き、少し離れた場所でカチリと引き寄せ器のスイッチを入れる。

　もう見慣れた光景になってしまったが、フワリと文庫本が浮いて引き寄せ器の先端に張り付いた。

「どうだ？」

「どうだ？　って、普通の動作……」

「できてるだろ？　だが見ろ。この引き寄せ器、ちょっと改造がしてあってな」

「え？　……あ、なんか導線が」

　照治がかかげる円筒形の魔道具に眼を凝らすと、確かに違和感があった。脇に穴が空けられており、そこから一本の導線が出ているのだ。

「この中は今、コイン型の部品を取り去ってある。代わりにそこに繋がれていた導線を引っ張り出して握りこんで、俺がそこから魔力を中に注いでる」

「……え？　え、そんな事できんの!?　なんかさらっとすごい事言ってない!?　……そっか、でも同じ魔力だもんな……だから、ええ、でも……うん、そっか……」

　という事はコイン型部品が動力源なのだろう。そして言わば使用者がその代わりを果たしている状態だが、魔力は人間にも使えるわけだから、考えてみれば不思議な事ではない。

「多分、魔道具の出力の小ささってのは使える魔力の少なさなんだろう。経パ路スが通ってから感じられるようになったんだが、細いんだよ、星から引き出す魔力の流れが」

「じゃあ、代わりに多量の魔力を引き出せる人間が動力源の役割を担ってやれば……」

「そう。人間の魔法と遜そん色しよくのない出力が望めるはずだ。もちろん普通の魔道具では人間が引き出す大きな魔力に対応した作りにはなっていないだろうから、適切な設計をして適切なプログラムを書いて、一から作ればな」

「～～っ」

　ゾクゾクする、そんな表現が適切だ。ロボ研部長、中なか久く喜き照治の言葉は幹人の背筋に電気を流し、脳髄を刺激してくるようだった。

「人間の大きな魔力を使って、魔道具がプログラムされた魔法を精確に構築する。だから魔法の杖、機械仕掛けの……」

「そうだ。やるぞ」

　力強く頷いた後、照治はすっと息を吸い込んで言う。

「分担だ！　三峯と俺たち電気科勢はあの開発機の仕様を把握し！　プログラム作成をものにするぞ！　機械科勢は筐きよう体たい作りの準備を頼む！　具体的にはまずガレージにあるフライス盤やら旋盤やらを異世界魔力動力式に改造する！　話はそっからだ！」

　おっしゃあ！　威勢のいい返事が室内の空気を揺らす。

　ロボコペには、出られなかったけれど。

　自分たちが熱を上げてやる事なんて結局、どこにいようが変わらないらしかった。





　　　　◇◆◇






「だあああああ、あったま痛え……！」

　ガン、と大きな音。痛むらしいその頭を、向かいに座った先輩は机の上に額から落とした。

　余計痛くなってしまわないだろうか、それなりに勢いがあったので心配だ。

「頭、だ、大丈夫、ですか、部長……あっ、いえ、そ、そういう意味じゃなく！」

「小学校に上がる頃にはもう既にかなり大丈夫じゃなかったな。三峯、お前は？」

「……私も、高専に入って、それももう、四年目ですから」

「間違いなく大丈夫じゃないな」

　魅依の視界の中、机を挟んで反対側、一つ上の先輩である照治はそう言って笑った。

「……気がつけば、俺たち以外は脱落のようだ」

　ビラレッリ邸一階、右端から二つ目のこの部屋が現在、魅依と電気科勢の作業部屋だが状況はと言えばよろしくはない。

　時間は、もう真夜中。

　総勢五名中、三名がダウンして机に突っ伏したり床に身を預けたりして意識を闇やみに溶かしている。

「仕方ないがな、どうにもこれは……。地道な上にセンスも必要ときてる」

「はい、……なかなか、骨が、折れますね」

　ビラレッリ邸を探し回り、見つかった開発機は計三台。魅依の手元に一台、照治の手元に一台、ダウンした三名の前に一台。ディスプレイも起動状態で宙に浮いている。

　先の半円卓会議の通り、プログラムの組み方をなんとか会得しようとしているのだ。

　今日でこの作業に入ってもう四日が経たつ。皆、その難しさに疲れてきている。

「……プログラムの書き換えも、書き込みも、それらしい事ができるのはわかった。だが、……ううーん」

　魅依たちの開発機はケーブルでそれぞれ、適当な魔道具に繋がれている。そこから読みだした情報が、宙に浮くスクリーンには映し出されていた。

　動作プログラムの中身、すなわち、ソースコードだ。

「ソースコードに関しては、まったく素養のない文字での記述と正面からやり合わなきゃならん……。当て推量にも一苦労だ。しかも、この国の言語ですらねえっつのは予想外だったな」

「ですね……ザザさんにも、頼れません。音声での読み上げ機能、が、発見されなかったらと思うと、ぞっと、します」

「あれを見つけた井い岡おかは本当にファインプレーをしてくれたもんだよ」

　電気科の学生のうちの一人がスクリーンリーダーと呼ばれる類の、画面の文字を読み上げてくれる機能を発見したのだ。

　魔道具が発するものでも、文字ではなく音声となってくれれば想そう話わが発生し、意味が読み取れるようだった。辞書代わりとして現状、かなり頼れる機能だ。

「おかげでなんとか単語の意味は拾えるようになったが……しかしそもそも、どういう設計思想で作られたのか、どういう機能が用意されているのかまったく知らん、事前知識がまるでない状態で完全に初めて触るプログラミング言語っつーのは、本当にわけわからんのだよなあ……こんなにソースコードが読めない経験をすんのは、人生で初めてだよ」

「私も、です……」

　人間同士のやりとりで使われる言語は自然言語と言われるが、それに対し、人間が機械に指示を出すときのための言語をプログラミング言語と言う。

　プログラミング言語には、自然言語に日本語や英語があるように様々な種類が存在し、同じ指示を機械へ伝えるのにも、それぞれで書き方がまったく違ったりする。

　通常、プログラミング言語を学ぶときはその言語ではどんな文法で指示、つまりソースコードを書いていくのかをまず教本やらで知っていくものだが、残念ながら、当然ながら、魅依たちの手元にそんな便利なものは存在しない。

「こいつについて表紙に動物の絵が描いてあるシリーズの本があればと切に願うが、ないものねだりをしたっていかんな。幸い、実際に動作するコードはこうして目の前にあるんだ、ここからなんとか把握していくっきゃねえ」

　照治の言うとおり、すでに書いてあるソースコードから逆算して、文法を読み取っていく他ない。でなければ、自分たちでコードを書けるようには決してならないのだから。

　言わば、文字に馴染みのないロシア語の小説を文法を知らない状態から辞書を片手に解読して把握し、最終的に自分たちでも文章を書けるようにならなければいけないようなものである。

「とにかく、予想して、確かめて、修正して、予想して、確かめて、修正して……それで少しずつ知っていく、しか、なさそう、ですね」

「いつものようにトライアンドエラーだな、異世界だろうがやり方は変わらん」

　頰ほお杖づえをつきながら、照治は言う。

「これに関しちゃ都合のいい魔法は存在してないようだしな。ゲームみてえに、こういうものを作りたいって条件を設定したら、ピカッと光って出来上がり！　的な」

「……でも、それ、あったとして、……なんか、ちょっと」

「嫌だな。つまらん」

　にやっと笑って彼は言う。魅依もそれには同感だった。一番美味しいところを省略して、それで一体何になる。

　少なくともそんな事では、自分が作ったと胸を張れない。もし胸を張れる人間がいたのなら、その人はエンジニアではないのだろう。

　会話はそこで途切れ、お互い画面に集中する。

　コードを読み取り、キーを叩いて自分で書いてみて、推察した文法の使い方が合っているかどうかを繋いだ魔道具に動作をさせて確認。そんな作業に入り込んでいく。

（……組み込みだけど、アセンブラみたいな直接的な書き方じゃない。おそらくは素直な、でも高級な命令型言語。Ｃ＋＋に近い感じかな。なんだかこのキューブ、Arduinoに似てるかも）

　いろいろと考えながらタイピング、キーの配列が頭に入りきっていないので、まだ辿々しい。ソフト屋としては情けのない姿だと少し自じ嘲ちようする。

（そうだ、やっぱりこれが固体に対して運動エネルギーを加える処理。ここに受け渡される値はどこから……）

　手元のノートへわかったことを書きつけながら、眼がん光こう紙し背はいに徹さんと浮いたディスプレイを食い入るように見やる。

（各関数をもっと細かく把握しよう、流れを読む以前の問題だ。今度はこっちの──）

　目の前に浮かぶ長方形の画面に意識がずぶずぶと沈み、自分の身体の感覚がだんだんなんとなく遠くなっていく。集中できているときは、いつもこうなる。

　集中、そう、集中だ。

　完全とは言わなくとも、少なくとも実用レベルにまでは必ず把握してみせる。それだけに、自分の全神経を注ぎ込む。

　検証のコードを書くためにひたすらキーを叩いて、異世界の文字が視界の中で次から次へと流れ、その裏にある設計者の思想が脳に飛び込んでくる。

　理解しろ、頭を回せ、焼けるほど。

　今、こんなにも自分を衝き動かすのは、知的好奇心やものづくりへの欲求だけではないという事は、自覚している。




「……三峯」

　どれくらいの時間が過ぎたろうか、それすら曖あい昧まいになった魅依に照治から声がかかった。

「ちょっと休憩だ、休め」

「え、でも」

「……ここ」

　トントンと、向かいの照治が自身の鼻の下あたりを叩く。

「あ……すみません、お見苦しい、ものを」

「そんなこっちゃないが、無理はよくない」

　ポケットからティッシュを取り出して、鼻の下に押し当てる。わざわざ見なくとも、それが赤く染まっていっているだろう事はわかった。

　視線を落とせば、机やノートにも赤い色彩。今の今まで、全然気が付かなかった。

「それ、大丈夫なんだよな？　なんか悪い病気とかじゃ……」

「昔から、ですので……。病院でも診みてもらいました。集中して作業し続けると、出てしまう事があるって、だけで」

　なるべくいつも赤の上着を着るようにしているのは、胸元へ血が付いてしまっても目立たないようにだ。

「そうか、ならいいんだが」

　出やすいだけに、止まるのも早い。少し押さえていると、どうやら鼻血はもう流れてこないようだった。

（鼻血を流しながらキーを叩く女って、我ながら不気味……）

　ため息が、思わずこぼれる。どうしてこんなに妙ちくりんな人間なのだろうと、時折思ってしまうのだ。

　たとえば、もっとまともだったら、そうしたら。

　言いたい想いを伝えたい人へ、ちゃんと手渡す事ができていたりするのだろうか。

「なあ、三峯」

「なん、ですか？」

「お前、進路どうするつもりなんだ？　あっちに帰ったらさ」

　それはなかなか、唐突な質問。帰れたら、ではなく帰ったらと言うあたりが、中久喜照治という先輩が部長として頼られる所以ゆえんだと思う。

「……一応、その、進学のつもり、です。大学へ、編入を」

「そうか。じゃあなかなか会えなくなるな。もちろん、俺にじゃないぞ」

「え、……えと、それは」

「そうなる前にいい加減、はっきり言っといた方がいいんじゃないか？　『いつでも会える』と『いつも会う』には、六バイトどころじゃない差があるだろう」

　言葉にすればたった三文字、データにすれば六バイト。だけど確かに、それは彼の言う通りのように思えた。

「俺は結構勝算があるんじゃないかと思うがな。一番可愛がってるのは妹の咲で、一番崇拝してんのはまゆらんこと声優の樽たる喜きまゆらだが、一番惚れ込んでるのはお前に見える。それなりに分析に自信はあるつもりだぞ？　長い付き合いだからな、幹人とは」

「……あの」

　あっさりとその人の名前を出された事に、意外感はなかった。察されているのだろうなとは、薄々思っていたから。

「わ、私、わかりやすい、ですか？」

「おう」

　それでも問わずにはいられなかったこちらに、彼ははっきりと頷いた。

　この片想いというのは一応、もう何年か続いている。だとすると、だとすると、だ。結構、多くの人たちに生暖かく見守られていたという事にならないだろうか。

「は、……はじめて、だったんです」

　まるで言い訳を並べるように、口が動く。それはあるいは、羞しゆう恥ちで身体の中に溜まった熱を吐き出すためかもしれない。

「その……家族以外の、人と、はじめて、私、あんなに、楽しく、話せたんです。……今もやっぱり、一番楽しいん、です。みき君とが、とても」

「……そうか」

　こんな人間だ、小学校と中学校、不登校にならずに通い切れただけでも御おんの字じだった。そこから高専に来てみると、それまでに比べてどれほど天国のようだと思った事か。

　少なくとも、高専では、誰とも話が通じないという事はなかった。極めて狭い話題しか持っていないような自分でも、輪の中に加わる事ができたのだ。

「あ、あの、でも、部長とか、他の皆と話していて、楽しくないわけじゃ、絶対になくってっ、……ロボ研は、私にとって」

「わかってるわかってる。お前がうちに居着いた時に幹人はまだいなかったんだからな」

　それだけプログラミングができるのに、どうしてプログラミングコンペティション、プロコペじゃなくロボコペをやるんだと言われたことは、過去に何度もある。

　だが自分にとっては、少数で密に取り組むプロコペのチームよりも、開放的で大人数とワイワイやる、大山高専チームロボ研の雰囲気が何より魅力的に映ったのだ。

　ここなら、妙ちくりんな自分がいても、どうにか許してもらえる気がして。

　そして実際、とてもよくしてもらえている。

「だけど、幹人が来るまでお前はどこか、やっぱりビクビクはしていたよ」

「……はい」

　でもやはり、それでもやはり、こんな人間だから。話題が同じようなコミュニティの中にきても、話す事が下手くそすぎて、いつもどうしても気を張っていた。

　つまらないような、困ったような、苛立ったような。

　そんな顔をされるのが、怖くて。やっと受け入れてもらえると思えた場所だからこそ。

『なんかすごいの作ったんですよね三峯先輩！　見せて見せて！』

『え、う、うん』

　だけど、そんな風に怯おびえる事を忘れてしまえる人がいるというのを、入学して、入部してから一年経った後、新入生が入ってきてから知る事になった。

『その、これ……こういう、ええと、その、画像データを、自動で、傾向を、解析して、エフェクトを、学習して、は、判断を…………その、ごめん、なさい。しゃべるの、へ、下手で』

『え？　ああ、いやいや、先輩。それは独立だから大丈夫です』

『……？』

『先輩がちょっと喋るのに慣れてない事と、俺が先輩の話を聞きたいと思う事は、それぞれ独立ですよ。だから大丈夫、影響ない！　それよか続き！　続きをお願いします！』

　なぜだか彼は熱心に、こちらの話を聞いてくれて。だけど焦じれる事のないその聞き方に、ひどく穏やかな気持ちになれた。

　自分にだけ優しいだとか、柔らかだとかいうわけではもちろんなかったけれど、それがわかるくらいに彼を眼で追っていた時にはもう、惹かれていたのだと思う。

　馬鹿みたいかもしれないが、憧あこがれがあったのだ。人と楽しくのびのびと、好きな話で盛り上がる事に。

　誰かにとってのありえないを、どれだけ素早くできたとしても。

　誰かにとってのあたりまえが、欲しくて欲しくて仕方なかった。

「なーんでこんな話をし出したかっていうとな、鼻血出すほど熱中してキー叩いて、お前それ、あいつにいいところ見せたいからじゃねーのかと思ってな。それだけとは言わんが、絶対どでかい理由のはずだ」

「…………下心、まるみえで、その、みっともない、です」

　観念し、俯くように頷いて言う。顔がいよいよ熱くって、風に当たりに行きたくなった。

「はっは！　いいんじゃねえのか！」

「……それに」

「うん？」

「あ、いえ……」

　口は噤つぐむも、思考は止まらない。魅依の脳裏には、妹や部員たちに明るく笑う彼の姿が浮かんでいた。

（ちょっと……無理してるんじゃないかなって）

　ずっと見てきたからわかる。今の彼は、いつもの彼とはやはり、少し違うのだ。状況が状況だから当然なのだろうが、それでも無理して明るくあるというのは、よくない気がしてしまう。

　彼は、ムードメーカーたらん事を自任しているのだろう。誰よりも妹のためにそうしているのだろうが、自分を含めた部員まるごとそれにはとても助かっていて、誰かがそうであってくれなければ、今の和やかな空気というのは維持できていなかったように思う。

　自分には絶対できない役割。

　それを彼は、こなしてくれている。

（だったら……だから）

　結局、自分のできる事なんて、大して多くない。だから、その中でせめて人より上手くできて、役に立つであろう事があるのならば、全力で。

　それがどうか、回り回って彼の助けになってくれるのならば、それ以上の事はない。……なんて、それでもやっぱり、ごまかせない欲も持ってしまっているのだけど。

「つうか下心があるってんなら、見てるだけ、話せるだけでいいとか、アホみたいにお行儀のよろしい事言うつもりじゃねえんだろ？」

　眺めているだけで。傍にいられるだけで。話してくれるだけで。

　それで満足できたなら、踏み込めない自分に対する歯がゆさも、踏み込める誰かに対する妬ねたましさも、味わう事はなかったはずだ。

「……はい。……あの、でも、……れ、冷静に、考えて、ですよ」

「ん？」

「私は、こんな、ですから……。私が、男性だった、なら、私は、選びません」

「俺だって自分が女だったら、俺なんか選ばんぞ。そんなもん皆そうだろうよ」

　当然のような口調で言って、照治は続ける。

「行動するならちゃんとした方がいい。今そこにある危機って話だ」

「……え？」

　思わず顔を上げて向かいの先輩を見れば、彼はこちらとしっかり目を合わせて言った。

「あいつはほんとに、クセの強い人間に喜んでひっつく習性がある。悪あく食じき系人付き合い主義者だ。だから俺とも長年の付き合いだし、お前ともそんなに仲が良い」

「えと、は、はい。その通り、かと」

「だろ？　で、ここは異世界だぜ、それなりにファンタジーな。濃いキャラなんてゴロゴロしてる」

　その言葉に桜髪の女性が、一見冷たいようだけれどとても優しい、なぜだか自分と同じように不器用だと思える女性が脳裏に浮かぶ。

「わからんぞ、何がどうなるか。ありきたりで悪いが、誰かに取られてからじゃあ遅いだろう」
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「一面に、その子たちがぶわーって広がって。そうしたらもう、空の色なんてめちゃくちゃで」

「うおーいいなあ！　すごい光景！　光る鳥かあ……、ロマンチックだ」

「異性に求婚するためだっていうので、雰囲気はありますよね」

　その鳥は、腹の部分が光るらしい。個体によって色は様々で、一年に一度、番つがいを見つけるために群れでそのまま空を飛び回るのだという。

　それが、ザザ・ビラレッリが今まで見た中で一番美しい光景との事だ。

「見てみたいなあ……」

「色んなところを行き来する鳥らしいですから、こればっかりは偶然に頼るしかありませんね。……私も、あれ一度っきりでした」

　彼女と二人、歩きながら幹みき人ひとは少し想像してみる。色とりどりに輝く鳥が、空一面に。なんともファンタジーだ。

「面白いなあ。その鳥の中で人気のある色とかあんのかな。この光を出せる奴はイケてる、みたいな」

「どうなんでしょうね、でもありそう。私は翠みどり色いろが綺麗だと思いましたけど」

「ああ、ザザの眼と同じ色だ」

　芽吹く幼い葉のように淡く、それでいて少し寂しそうな深さも持つ翡ひ翠すい。見ていると引き込まれそうになるそれは、どこか不思議な引力がある。

「そうですね、……この眼の色は父と同じで」

「へえ、そうなんだ。良い色だよね」

　今日は、ザザと二人きりだ。昼を少し過ぎた時分、高く照る日の光は頭上に広がる木の葉に遮られて濃い影を作っている。

　機械仕掛けの魔法の杖、魔ま導どう杖じようと呼ぶようになったそれの開発開始から今日でもう三十五日目を数える。ようやく形になったそれの初めての実戦テストが今である。

「……一応は、その、一番好きな色です」

　髪先をいたずらに弄いじりながら彼女はそう言った。なんでもないような、その実、照れや何やらが透けて見える音色の声。

　基本的には表情は薄くクールだが、知り合った当初よりかは、色々な彼女を見られるようになった気がする。それなりに打ち解けられてきたのかもしれない。

「あの鳥が出た時も、父がこの色の子をすぐに見つけてくれたりして」

「お父さんと見たんだ」

「……家族で、です。……そろそろ喋るのは終わりにした方がいいでしょう」

「……そうだね」

　幹人たちが今歩いているのは街の中ではない。初めてザザに出会った場所、魔物の出る森の中だ。そろそろ、獲物に出会ってもいい頃合いである。

（ザザは想そう話わ、使えないんだよな……）

　ザザは幹人たちが想話と呼ぶ事にしたテレパシーを使えないらしい。と言うよりか、そんな事をできる人間を他に知らないと言っていた。

　これについては、より実験と考察を加える必要があるだろう。

　しばらく無言で森を進んで、ガサッと音がしたのは十分ほどしてからだろうか。

　いた。茶色い兎うさぎ、その数、ちょうど三つ。

　無言でぽん、とザザがこちらの背中を叩いた。見ているからやってみろ、そういう合図である。

　よし、と胸中気合を入れて、幹人は手に持ったそれを握りしめる。

（頼むぞ、試作魔導杖ver1.0）

　全長一メートル半ほどのシルエット。細長い棒状で、先端側の五十センチと柄側の十センチほどが四角い形に太くなっている。

　素材は木と金属。抱えて歩くにはそれなりに辛つらいずっしりとした重さが、今は少し心強い。

　いざという時にザザが控えてくれているという安心感を背に、きちんとテストを繰り返して実戦レベルにまで押し上げたという自負のあるこの自作魔道具を手に、幹人は魔物たちへ向け一歩、足を踏み出した。

　わざと立てた足音に反応、兎たちがこちらを向く。不意打ちで勝っても仕方がない、こいつらくらい、正面からやらねば。

「……ジャアアアッ！」

《ショット！》

　短く念じたのは頭の中、そして発されたのは声でなく想話。同時、魔導杖へと魔力を注ぎ込む。

　それに反応し、魔導杖の先端へ純白の光球スフイアが発生。すぐさま放たれまっすぐ進み、こちらへ飛びかかっていた兎の顔面に命中した。

「ジャア!?」

　声を上げて吹っ飛んだ兎は、近くにあった太い幹に激突、そのままずるりと地面に落ちて動かなくなる。

（……次！）

　残る二体も戦闘態勢、こちらへ飛びかかる構えである。同時に撃ち落とすのは辛い、であれば採るべき選択肢は。

《シールド！》

　幾つかの数値をイメージしながらそう念じれば、幹人の眼前に白く輝く半透明の板が出現する。形状は正方形、大きさは縦横約二メートル。

「グギャッ」「ギ……ッ！」

　出現した光の盾に弾かれ、二体が地面に転がった。バックステップで距離を取りながらも、好機を逃すまいと杖の先端を一体に向ける。

　シールドが消えたタイミングでショットを念じ、放った光球は見事その茶色い身体へ直撃、黙らせる事に成功する。

　残るは一体、視界の端で捉えていたそいつは形勢不利と判断したか、ふらつく身体を疾走させて逃亡を図っていた。

「逃すか……！」

　彼ひ我がの距離はあっという間に七、八メートル。しかし幸い、その間に障害物はない。

《ショット・ラージ！》

　ショットを念じて発生する光球は直径十センチほど、テニスボールよりもやや大きいといったところだ。対し、ラージを付与した場合、発生するのはその十倍。直径は一メートルに届く。

　魔力消費も杖への負荷も大きいため連発はできないが、ここぞというところで強力だ。

　作り出された一抱え以上のその大球は空気を押しのけるような勢いで飛び、逃走する兎の背中へ食いかかる。

　鈍い衝突音と焼け焦げるような響きが重なり、光に呑まれた兎はどうやら、その命を散らしたようだった。

「…………ふー」

　止めていたらしい息を吐き出して、気が付いてみると手が少し震えている。

　勝利の歓喜か、戦闘の恐怖か、殺害の実感か。

　多分、そのどれもだろう。

「……私の出番はありませんでしたね」

「ザザ」

「心配なんて、要りませんでしたか」

　ザザはそう言いながら、一番近くに転がっていた兎の屍し体たいを確認する。

「死んでますね。……一撃で、ふうん」

「ザザが後ろに居てくれると思ったから戦えたようなもんだよ」

「謙けん遜そんしないで下さい。私は今、あなたと戦うならどうするかなと考えてます」

「勘弁してくれ」

　魔法を教わり、開発にも色々と協力してもらったおかげで実感としてわかっている。彼女は、自分がまともに相手にできるような人間ではない。

「……まさか本当に、魔道具で戦闘レベルの魔法を発現するなんて。特異ですね、間違いなく。戦闘能力そのものというよりかは、そういう事のできるものを作り出す力が」

「一応、俺たちが一番誇れるスキルってそういう方面のモンだからね」

　試作魔導杖ver1.0、試作の冠かんむりはまだ取れなさそうだが、それなりに自信作である。

　幹人たち機械科勢がまず取り掛かったのは、魔導杖の筐体を作るための工作機械を作る事。「ものを作るためのものを作る事から始めるの……？」という妹の疑問の視線が思い出されるが、重要な事なのである。

　森のガレージにある電動工作機械をベースにし、ビラレッリ邸にあった魔道具から諸々容よう赦しやなく部品を抜き取って組み上げた魔力稼働式工作機械シリーズは、単純で力ちから業わざな出来だが役割を果たせるだけの機能は持たせられた。

　それが完成したあたりで、電気科勢及び魅み依いもかなりのプログラム作成が可能なところまで開発機の仕様を把握。

　照てる治じいわく、最大の功労者はやはり魅依らしい。彼女がいなければ到底不可能だったと語っていた。

（やっぱかっけえよなー、みぃちゃん先輩）

　技術者を志す人間として、同じ学校、同じ部の後輩として素直に誇らしい。

　そこからは怒ど濤とうの勢いだ。仮説・実験・検証・考察のサイクルを幾度となく回し、いかに精確に、いかに簡単に、いかに強力に魔法を魔道具で発現させるかという一点を研究し続け、実際にものとして作り続けた。

「出力はかなりのものでしょう、魔道具のそれじゃありません。……人間がその場で組む魔法と同じような柔軟さがあるというのも、決まった動作しかできないはずの魔道具にしては異様です。さっきの光の盾、自分の好きな位置に出せるんでしょう？」

「好きな、ってほどじゃないけどね。でも、うん、それなりに指定できるよ」

　まだ精度がかなり甘いのだが、ある程度狙った位置、狙った角度で発生してくれる。

　従来型の魔道具では、物理的なダイアルやボタンで調整しない限り魔法を決まった位置や方向でしか出せないので、戦闘において自由度や対応力がないという欠点がある。

　さらに言えば、魔導杖には将来的に様々な魔法を搭とう載さいしたいという思いがあるので、使える魔法を一つ増やす度にそのための操作ボタンやコマンドも増えていくというのは設計としてよろしくない。

（手前味噌だけど、想話を応用するってアイディアは最高だったな……）

　使用者が考えてる事をダイレクトに信号として魔道具に伝えられれば、こういった問題は解決するだろう。例えば、脳波コントロールのように。

　そう考え、幹人が案として出したのは、想話を応用する事だった。

「私には仕組みがまったくわかりませんが」

「うーん、ほら、俺たちが使えるテレパシーあるでしょ？　簡単に言うと、あれで魔道具に命令を送ってるわけ。この魔法をこんな風に発動させて欲しいなーって」

「ああ、あの謎の……そんな事ができるんですね」

「できるようにしたって言いたいかな。結構頑張ったんだ。結構ってかめちゃくちゃ」

　この脳波コントロールならぬ想話コントロールの開発もそれはもう地道な努力と苦心の連続だった。完璧だとは言えないがギリギリ実用という現状のレベルまで押し上げるまでに、どれだけ頭と手を動かしたものかわからない。

「脳波とかよりはるかにわかりやすい特性だったから助かってるけど、でもやっぱりまだまだ精度がなあ……ノイズの問題もあるし……あとは」

　言いながら、手に持った杖を見る。先端の四角く膨らんだ部分を触れば、わずかな熱が指に伝わった。

「それは何を？」

「ん、やっぱり熱持ってると思って。エネルギーロスがあるんだよな……。このくらいの戦闘だったらいいけど、長引くと中がダレる可能性が高い」

「よくわかりませんが、失敗作って事ですか？　しっかり戦えていましたが……」

「失敗作じゃないよ、だけど改善点はたくさんある。想話コントロールに対する精度もそうだし、熱の事もそうだし、筐体が長くて重すぎるっていうのもなんとかしたい。……想話信号受信部と信号処理・演算処理部分の距離を長くとらないと干渉し合うっていうのがなあ、原因なんだ。でなきゃもっと小さく軽くできるのに」

　戦闘前はずっしりとした存在感が心強いと思ったが、いざ戦ってみるとやはり、この重量も長さも取り回しが厳しい。

「なにより、まだまだ出力は出せるはずなんだ。おっかなびっくりの設計だから安全係数を大きく取ってて、これはかなり制限がかかってる」

「……本当ならもっと威力が出る、って事ですか？　いや、言っている事はよくわかりませんが。……そもそも、今更ですが戦闘終わりの会話じゃありませんよね、これ」

　呆れたようなザザの言葉はきっと、実に道理だろう。

「やっぱりあなたたち、ちょっと変です。そもそも周りから見たら、ああやって原初の魔法……ミキヒトさんたちは星せい命めい魔法の方で呼んでますけど、あれを使ってる時点で相当な変人扱い決定ですよ」

　ザザの言葉通り、兎相手に使ったショットもシールドも種別で言えば魔力を魔力のまま扱う、人間にはイメージが難しく使いづらい、原初の魔法と呼ばれる類のものである。

　ちなみに幹人たちがそれを別名である星命魔法で呼んでいるのは『字面に浪ろ漫まんがある』というだけの理由である。

「色々試したけど星命魔法がベストなんだよ。形や大きさ、硬さやら色々を変えられるから弾丸にもシールドにも他のものにもなるっていう自由度と、なによりバカみたいな効率の高さね」

　単純に同じ量の魔力を使い、星命魔法で光球を出して撃ち込む場合と土属性魔法で土つち塊くれを生み出して撃ち込む場合とでは、比較にならないくらいに前者の方が威力が高い。

　これは、形や性質は変えるとしても魔力を魔力のままで使用する星命魔法に比べ、魔力を存在として別のモノに作り変えて使う他の魔法では変換によって大きなロスが発生しているのだろう、という論が幹人たちの中では優勢だ。

「人間にはイメージが難しくても、魔道具ならコードで書けば扱えるし」

「傍はたで見ていて単純にすごい光景ではありますけどね、星命魔法をまるで普通の魔法のように戦闘で繰り出す姿というのは。……それで、どうしますか。三体狩りましたから、冒険者登録のための証拠品はこれで集まりますが、まだ何体か？」

「狩っていきたい。なるべく実戦での使用データを取りたいんだ」

「そこは戦闘経験を積みたいって言うところです。そういうところが変なんですよ」

　そのもっともな彼女の言葉には苦笑するしかなかった。




「そろそろ帰りましょうか。日が暮れます」

「そうだね。みんなに心配かけてもいけないし」

　空はそろそろ赤くなる頃合い。ビラレッリ邸でこちらの帰りを待っている面々を思って、幹人はザザへそう返した。

　二人で揃って歩く足取りは、重いようで軽いようで。身体は疲れているが精神は元気なのだ。

「結構狩れましたね、次は私なしでも平気でしょう。不意の一撃さえ食らわなければ」

「それが問題なんだ……、身体強化を魔道具で発動する目め処どが立たなくて。打たれ弱いまんまだ」

「それくらいはまともに練習しろって事でしょう。身体強化をモノにするコツは、魔法の練習だけじゃなくしっかり運動もする事ですよ」

「……うーん、でも、だってさあ」

　別に運動が嫌いなわけじゃない、わけじゃないが魔導杖作りという運動などよりもやりたくてやりたくて仕方のない事があるのにそれを我慢するというのが難しい。

「……っ」

「……ザザ？」

「……いえ、だって、あんなに頭が回って難しい事もべらべら喋るのに」

　少しだけ、でもはっきりと。

　口の端が上がった彼女の顔が、夕日の赤に照らされて幹人の瞳に輝く。

「そんな、子供みたいな顔。……ふふ、やっぱり、変なの」

　多分、これはきっとあまりに不意にやってきた、しかも初めて目にする事になる、ザザ・ビラレッリの笑顔なのだろう。

「……ザザって、ほんとに歳下の女の子なんだね。いや、もう三十日以上の長い事お世話になってる身でそんな風に言うのもなんだけど」

「なんですか、いきなり」

「ほら、最初なんてめっちゃ怖かったからさ」

「……別に今だって」

「そんな事ないよ。……ほんとにあの時、ザザがここに来てくれてよかった」

　彼女が偶然通りかかって、その面倒見の良さで助けてくれなければ自分は今頃こうしていないだろう。よしんばあの状況をザザ抜きで切り抜けられていたとしても、その後で結局にっちもさっちもいかず詰んでいた可能性も高い。

「……ミキヒトさん、あの、ずっと聞きたかったんですが」

「え、なに？」

「……なんであの時、追ってきたんですか？　……結構本気で脅おどしつけたつもりだったし、実際、あんな風にする私にまた話しかけようなんて人、今まで誰もいなかったのに」

　どこか俯きがちで呟かれたのは、今更と言えば今更の、今だからと言えば今だからの問いなんだろう。

「ああ、だって、それはそれぞれ独立だからさ」

「は？」

「ええっと、だから、別問題？　個別の話？　ザザの口調とかを怖く感じるって事と、ザザがしてくれた行動が優しい人のものだって判断する事は」

　それはそれ、これはこれ。常々心がけ、よく言う持論の一つだが、特にクセの強い人間が多い高専などに通っていると、有用な考えだと思える事が多い。

「……やっぱり、変なの。あなたたち全体的にそうですけど、その中でも、またちょっと違うっていうか」

「たまに言われる」

　照治なんかは、悪あく食じき系人付き合い主義者という表現をしてくるくらいだ。

「呆れるとは思うんだけど、広い心でこれからも接してくれると嬉しいかな」

「……今日の様子。あれだけ戦えれば生きていけるでしょう。あなたたちに私はもう必要ないと思いますが」

「必要不必要だけで人付き合いできるほど賢くないんだ、好き嫌いのが比重が大きい。ていうかさ、俺としてはもう友達のつもりなんだけど……」

「……友達」

　そんな話をしている内に、やがて森を抜ける。草原の向こうに街の姿が見えた。遠目にやはり、ぐるっと廻めぐるあの壁は圧巻だ。

「……ミキヒトさん」

「ん？」

「あの家、広くて、そこそこ古くなってて。だから、掃除しても補修しても、終わりがあるわけじゃないと思うんですよ」

　突然の彼女の台詞せりふは、こちらを一切見ないで放たれた。

「ザザ？」

「だから、別に、好きに住んでくれていていいですよ」

「……それは」

「私が帰ってこなくっても」

　その言葉に吸い込まれるようにして、幹人は彼女の横顔を見る。夕日の塗布する赤の中、彼女の翠の瞳はなぜか、ひどく濃い影を纏まとったようで。

「私がどういう依頼ばかりを受けているか、それでどんな風に言われているかくらい知ってるでしょう」

「……そりゃ、一応。だけど、」

「父に」

　幹人の声を遮って放たれた言葉は今までで一番硬く、それでいてどこか虚うつろな響きがあった。

「父に、会わなきゃいけないんです。待ってるんです、私は。だから、依頼を。私は、だから」

「ザザ……？」

「……友達って、言ってもらっても、…………いえ」

　突然流れた不穏な空気を振り払うように、ザザは小さく頭を振った。それは同時にこの話はお終いだという断言でもあるようで、踏み込む事を躊躇わさせる。

「お腹なか、空すきましたね。今日の当番は当たりの人ですか」

　結局、彼女はそんな風に下手くそに話題を変えて、しかしそれに乗らない思い切りなんて、持つ事ができなかった。

「塚つか崎ざきさんと照兄と咲さき、だっけなー。塚崎さんは大当たり、照兄は堅実。咲はどうかな、感覚派だからなあ」

　だって、足りな過ぎる。

「……でも、そういうところも、天てん真しん爛らん漫まんって感じで可愛いですよね、あの娘こ」

「いやあ、本人に言うと調子に乗るからあんまり言わないけどほんと可愛い。マジで」

　ザザ・ビラレッリを知らな過ぎて、その中に踏み込むにはあまりに、手にする装備が足りな過ぎる。

　彼女がどうやって笑うのかだって、やっとついさっき知ったような体ていたらくなのだ。

（……品位と礼儀に欠けるかもしれないけど、ちょっと聞いて回るか）

　世話になっている恩人の事をあれこれ詮せん索さくするのは気が引けて、今まで街の人たちにザザの事情を積極的に問うた事はなかったが、幹人はその方針を変える事にした。

　変えなければならないと思った。あんな瞳を見てしまったら。

　濃い影を纏ったような──まるで光を追い払ったような、そんな瞳を見てしまったら。

　どうしてかははっきりと言えないけれど、放っておいてはいけないと思ったのだ。

　咲の事を感覚派だなんて、これじゃあ言えないかもしれない。





　　　　◇◆◇






「遅くなりました、ご確認をお願いします」

「あなたは……はい、では失礼しまして」

　翌日、幹人が一人訪れたのは協会支部だ。冒険者登録に必要な兎討伐の証拠が昨日の魔導杖試運転で揃ったので、とりあえずとやって来たのである。

　以前に対応してくれた受付嬢、リュッセリアに兎討伐の証である牙を三組手渡すと、彼女は手際よくしっかりとチェックした後、感心したように頷いた。

「はい、間違いありません。……依頼、達成です！」

　ぐっと握りこぶしを両の手で作って、にっこり笑う様が可愛らしい。

「やたっ、ありがとうございます！」

「……ええと、こう言ってはなんですが、その」

「いいんですいいんです、意外でしょう。日数もだいぶ経っちゃってますし」

　依頼を受けてから三十日以上が経過しているので、普通に考えればもう諦あきらめたものかと思うところだろう。

「すみません、不見識を恥じます。……では、手続きをしてしまいましょう！」

　その後、書類にサインをしたり手形やらを取ったりと細々とした事務作業が進む。

「後はほんの少し待っていてもらえれば、冒険者証ができ上がりますので」

「はい。……あ、そうだ。じゃあその間に……ちょっとお聞きしたい事があるんですけど、いいですか？」

　少しだけ声を潜めた幹人に、リュッセリアは合わせるようにして顔を近づけてきた。

「……なんですか？　秘密のご相談とか？」

「いえ、秘密っていうか、おおっぴらに聞きまわるのも失礼だなって話で……ザザの事なんですけど。ザザ・ビラレッリ、今、俺たち、彼女のお世話になってて」

「あ、はい。そんな噂うわさは聞いています」

　特級冒険者ともなれば有名人だろうし、そんな彼女の家に変な奴らが住み着いたとなればそれは噂にもなるだろう。

「それでですね、……彼女のお父さんってどうされているんですか？　本当に全然、帰ってきてない？　なんか色々あるみたいで、ザザに聞くのもちょっとなあっていう感じで……リュッセリアさん？」

「……え、……と」

　多少の予想はしていた。答えづらいだろうなという想定くらいは。

　だがリュッセリアがその顔に見せた表情は、明らかにこちらが身構えていた範囲を逸脱するものを予感させる色をしていて──それは、負の方向に。

「ザザさんのお父上、リジア・ビラレッリさんはもう、亡くなられています」

　そして彼女は、そんな事を言った。

「……や、待った。……ごめんなさい、え、……もう一度、お願いできますか？」

「……はい。ザザさんのお父上は既に亡くなられています。三年前にご病気で」

　至近距離で受けた言葉を思わず聞き返す幹人に、リュッセリアはそれも仕方ないといった顔で、そんな風に詳くわしい情報を足した上でもう一度繰り返してくれた。

（……死ん、でる。…………死んでる？　……そんなはず、いや、だって、ザザはお父さんを）

　待っている、そう言っていたはずだ。会わなきゃいけないとも。

　では、彼女は父親が生きていると信じている？　そう信じられるものがあるのかそう信じなければやっていけないのか、どちらの理由かはともかく。

　危険な依頼を受けているのも彼を探し回るためとか、そういう事か？

　それならば、それならばまだ、それは前向きな話だ。だが。

「っそ、れは、確か、なんですか？」

「ご遺体は、私も含め葬そう儀ぎの時にたくさんの人が見ています。もちろん、ザザさんも」

「…………そう、です、か」

　とりあえず通り一遍の情報だけでもという気持ちで聞いたところに予想もしていなかったボールが飛んできたせいで、うまく口も頭も回らない。

「……ザザさんが無茶な依頼ばかりを受けていくようになってしまったのはそれからです。何度も何度も、お止めはしているんですが」

　語るリュッセリアも暗い表情で、それはそうだろう。彼女は自分たちなんかよりもザザとは付き合いで言えば長いはずだ。

「二、三日前にも、またものすごく危ない依頼を受けていかれました。……多分、今日か明日にでも出発されると思います。……私には、それを」

　止められない、とは口くち惜おしさゆえか、最後まで言わずにリュッセリアは言葉を切って下唇を嚙んだ。

　その後、当然のように会話は弾まず。

　気がつけば、幹人の手には冒険者証が手渡されていた。その小さな金属の板にはこの国の言葉で幹人の名前や五等となる冒険者ランク、それからブレイディアというこの街の名前やらが掘られていて、本当ならやっと手にできた事に喜びの声を上げていたはずだった。

「その……おめでとうございます。これで、ミキヒトさんは文句なしに冒険者ですよ」

「あ、はい……」

　それから、協会支部を後にするまでどんな受け答えをしたのかはあまり覚えていない。

　ただ、帰りしなの幹人へ「……なるべく、傍にいてあげてくれませんか」と言ったリュッセリアの言葉は、耳の奥深くに突き刺さっていた。

　ザザの屋敷に帰る道すがら、街中は髪色服装様々な人々の賑にぎわう声、彼らのかじる料理の匂においなんかに満ちて、今日も色鮮やかだ。

　だが、幹人の意識はそんな外側には向かない。

　今さっき聞いた話と、昨日彼女が言った言葉や見せた表情が頭の中でごちゃごちゃになっている。

（……ああ、…………ああ、くそ）

　それでも、それなりに働く頭は最も論理的に筋道の立った結論を導き出してはいた。

『ザザさんはお一人でここに住んでるんですか？　そのお父さんは……』

『待ってるんだけどね』

　それは、確か彼女と初めて会った日、父親について聞いた咲との受け答え。

『父に、会わなきゃいけないんです。待ってるんです、私は。だから、依頼を。私は、だから』

　これは、つい昨日の言葉。

　よくよく思い出してみれば彼女は、言っていない。

　待っているとは言ったが、『父を』と『待っている』をぴったり繋げて自分で口にした事は、一度も。

　噓を吐ついたわけでも本音を言ったわけでもない、その微妙な外し具合が彼女らしいと、そんな風に思ってしまった。

　そう思うからには、幹人の中で結論は既に出ていた。

　彼女は、父親を待っていたわけではないのだ。彼女が待っていたのは──。

「……いや、…………いや、いや」

　やっぱり、知らな過ぎる。とにかく事情がわからな過ぎる。

　特に、ザザと彼女の父の間に何があったのか。こじれていたのだろうなという事は想像が付くが、どういう絡まり方なのか。そういう事がわからな過ぎる。

　彼女に直接聞いてみるのはもっての外ほかだろう。なら、もっと街の人たちに。

（……それから、屋敷をもうちょっと漁あさるのもアリだな）

　日記かなにか出てきたならしめたものだ。故人のそれを勝手に見るのはマナーどころかモラル違反だろうが、状況が状況なので許して欲しい。

「あれ、てか……そう言えばなんかあったよな」

　ビラレッリの屋敷へ帰る足を早めながら、そんな呟きが口から溢れる。そうだ、確か、魔道具が山と置かれた部屋を掃除していた時に、紙束が出てきた気がする。その後の照治との盛り上がりですっかり忘れていたが。

　もう一度しっかり見てみようと心に決めて、とにかくと幹人は足を動かした。




　ピンク色のなにかが通った。そんな認識が精一杯だった。

「……え、ザザ……か？」

　消去法。あんなに素早く移動する物体で、あの淡い桜の色合いをそれなりの面積で有しているのは彼女以外に知らないのでそう判断しただけだ。

　ビラレッリの敷地に入って庭を抜け、玄関先に着いた矢先の出来事である。立派で重厚な扉が突然凄すさまじい勢いで開き、そこからピンク色を多めに持った人影らしきものが閃せん光こうじみた速度で飛び出して幹人の脇を抜けて行った。

（……なんかあったのか？）

　あんな事実が判明したタイミングで実に間が悪いが、揉もめ事の匂いがする。

　あっという間の出来事に固まっていた身体を動かして、幹人は開け放たれたままの扉から屋敷の中に入った。

　とにかくと向かったのは食堂や作業部屋と並んで広い面積を持つ、とりあえず皆がなんとなく集まって雑談している事の多いダラダラ部屋と呼ばれている場所だ。そちらから話し声やらが聞こえる気がする。

「なああんでこんな時にアメちゃんいねええんだよおおお！　こういうのはアメちゃんになんとかしてもらわねえとさああああっておおおおお帰ってきたああああ!?」

　入った部屋は正解だったらしい。足を踏み入れるなり、びしっとこちらを指差す犬いぬ塚づかの絶叫が迎えてきた。

　ソファやらが置かれた部屋を見渡してみれば、大体の部員が揃っているようだった。

「なんかさっき、すごい勢いでザザらしき影が質量を持った残像みたいな動きでどっかへ飛び出して行ったんだけど……」

「おにいちゃああああんっ……、ごべんなざあああいっ……！」

「咲？」

　部屋の中央、泣きべそをかいているのは妹だった。彼女はその手に品の良い、しかし可愛らしいデザインの服を抱えている。

「さ、さきが、さきがっ」

「……うん、まずは深呼吸だ」

　歩み寄って床に膝ひざを突き視線を合わせ、妹の手を握りそう言って、とりあえず落ち着かせようとしながらちらりと他のメンバーを見やれば、窓際に居た照治が口を開いた。

「……えっとな、幹人。今日って衣裳部屋の補修をする予定だっただろ？」

「ああ、そうだったね」

　衣裳部屋とはザザとザザの家族が社交の時なんかに使っていたという服が置いてある場所だ。既に一通り掃除はしたが、もし雨漏りがあったら服は被害が大きいから、改めて念入りに壁や天井を見ておくかという話が、昨日の夕食時に出たのだ。

「お前が出かけてる間にやっちまおうって事になって、咲も手伝うっつって入ってな、そうしたら、作業してる内にこういう服が結構出てきて」

「か、可愛くて、だから、だから、ザ、ザザさんに……」

　ビラレッリ家が貴族の社交会に出ていたのは没落しかける前までだと聞いている。つまり、その頃のザザはまだ子供。対し、咲が手に持つ服は大人の女性向けのサイズだ。

「それ、……じゃあザザのお母さんの」

「みたいだ。そんで、地雷だったらしい」

　ちょうど今のザザの背丈に合うような可愛らしいデザインの服を発見した咲が、いつもクールで無骨な衣服しか身につけない彼女に着て欲しいとせがんで。

　爆発は、早かったという。

『……そんな服ッ！　着るわけないでしょッ!!』

　大だい音おん声じようを張ってそう叫んだザザは、一瞬の後、固まった咲よりも泣きそうな顔をしたらしい。そしてそのまま、部屋を飛び出して行った。

「ごべんなざいいいぃ……！」

「……咲、……そうだな、お前が悪くない、とは言えないのかもしれない。けど、お前が悪いんだったら兄ちゃんも含めてこの場の全員が悪い。俺たちは、ザザの事を知らな過ぎた」

「おにいちゃああん……」

「とりあえず兄ちゃんが話してみるよ。その後、皆でごめんなさいして仲直りだ。できるな？」

　頷いた妹の頭を撫でて、立ち上がる。

「行ってくる、……いい？」

　妹を任せても、という意味だ。視線を送ったのは照治と女子勢。

　彼らが頷いてくれたのを確認して、幹人は部屋から足早に出た。

　玄関を抜け、さあ、どこへ行けばいいのだろう。頭と一緒にとにかく、足を回す事にした。
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「……見つけた」

「…………」

　結局、彼女を発見したのは、商店街のメイン通りから二本ほど北に道を外れた細い路地裏だった。要したのが一時間というのは上出来なのかどうなのか。

「……ごめん、あのさ」

「ちがう」

　頭を下げようとした幹人に、壁に背を預けて座り込んだまま、ザザは暗い声で言う。

「サキは、悪くない。……悪くないです」

「……ザザ」

「…………ごめん、なさい。……私です……悪いのは。……私、あの、私……サキに、あんな、どなって……ごめんなさい、ごめん、なさい」

　その声が震えているのがわかって、だから幹人は彼女の隣に腰を下ろした。わずかに熱を持った地面のぬくさが少し優しい。

「……咲はさ、小さいでしょ、背が」

　唐突な話に、彼女の濡ぬれた瞳がこちらを見た。

「あいつ、だからかな、自分と反対に背丈のある女の人っていうのにちょっと憧れてるみたいなんだ。……ザザみたいな」

「……私」

「だからさ、よければ、これからも仲良くしてやってくんないかな」

「……っ」

　俯いた彼女がどこか妹と被って、その頭に手が伸びる。撫でてみると彼女は拒まずに、さらさらの桜色の髪が指先で流れていく。

「……でも、私も、思うんです」

　しばらくそうしていると、ぽつりと彼女は零こぼした。

「私も、サキみたいだったらよかった」

　自分の膝に顔をつけるようにして、少しくぐもった声で、そう零すのだ。

「可愛くって、女の子らしくって、きっと、……ああいう服だって似合う」
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「ザザだって」

「似合わないっ、……私は、あんなの」

　彼女が俯いたまま頭を振って、桜色の髪が揺れる。

「あんなの、あんなの、似合わない。だって、……ちゃ、……ちゃんとした、女の子じゃ、ないから」

「…………」

　黙って、聞こうと思った。自分の言葉を挟むよりまずは、彼女の事情を知らなくてはと思った。

　口を閉じた幹人に、ザザは続ける。

「私は、全然、あんな服が似合うような、ちゃんとした、女の子じゃない……目つきは冷たい、柔らかく笑う事もできなくて、武器を振り回して戦うのが何より得意で、だから、だから、私は……全然、母様みたいじゃない」

　彼女の口から直接初めて出てきたその単語には、一瞬さすがに身が固まった。

「か、母様は、あったかくって優しくって穏やかで、抱き着くといい匂いがして、私とは、全然、全然違って……母様みたいな人が、ちゃんとしてて、私は違くて、だから、……ミキヒトさんたちのこと、変だなんて言うけど、そんな事、私、ほんとは、言えない、ごめんなさい」

　それはまったく謝ってもらう事ではないのだが、やはり口は挟まない。まだ、彼女の言葉を、聞くべき事情を、把握できてはいない気がするから。

　そして。

「……父様は、母様が大好きだった。ちゃんとした可愛らしい母様が」

　ああ、これだ。

　ようやく、そう思った。

　彼女の根幹の一つはこれなんだと、はっきりと。

「それで、母様が死んで、だから、父様は、おかしく、なった」

　濁ったまま中の見えないその声音は、堤防のヒビから僅わずか、溢れ出る泥水を思わせる。

「……本当は、わかっていたんです。なんで父様があんなに魔道具集めに熱中したのか。光の球体を出すあれは貴族の間ではインテリアとして人気があって、……母様は、特にそれが大好きだった」

　ザザの声から抑揚が消えていく。逆説的に、籠こもる激情を示すように。

「好きだったものを集めれば母様が戻ってくるなんて、もしかしたら思っていたのかもしれない。……父様は、耐えられなかったんです。母様がいなくなっちゃったことに、耐えられなくて、だから、おかしくなっちゃって、……でも」

　ザザはそこで顔を上げた。虚ろな表情の中、少し滲にじんでいるのは翡翠色の瞳。

　それは彼女が一番好きな色で、父親からもらった色で。

「ザザ……君は」

「私……──納得いかないんです」

　彼女の白くほっそりとした手が握りしめられて、元から薄い色味をこれでもかと追い出した。

　そこから、堰せきを切ったように速度を速めた言葉が溢れかえっていく。

「じゃあ、私ってなんですか？　私だって、家族だったじゃないですか。娘だったじゃないですか。私が居ても駄目だっていうの。……駄目だったんでしょうね、母様に似ても似つかない私じゃ」

　そんな事ないなんて、軽々しく言えるわけもない。

「母様が死んでから、その眼に私を少しも映さないまま、結局、流行はやり病やまいで身体を壊して父様も死にました」

　それが寂しくて、何より悔しい。

　語る彼女の口調はあまりに虚ろで空寒く、だからこそ耳に刺さる。その淡々とした声色が感情の、あまりに煮詰まり過ぎた故ゆえなのだとわかるから。

「だから、確認を、しなきゃ」

「確認、お父さんに……？」

「一言でいい、愛しているって言ってもらわなきゃ、気がすまない」

　死にたがりというあの口の悪い女冒険者の言は、揶や揄ゆどころか比喩ですらなかった。

「そのために、私は、あっちに逝いかなきゃいけないんです」

　彼女が死にたがりというのは、あっさりとしたただの事実。【血染め桜】のザザ・ビラレッリが本当に髪を染めたかったのは、返り血ではなく己おのれの血。

「だから、君は危険な依頼ばかり受けてる」

　彼女は、そうしてずっと『待って』いたのだ。父親のもとへ行ける機会を。

「……ほんとかどうか知りませんけど、一緒のところに逝けないんだそうです、自分で死んでしまうと」

　こちらの宗教事情はわからないが、彼女の教わってきたものではそうらしい。

　ぐっ、と目元をぬぐってザザは立ち上がった。死にたがりの彼女が立ち上がった。

「ザザ？」

「……このまま、受けた依頼の場所に向かいます」

「っいやいや待った、装備も武器もまともに揃ってないでしょっ、てか！　……その」

　慌てて同じように腰を上げ引き止めようとして、しかし言葉に詰まった。

　こんな時、なんて言えば。

「私はあなたたちを利用しようとした。あなたたちも私を利用した」

　躊躇うこちらを見透かす彼女の瞳は冷たく、そしてやはり、どこか虚ろ。

「お互い都合が良かっただけの、それだけの関係でしょう。私が私のしたいようにする事に、何か文句がありますか」

「……文句はないけど！　でもっ」

「装備は、最低限くらい、いつも身につけてますし、買って揃えられます。武器も……適当なものを。なんでもいいんです、硬くて重くて殴れれば……だから」

　それから、ザザはこちらの顔を見なかった。

「あの、サキに、……ごめんなさいって、伝えておいてくれませんか」

「それは自分で言ってくれ、頼むから、なあザザ……ザザッ！」

　素早いなんてものじゃない、それはまるきり閃光のようだ。一瞬、桜色が美しく翻ひるがえったかと思うと、彼女はもうそこにはいなかった。
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「みき君、これ……」

「……え？　あ、ああっ、ありがとうみぃちゃん先輩」

　コトリ、と幹人の目の前に置かれた黒い金属製のプレートにはごろごろとした肉や野菜、それらと一緒に炒いためられた太い麺が載っている。

　大変にお気に入りの一品であり、適当に何か、という雑なリクエストだったのにもかかわらずピンポイントでこれを選んできてくれた魅依は、こちらの隣に座る。少し量は控えめだが同じようなプレートに載った料理を、彼女は自身の前にも置いた。

「食べよう？　冷めない、うちに」

「……そうだね」

　魅依に勧められ、幹人はフォークに似た食器をとりあえず握った。

　日が落ちて、夜。結局ザザはもう街のどこにもおらず、どうやら本当に依頼を果たしに出発してしまったらしい。

　ビラレッリ家に帰って路地裏でのザザとの顚てん末まつを皆に報告したはいいのだが、家主と気まずく別れたというのに彼女の屋敷で食事を作るのも食べるのもどこか座りが悪く、結局、メンバー全員で今日は外食をする事となった。

　やってきたのは冒険者協会裏手にある大きな広場。昼食時と夕食時になると中央部分に椅い子すとテーブルが雑多に用意され、それを囲うようにいくつもの屋台が並び、フードコートのような様相を呈する。

　ロボ研一同も何度か利用しているため勝手は知ったるもので、誰かがテーブルを確保している内にその他が各々、好みの店で料理を調達するというスタイルができ上がっている。

「…………」

　いつもならがっつく、少し醬しよう油ゆに似た匂いのするソースが混ぜ込まれたその一皿に、しかしやはり手が伸びない。

　料理の調達を申し出てくれた魅依の言葉に甘え、テーブル確保係として呆ほうけたように座っていたのも、自分で食べたいものを選ぶなんて事ができる気分ではなかったからだ。

「……ザザさんの、事？」

「……うん。……あの、さ。…………前に、哲学の講義でさ。……なんて言えば止められるかって授業をね、やったんだ。……自殺しようとしている人を、なんて言えば止められるか、って」

『だからね！　ないんですよ！　もう！　自殺しようとしてる人をね！　それはいけない事だって止められるような絶対正しい理由なんて、社会的にも生物的にも法的にも宗教的にも！　んなああああああああああんにも！　ないのッ!!』

　キャラの濃さで有名だった哲学の担当教諭がそう叫んでいたのを、よく覚えている。

「自殺したらいけないなんて本来、誰もが誰にも言えない、って、先生は言ってて。俺はそれを聞いたときにさ、……確かになあって思ったよ。死ぬ事を選ぶのも、その人の生き方だ」

「……私も、同じ授業受けた。……でも、先生、最後にこうも、言って、なかった？　『だから、君が死んだら俺が寂しいからやめてくれ、って言うしかないんだ』って。そうやって、ワガママを、言うしかないん、だって。それがきっと、友達なんだ、って」

「……友達、かな。俺たちと、ザザって」

　ぽつりと、テーブルを向いて零した言葉はいかにも情けなかった。

「利用し合うだけの、お互い都合が良かっただけの関係だろうって、言われたんだ。……ザザが俺たちみたいな怪しい奴らを家に受け入れたのって」

「あわよくば殺してもらおうと思ったんだろうな、それが俺たちと関わるあの娘側の利点だったわけだ」

　言いながら幹人たちの対面に座ったのは照治だった。シチューのようなものに細い麺が浸された料理をテーブルに置いて、彼は食事を開始した。

　お前もちゃんと食え、そうこちらへメッセージを送るように。

　見れば、他の部員たちもちらほらとテーブルにやってきては食事を始めている。

「望み通りにしてやるのもいいんじゃないか。むしろ、恩を返すならそれこそが俺たちのやるべき事だとすら思うぞ、俺は」

「……照兄、それは、俺たちがザザを殺すってこと？」

　部員たちは、こちらの会話を口を挟むでもなく窺うかがう気配だ。

「そうだ」

　そんな空気の中で料理を食べながら、照治はなんでもないように頷く。なんでもないはずがないのにそう振る舞う姿に、彼なりの意思を感じる。

「無茶な依頼を受け続ければ、その内、例えば毒やら何やらでめちゃくちゃ苦しい死に方を迎えるかもしれない。または弱ったところをどっかの悪党に捕まって、むごたらしい目に遭う可能性だってある。だったらその前に、すっきり一思いに殺してやるっていうのも、死にたいっていう人間に対する選択肢としてはアリだろう。幹人、これはなにか間違っているか？」

「………………」

　照治の言葉は極論のようでその実、ひどく現実的だった。返す言葉が出てこない。

「ザ、……ザザさんの、死を、願っているのは、確定している、人数で、ザザさん一人、だけです。でも、少なくとも、私たち、十二人は、彼女の死を、願ってはいない、はずです。部長だって」

「そうだな、死にたいのなら楽に逝って欲しいというだけだ」

「だ、だから、数の論理、では、彼女の命を奪う、というのは、誤りの、はずです」

　人に面と向かって反論を展開するのは性格上、魅依には極めてハードルが高い行為のはずだ。それでも彼女がそうしてくれているのは、自うぬ惚ぼれでなく、俯いて黙ってしまっている自分のためなんだろう。

「それは、彼女が彼女の事について投じる意見の一票と、俺たちが彼女の事について投じる意見の一票を、同じ重さに揃えればな。その条件設定、俺は適切ではないと思う。当人と他人の意見が同じ重さのはずがない。お前らしくもない強引な論だ、三みつ峯みね」

「……です、がっ」

「みぃちゃん先輩、いいんだ。ありがとう」

　俯く顔は上げられないけれど、いつまでも黙っているべきじゃないだろう。

「……昨日今日の話じゃなくって、三年間だ。三年も、ザザは殺されたくて、ただそれだけで危ない任務を受け続けてる。そんなあの娘に俺たちがなにかをできるんなら、それは照兄の言う通りの事だと思う」

　そこまで息を吐き出し続けるように一気に言って、最後に呟く。

「……でも、じゃあ、俺たちがあの娘に会ったのは、あの娘を殺すためって事になる」

「結果論では、そうなるな」

「……なんか、俺はそれが嫌なんだ。……俺は、勝手に、友達になれたと思ってて、この世界に来て初めての。……嫌なんだ。あの娘と会えたのがそんな理由だなんてのが」

「……出会いに理由、ロマンチシズムだなそれは」

　エゴイズムと切って捨てないあたりが、結局この兄貴分は弟分に甘いと思う。

「何か、……何かないのかな。俺たちがザザに、照兄が言うような事以外で、できる事って」

　照治は、コップに注がれた水をぐいっと呷あおった。

「……そうだな、何かあればいいと俺も思う。これは本心だ、そう思ってる。……だが幹人、俺たちは心のケアのプロじゃない。適切な知識も技術も、道具も経験もない。……なあ、何ができる？　そんなに重たい心の痛みに、ただの素人の俺たちが。……最悪、引きずられかねない、俺はそれが心配なんだ」

　照治の声は、だんだんと優しく諭さとすような口調になっていった。

「確かに、お前は抜きん出てコミュ力が高い。だが、だからこそ人に入れ込み過ぎる。良いところではあるんだが、特にこんな異世界なんつう何が起こるかわからん厳しい環境では、それは命取りに、」




「おーいンだよヘニャチン野郎じゃねえか！　へいへい元気かあ!?　まだ冒険者になれてねえンだってえ!?」




「……今は勘弁しろ。黙っててくれ」

　もはや表情すら変えずに、照治は彼の背後から響いた言葉に低い声で返した。

「あ？　ンだよ？」

　これで会うのは三回目、自分たちと同じく夕食に来たのだろうそう言えば名前すら知らない口の悪い金髪の女冒険者は、照治から以前のようなトーンでの反撃が来ない事に眉を顰ひそめた。

　それはそれで気に食わない、と言ったところだろうか。

「どうしたどうしたマジで玉無しになったわけ？　あーん？」

「なんでもいいからあっちに行ってろ。今はお前に構う空気でも気分でもない」

　していた話が話だけに、照治の対応は引き続きクールだ。ここらへん、さすがは部の中では最年長の人間らしい対応である──。

「ンだよ……だったらこんなど真ん中で飯なんか食ってんじゃねえっつの。雑ざ魚この変人どもは隅っこで食え隅っこで」

「んだとてめええええこのクソビッチがあああああッ！」

「いやいや噓だろ空気読んでよ部長……」「頼みますよマジで……」「ほんとマジで、今はそういう感じじゃないでしょ……」「気持ちはわかるけどさあ……」

　感心をした直後にこれだ、お約束じみた展開ですらある。部員たちからドン引きの言葉が漏れた。

「てめえこそ地中にでも埋まって飯食ってろやァ！　さっきなんて言いやがったァ！」

「あんだテメエいきなりキレやがって！　クソ雑魚なのは事実だろうが！」

「そこじゃねえ！　変人が弁えて隅っこに行けっつったか!?　ああ!?」

　周りの呆れた雰囲気などどこ吹く風、椅子を蹴けり飛ばす勢いで立ち上がり、実力ではこちらを遙はるかに勝るだろう女性をその長身で上から思い切り睨ねめつけて、照治は怒鳴る。

「ふっざけんな！　俺らは確かにド変人だがだから何だ!?　中央にいちゃ悪いのか!?　まともな人間のが偉いのかああん!?　人の中学時代の担任みてえな事言いやがって！」

「い、意味わかんねえ事言ってんじゃねっつのなんなんだよ！」

　照治の中にある面倒な類の怒りスイッチを踏み付けてしまった女性は一瞬ひるんだが、そこは流石の勝ち気さで態勢を持ち直す。

「偉そうにアタシに意見すんな！　冒険者でもねえクセして！」

「明日にでもなってきてやんよ！　現にもう一人は立派に登録すましたっつの！　おら、幹人見せてやれ！」

「わかったわかったよ……はい、これ」

　ツナギの内側ポケットに入れておいた冒険者証を見せれば、女性は渋い顔を作った。

「……マジ？　…………いやいや、だからなんだ！　冒険者登録ができただけだろうが！　偉ぶんのはなあ！」

　彼女は腰元のバッグから数枚の紙片を取り出して、テーブルの上にバンと叩きつける。

「こういう魔物を狩れてからにしやがれ！　どれもこれも一等・二等級のヤツらだ！　そしたら少しは認めてやらねえでもねえけどなあ！」

「てめえなんぞに認めてもらわなくとも一向に構わんわボケが！」

「ああそう怖いのかあ～、まあそうだろうなあ～、おっ、こいつなんかどうだ？　今日出たばっかのヤツ、無制限依頼扱いだからテメエらでも今から受注できるぞ？　ま、おっ死ちんで終わりだろーがなぁ、イッヒャッヒャッヒャッヒャ！」

　女性は愉快そうな笑い声を上げ、照治は「おいどっかに塩ないか塩、撒まくぞ清めるぞ」と苛立った様子で。




「……今の！」




　がばっ、と幹人は女性がテーブルへ置いた魔物討伐の依頼情報が書かれた紙へ飛びついていた。

　稲妻のように閃ひらめいた考えに、そうさせられた。

「今の、本当？　強い魔物が対象でも……無制限依頼？　なら俺でも受けられる？　ランクとか関係ない？」

「あ、ああ？　ンだ、知らねえのか？　ランク関係ねえっつか、冒険者でなくとも受けられんだよ、それが無制限依頼だ。誰でもいいから早急に始末してくれってな。恩賞で減刑してやっから行ってこいって犯罪者にやらせるためにできた制度だとも聞くが」

「じゃあ受けられるんだね、俺でも……！」

「み、みき君、な、……何を言ってるの？」

　心配そうな魅依の言葉も今は脳に入ってこない。恐ろしい姿の魔物の絵が描かれた依頼書をじいっと見つめながら、幹人の中にはカチリとピースのハマった感覚があった。

　これなら。

　これならば。

「……違うのが、出てくる。俺たちなんかとザザが」

　出会った理由が、これならばきっと。

「……おい待て幹人、お前、何を考えてる？　いや、……予想はついたが、待て」

「照兄、ごめん、これだ。これだわ。違う理由が、これなら出てくる。……いや、そういう事にするんだ、これから。そうしたいんだ。……ごめん、勝手をやってくる！」

「待て幹人っ！　幹人！」「みき君っ!?」「アメちゃん!?」「どこ行くんだよ!?」「ちょっと、雨あまケが谷や先輩！」「落ち着きなさいって！」

　部員たちの声を置き去りに、幹人は全速力で駆け出した。

　向かうは冒険者協会支部。日本の役所なら閉まっている時間だが、あそこは交代制で一日中開いている。食事を摂とっていた広場はその裏手に位置するのでぐるっと回り込んで、入り口のある正面へ。

　逸はやる気持ちをそのままに、扉を開け放って中へ飛び込んだ。

「……ミキヒトさん？　あれ、どうされたんですか？」

　受付カウンターの向こう、こちらの勢いに目を丸くしたのはリュッセリアだ。彼女のもとへと一気に駆けて、幹人は依頼書を差し出した。

「これ！　俺！　受けます！」

「……ず、ずいぶん張り切ってま、す、……ね、…………な、なに考えてるんですか！」

　紙片に書かれた内容を見て、リュッセリアはおっとりとした穏やかな眼を吊り上げた。

「これはミキヒトさんが受けるような依頼じゃありません！」

「でも受けられない依頼じゃない、そうでしょう？」

　その言葉にリュッセリアは一瞬ひるむ。この無制限依頼については彼女の職務上、受けたいと言ってくる者を撥はね退のける事はできないのだろうと察せた。

「お願いします！　……あ、ここに署名するのか、よし」

　紙面にペンを走らせ、ある程度は覚えてきたこちらの文字で自分の名前を参加メンバーの欄らんへ書き込む。

「待って待って！　……～～もう、なんで！　なんでこんな自殺みたいな事！　死にたいんですか!?」

「死にたくない！　そんで！　死んで欲しくないんです！」

　その言葉に、リュッセリアは正しく彼女を連想したのだろう。

「なにを、言って。これはザザさんが受けている任務なわけでもないですよっ!?」

「そういう事じゃない！　俺がザザと一緒に戦っても足手まといだ、だけど、俺は俺で、示せる事があるんです！」

「え、えと、ごめんなさい、意味が」

　リュッセリアは困惑顔だ。彼女にこんな風に喚わめいて伝わるものとも思わないが、それでも自分自身の気持ちを言葉にして固めるように、幹人は口を開き続ける。

「俺みたいな奴だから、あの娘に言える事がある！　俺みたいな奴がやるから、あの娘に伝わる事がある、はず！　だから、その……だから、俺っ、」

「俺たち、です」

　脇からすっと伸びてきたのは、美しい声と細い腕だった。

「……え？」

　白い指は流麗に動き、突然の事に驚いた幹人の手から鮮やかにこの世界の主流らしい魔物の羽根でできたペンを奪って、依頼書の参加メンバー欄に自身の名前を書き込んだ。

「……みぃちゃん、先輩？」

「……みき君は、そうやって」

　いつのまにかすぐ隣に来ていたその女性は、長い前髪の奥に揺れない光を湛たたえている。

「すぐ人のために、すごく気を回して、……それで無理とかも、笑いながらしちゃって、だから心配で、……でも」

　走ってきたのだろう、元から吐息の多めな彼女の声は物理的には少し揺れがあり、だが、その芯しんには微み塵じんのブレもなかった。

「私は、そんなみき君に、毎日を、すごくすごく、楽しくしてもらえた。そうしたら、起きるのが苦手でも、朝が好きになれた。それから、そんな自分の事も、ほんのちょっとだけ」

　その微笑には、呼吸をする事も忘れるくらい、魅み入いられた。

「ザザさんに、伝えたいのも、そういう事、なんだよね？」

「……うん」

　ペンを置いた彼女の手は、遠慮がちにこちらの袖そでを摑む。

「一緒に、やります。……て、天才、だ、から、頼りになる、かもしれないです、よ」

「……そこは堂々と言ってよ、大おお山やま高専開校以来の大天才」

「う、うう……いえ、その」

　彼女は結局、顔を伏せて。

（あーあ……ほんと、……めちゃくちゃ頼もしいんだよなあ）

　隣で自身の切った見得に顔を赤くしている先輩、三峯魅依。

　恥ずかしいから直接言えた事はないけれど、三年ほど前にその技術を振るう姿を見て以来、彼女は雨ケ谷幹人がこの世で一番憧れている人だった。

「……い、いい雰囲気ですけれど！　無茶なものは無茶ですよ！」

「リュッセリアさん、じゃ、さっそく魔物の詳くわしい情報を」

「渡しません！　まだ依頼受託は認めていません！　いいですか！　この魔物は一等級です！　一等冒険者が一対一で互角ってクラスです！　それをですね……！」

　そこからはリュッセリアの独演会だ。いかにこちらが無謀な事をしようとしているのかを切々と語り上げ、なんとか思い留まらせようとしてくる。

　十分ほど聞いていてもそれは終わらなそうで、二十分も過ぎたあたりでこれはもう、一旦引いておいて、明日にでも別の職員が受付に立っている時に通してもらう方がいいんじゃないかなどという考えが頭をよぎり始めた。

「そもそも冒険者なりたて一人なってない一人の合計二人でなんていったいそれで、」

　さあどうするか、魅依と顔を合わせた時だった。

「人数はもっと増えるぞ、具体的に言えばあと十人」

　響いた声は、聞き慣れたもの。そして足音はぞろぞろと、何人分も。

「リュッセリアさん、その依頼、俺たちもメンバー追加だ」

「……照兄、みんな」

　入ってきたのは、咲まで加えた大山高専チームロボ研全メンバー。

「なんで……」

「何年の付き合いだ、お前の考えなんざわかる。全員で話し合ってきたんだよ」

「……照兄は、反対じゃないの？　さっきは」

「お前が一人で抱え込むならそりゃなしだ。だが、皆で馬鹿やんなら話は別だろ」

　言いながら、こちらを押しのけて照治は紙面にすらすらと署名した。

「ま、アメちゃん、あれよ。これが俺たちのさ、今年のロボコペみたいなもんよ」「競技課題は魔物退治、っすね！」「もはやロボット、全然かんけーねーけどなあ」

　口々にそんな事を言いながら、他のメンバーも止める間もなく照治に続く。彼らは一人ひとり、通り過ぎざまに幹人の肩やら背中やらをパンパンと叩いていった。

　馬鹿ばかり、本当に、馬鹿ばかりだ。

「……お、おかしいですよ。……あなたたち、ほんとに、常識がないんですか」

　もはや慄おののいたようにリュッセリアが言って、幹人は苦笑しながら返す。

「そういう生き物なんです、高専生っていう名前の」

　そして、意味がわからないというように首を振る彼女に、せめて誇らしく言い放つのだ。

「だからこそ、これをやる意味があるんです」
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「……ヤバイだろ？」

「ヤバイね……本能がアレとやり合っちゃまずいって言ってる気がする」

　照てる治じの言葉に幹みき人ひとは大きく頷きながら、双眼鏡から目を離した。

　よく晴れた青空の下、頭に一本、大きな角つのの生えた紫色の巨大な蜥と蜴かげ。眼球は濁った灰色をして、脚に煌きらめく爪は黒光り。時折開く口から見える牙は燃えるように赤かった。ついでに尻尾しつぽは全部で五本、頭から尾の先まで全長は二十メートルに達するだろう。

　街から北へ徒歩で一時間半、草の少ないゴツゴツとした赤茶けた荒野。殺風景なそこに堂々と鎮座しているのはそんな生命体だった。

　奴こそがランク無制限扱いで討伐依頼の出された魔物、フォスキアだ。

「グロいお姿だぜ。ＲＰＧなら後半の大事なイベント戦で出てくる奴だろ」

「レベルで言ったら一桁台の俺たちがやり合う相手じゃあなさそうな雰囲気は抜群だ。みぃちゃん先輩も見てみて」

「あ、う、うん」

　幹人、照治、そして魅み依いの三人で、そこら中に転がった大きな岩の陰に隠れつつ、遠間から偵てい察さつ中である。昨日の夜、結局リュッセリアは幹人たちの依頼受託を押し切られる形で承認してくれたのだ。

「……うわあ、……なんであんなに角、長いん、だろう、攻撃、用かな……。にしては、細い？　……身体のところ、どころが、キラキラ光るのも、気になる……あ、魔水晶がある、ね」

「え、気づかなかった」

　全体の禍まが々まがしい雰囲気に圧倒されてそんな細かい所に注目できなかった。

　魔水晶というのは、魔道具の中にある水晶型部品だ。いつまでも水晶型部品と回りくどく呼ぶのもなんなので付けた名前である。

「で、アイツの特長だが昨日リュッセリアさんに聞いた話によれば、」

　照治が言いかけた時だ。件くだんの魔物、フォスキアの近くを低く鳥が飛んだ。

「……うおっ、すげ」

　気だるげに伏せている紫の魔物からすれば死角の位置を飛行したはずのその一羽は、しかし突然動いた尻尾の一つにはたき落とされた。獲物を視認していなかったフォスキアが発揮したその鮮やかさで精確な手腕に、思わず声を漏らしてしまう。

「今の様子を見てもわかるな、めちゃくちゃ周辺状況の察知能力が高い。おかげで、その素早さも相まってどんな攻撃もまともに当たらない、らしい。そんな厄介な奴がこんなに街の近くに来ちまってるもんだから、無制限依頼となったっつーわけだな」

「……なんだろうね、やっぱ耳が良いのかな？」

「一番ありそうな可能性はそれだろうな。でも耳、どこにあんだろな、見当たらねえが」

　数の少ない珍しい魔物らしく、討伐例もほとんどないせいではっきりしたところはわかっていないらしい。

　引き続き観察をしていると、やがてフォスキアはすっくと立ち上がり、軽やかに跳躍。転がる岩と岩を八はつ艘そう飛とびよろしく踏み付けて、いずこかへ去っていった。

「身軽だなあ……」

　アレを倒さなければならない。なかなか、これは難題そうだった。




「さ、いろいろ考えたが……まとめると」

　夕方。ザザの屋敷である。

　作業部屋に置いたホワイトボードの前に立つ照治がそう言うのを、幹人は正面前あたりに座って聞いている。他のメンバーもホワイトボードに対して半円状にずらりと並んで座り、半円卓会議だ。

　幹人たち三人が帰還してから始められたこれは、もう開始して二時間ほど経っていた。ホワイトボードもだいぶ黒く埋まっている。

「あの高い察知能力と身軽さ、加えて居ついてるのも岩があるにはあるが、入り組んでるわけでもない荒野。……どうにも罠わなにはめるのも包囲するのも難しそうだ」

「単体の強敵を非力の集団が相手にすんならその二つが常道なんすけどね」

「そうだな。……だが今回は仕方ない、諦めて次善策の方でいこう」

　部員の一人が言った言葉にそう返し、照治は改めてホワイトボードに書かれた様々なアイディアを眺める。

「……出た案の中で一番いけそうなのは……やはり、スピードとセンシビリティに対しては堅さと手数、真正面からガチンコ勝負しよう作戦か」

「一番あったま悪そうな奴じゃない、脳筋作戦」

　言ったのは女子高専生の一人、建築科五年の横よこ倉くらだ。照治とは同学年である。

「お前が上げた案だろうが。それに、発案に頭が使われていようがいまいが、最適なものをこそ選ぶべきだ」

　そう言って貰もらえるんならいいけどさ、と彼女は笑った。

「内容のおさらいだ。戦闘参加者全員で一箇所に固まって全力で全方位にシールドを展開。そんで、シールド越しに光球スフイアを生成できるだけ生成、発射しまくって弾幕を張る。敵の攻撃を防ぎながら、そのまま数撃ちゃ当たるでぶっ殺す、以上」

　シンプル、実にシンプルこの上ない作戦である。部員たちの間に「いやあ、でも流石にこれはどうなんだ……？　安直すぎない？」という空気が流れた時、手を挙げたのは筋肉の塊かたまり、テツさんことロボ研の誇る巨漢、鉢はち形がただった。

「もし周到な罠作戦が実施できそうだとしても、俺は、これがベストだと思う」

「ほう、テツ、理由は」

「俺たちは戦闘の素人だ。複雑な作戦を立てたとしても、本番で実行できるかというのはかなり怪しい。ゆえに、作戦はシンプルであればシンプルであるほどいいだろう……それに何より、俺たちは戦術家じゃない、技術屋だ」

「……ああ、…………ふん、なるほど、確かにそうかもな、いや、その通りだ」

　照治は納得したように、うんと頷く。

「テツの言う事がもっともだな。技術屋が曲がりなりにも命を張るなら、そりゃあ自分たちの技術にこそだろう。このシンプルな脳筋作戦なら、その成否は単純にどれだけ硬いシールドを長く張れ、どれだけ強い弾を速く撃てるかで分かたれる。それは、俺たちの場合、杖の出来栄えにかかってくる。……そんなら本望だぜ、なあ」

　強がりではある。やはり、あんな化け物と戦うのは怖い。それでも、部員たちは皆、確かに頷いた。

　この屋敷の主である少女は、まだ帰ってきていない。無事帰ってきてくれるかもわからない。そして、帰ってきてくれたとしても、また危険な戦いに赴おもむく、それを止められない。

　彼女がいなければ自分たちなんて、今までこうして生きてこられやしなかった。だったら、ここはやるべき時なのだ。

「さて、本番は二日後。理由はわかるな？　無制限依頼の期限がその日だ。そこを過ぎると、冒険者協会お抱えの戦闘職員や国の騎士団が出張って討伐隊が組まれるらしい」

　幹人たちが偵察に行っている間、部員たちの何人かが情報収集をした結果、どうやらこの依頼を受けそうな冒険者は今のところいなさそうという話だが、照治が今言ったようなリミットは厳然と存在するので悠長にはしていられない。

「やる事はとにかく、杖のチューンナップに尽きる。安全マージンを詰められるだけ詰めて、今できる限界ぎりぎりまでスペックを引き上げるぞ。幹人に試運転させた時はかなり安全係数高め、様子見で組んでいたが、そんな事のやれる相手じゃないからな」

「……あ、あの」

　おずおずと手を挙げたのは魅依だ。

「どうした、三みつ峯みね。脳筋作戦に反対か？」

「い、いえ。杖の、性能で勝負する、というシンプルな、案に反対する、つもりはありません。ただ、ちょ、ちょっとした、別の一手も用意をしたい、んです。もしかしたら、効果が、あるかもしれない、くらいのもの、ですが……」

「ほお、なんだ、それは新たにものを作る必要はあるのか？」

「はい、た、ただ、一から、というわけでは、なく、作りかけ、だった測量器具を、組み替えさせて、頂ければ……その、横倉先輩には、申し訳ないん、ですが」

　建築科所属で伯お父じが土木事業を営んでもいる横倉がかねてより街の地図を作りたいと言っていたため、メインでは杖を開発しつつ、測量器具製作も行っていたのである。

「あ～、いいよいいよ。ま、後で作り直してくれりゃあ構わないって」

「す、すみません」

　きっぷよくオーケーを出した横倉に、恐縮した様子で魅依は頭を下げた。

「それで、みぃちゃん先輩は何を作るつもりなの？」

「え、えと、ね」

　幹人が水を向けると、魅依は自分のアイディアを全体に披ひ露ろうする。拙つたない口調ながら全員がじっとそれに聞き入ってしまうのは、彼女への信頼と尊敬がそうさせるのか。

「……いいな、面白い」

　話が終わって、にやっと照治は笑って言った。

「聞いた限り、構成はまったく違うが、確かに測量器具作りのノウハウとユニットは流用できるだろう。神経を使わん設計だから製作難度も高くなさそうだ」

「照兄、俺、みぃちゃん先輩の手伝いに入っても？」

「おう、頼む。人が足りなかったら呼べ。……さて、そんじゃあ他に決めるべき事は」

　照治がそう言って、書記役がホワイトボードを裏側に回転させた。

「誰が実際、戦いに行くか、だな。なんせ、杖が全員分あるわけじゃない」

　実戦投入レベルにまで仕上がっている魔ま導どう杖じようは、全部で六本。今から新しいものを作って増やすのは時間的に厳しい。

「杖の数がそのまま上限だろう、つまり六人。ちなみに俺は決定だ、責任者だからな」

「俺も。言い出しっぺだからね」

「わ、私も、絶対に行きます」

　照治の宣言へ間かん髪はつを入れずに幹人が言えば、魅依もそう続いてくれた。

「戦うというのなら俺も行こう、肝きもは据わっているつもりだ」

「俺も行く！　アメちゃんほどじゃねえけどそこそこ魔法の素質もあった方だし！」

　残る部員の中から最も早く手を挙げたのは巨漢・鉢形と幹人と同学年同学科・犬いぬ塚づかだ。

「テツがいると安心感はあるな。犬塚も確かに、魔法の素質は良いほうだったな。よし、なら決定といこう。そんじゃあ最後の一人は」

「はいっ！」

　他の部員たちが手を挙げようとしてくれる中、高い声と共にぴしりと伸びた一本に、幹人は自らの眉間を押さえた。

「咲さき……」

「魔法の素質のお話をするなら！　私が一番です！　ダントツです！」

「……あのな、だけど」

「……お兄ちゃん、私、ちゃんとザザさんと仲直りしたい。……だから、お願い」

　じいっと、妹は真剣な瞳でこちらを射い貫ぬいてくる。割合、聞き分けのいい娘こではあるのだが、この顔は自分の意見を曲げない時のそれだった。

「ザザさんお墨付き！　なかなかすごいらしい素質がありますので！　お役に立ちます！　必ずや！」

「……素質は、ある。それは、そう、なんだけど」

　兄として、決して軽々に頷ける話ではない。

「……幹人、俺は当然、自分も含めて戦闘参加メンバーの誰も犠牲にするつもりはない」

　渋る幹人の肩に手を置いたのは照治だった。

「ならば、できる限りメンバー全員が無事でいられる確率を上げる事を考えるべきだ。咲のデタラメな魔力量は、確実に安全性を押し上げてくれるだろう」

「照兄……」

　現実問題、彼の言っている事はもっともではある。妹の超が付くほど巨大な魔力の存在は主戦力足りうるだろう。格上の魔物と相対するなら余計に。

《つうかな、ここでオーケーしないとこいつ、またいつぞやみたいに抜け出して、今度はドンパチやってるとこへ飛び込んできかねんぞ。そっちのが危ないだろう》

《う、……そうだった》

　咲にはその健けん脚きやくと行動力を駆く使しした前科が存在する。想そう話わを飛ばしてきた照治の言う通りだ。

「……咲、現場では絶対に兄ちゃんの言うとおりにする事。守れるか？」

「守りますっ！」

「……照兄はああ言ってたけど、危険性は本当に高い。だからもし状況が状況だった場合、兄ちゃんはお前だけを逃がす選択を採る可能性がある。それでもか？」

　しっかり妹が頷いたのを確認して、ぎゅっとその身体を一度抱きしめる。その細さと小ささにやはり置いていくべきではという考えがどうしても湧いてくるが、なんとか抑え込む。その代わり、何があってもこの娘だけはと改めて胸中で誓った。

「……さて、これで一応、六人が決まったわけだな」

　やがて幹人が咲から身体を離したタイミング、照治がそう言って、書記役がホワイトボードへ中なか久く喜き、雨あまケが谷や（兄）、三峯、鉢形、犬塚、雨ケ谷（妹）と参加メンバーの名前を記した。

「準備はもちろん全員でやるとして、これ、六人が戦いに行ってる間、俺たちってぼうっと待ってるんすか？　それはそれでめっちゃ辛つらいんすけど……」

　戦闘に参加しない部員の一人が渋い顔で言った。確かに、待っているだけというのは嫌な時間だ。

「っあ、だったらやっててもらいたい事があるんだけど、ちょっと待ってて」

　思いつきだが良い案に思え、幹人は言うが早いか足を動かして部屋を出た。階段を上がり、二階の西方面角部屋へ。この屋敷に来た初日に掃除をした場所だ。

　魔道具でできた山の奥、埋もれかけた棚へ駆け寄り、そこへ変わらず置かれていた目的のものを引っ摑んで元の部屋へ戻る。

「お待たせ、これなんだけど」

　幹人が持ってきたのは、掃除の途中で見つけた紙束である。何枚もあるそれを適当に床へ直に広げれば、皆が覗き込む。

「なんだ、……絵が描いて…………じゃ、ねえな、これは、絵じゃなくて」

　図か？　言ったのは照治で、幹人も同感だった。

　紙面に描かれているのは、ある程度の規則性をもった線分や幾き何か学がく図形。自分たちと馴染み深いものの匂いがそこには確かにあった。

「これさあ……こうして改めて見てみるとなんだけど、多分、……なんかの設計図なんじゃないかな？　魔道具の中の部品とかを使った、つまり、俺たちがやってるみたいな自作魔道具の」

「……そう、見える、ね。で、でも、ちょっと」

「拙つたないな。魔道具の構造への理解も作図のイロハも足りな過ぎるって感じだ」

　言いよどんだ魅依に続ける照治の言葉はぶった切りで、彼らしい遠慮のなさである。

「でも、何かを作りたかったのは確かだ。それが何なのか……ザザは、お父さんが魔道具を集めてたのはお母さんがそれを好きだったからだって言ってたけど、この図を見る限り、何かを作るために集めてた、のかも、って感じがする。まあそれもお母さんのための何か、って可能性が高そうだけど、……でもとにかく、ザザのお父さんが本当は何を考えていたのかが、少しでもわかるかもしれない」

「……よし、んじゃあ部長たちが魔物退治に行ってる間、俺たちなりにザザのお父さんが組みたかったものを作ってみますよ」

　居残り組の部員の一人がそう言って請け負った。

「よし！　ではこれで、大まかな話はまとまったな！　あとはやるだけだ！」

　ぐるりと部屋を見渡し、照治が大号令をかける。

「各自、全力を尽くせ！　大丈夫、俺たちは命たんいを懸かけた戦いをいつもやってはきっちり乗り越えてきてんだからな！　……や、たまに失敗する事もあるが」

　自分たちに相応ふさわしい発破に皆少し笑って、そして作業に取り掛かり始めた。





　　　　◇◆◇






　鉛色の曇り空の下、地面に伏せながら、その姿は堂々たるものだ。そそり立った一本角、禍々しい紫に染まった体たい軀く。

「おーおー、居るぜ……」

　もうその姿は、双眼鏡で確認するまでもない距離にある。少し震えた声で言った照治と共に集団の先頭を行きながら、幹人は自分の背中がびっしょり濡れているのを自覚していた。

　街から北へ行った先の荒野。

　無制限以来の期日、時刻は昼を少し過ぎたところ。いよいよ決戦の時である。

　戦闘メンバー六人、全員その手には無骨な杖、試作魔導杖ver1.1がある。さらに鉢形だけは諸もろ々もろの入ったリュックを背中に背負う。

　じりじりと進み、残り距離は五十メートルを切った。

「……っ」

　息を呑のんだのは誰だったか。すっくと、紫の蜥蜴・フォスキアが立ち上がり、こちらを見た。おそらく大分前から近づいていたのは察知されていたのだろうが、この距離まで来てようやく敵の警戒域に入れたという事だろう。

「始めるぞ、……シールド展開！」

　照治の号令に、鉢形、魅依、そして咲が従った。地面に杖を垂直に立てるようにして構え、六人を半球状に全方位囲むようなシールドを星せい命めい魔法でそれぞれ一層ずつ作り上げる。

　特に弄いじらなかった場合、星命魔法の発生色は個人ごとに違う。半透明のシールドは一番外側に鉢形の渋い茶色、中間に魅依の濃い紅くれない、最も内側に咲のオレンジ色のものが張られた。

「しゃあっ、後は射撃班撃ちまくれえ！」

　幹人は照治、犬塚と並んで射撃班である。半透明とは言え三層のシールド越し、多少標的の姿は見づらいが、とにかく撃って撃って仕留めるのが仕事だ。

　気き炎えん万ばん丈じよう、照治の濃い灰色、犬塚の明るい青、幹人の真っ白な光球が何発も乱れ飛んで。

「……まじか!?」

　思わず叫ぶのは犬塚だ。十数発は放ったはずのそのことごとくを、軌道を予知しているかのような余裕さで避ける紫の魔物はしなやかな動きでこちらとの距離を一気に詰めてくる。

　最後は大きく跳躍、こちらの真上を飛び越してフォスキアは背後に回った。全方位に張る形の半球状シールドが展開してあるので後ろも無防備ではないが、慌てないわけがない。

　急いで振り返り、一行は間近でその巨体を見る事となった。頭の高さは四メートルほどか、見下されると迫力は抜群だ。

　悲鳴を上げる間もなく、その黒光りした爪が振り下ろされた。

「……～～っ！　った、えてる！　耐えてるぞ！」

　食らったら終わり、となりかねない一撃をしっかり受け止めたのは一番外側の渋い茶色のシールド、鉢形のものだ。照治が鼓こ舞ぶするように歓声を上げた。

　グゥルウ、と一唸うなり。意外だなと言うような反応に見えるのはこちらの気の所せ為いか。

「……くらえ！」

　至近距離、チャンスではある。意気を上げながら幹人は光球を放つ。

「……っくそ」

　しかし、巨体とは思えないほどの鮮やかさで躱かわされる。そのままフォスキアは距離を取った。こちらを窺うように睨んでいる。

「……通用は、している。攻撃を防いだ、これは事実だ」

　どっしりと落ち着いた声で照治が言って、恐怖が這はい寄るのを払う。

「俺たちの杖は、一等級の魔物を相手にやれている。いくぞ、このまま」

「……おう！」

　幹人が応え、全員改めて杖を握る力を強めて。

「……──グウオオオオオ！」

　バッと広がるフォスキアの五本の尾。その一つひとつの先端に炎が生まれた。そして咆ほう哮こうを上げた口にも紅ぐ蓮れんが灯る。

　思わず身を硬くしたこちらへ、計六発の炎弾が容よう赦しやなく飛んできた。

「うおおおおおああああああ!?」

　犬塚を筆ひつ頭とうに全員が叫び声を上げる中、炎はシールドへ着弾。一発目を耐えた一層目が、二発目で力尽きる。シールドは耐えきれない負荷がかかった時、割れるでもなく破れるでもなく霧散する。

　三発目、四発目を魅依の紅あかいシールドがなんとか弾くもそこでやはり、宙に散っていった。五発目を残る最後の一層、咲の張ったオレンジのシールドが防ぐ。

　耐えてくれ、誰もが願った。六発目はフォスキアの口から放たれたもので、それまでの五発よりも一回り二回り大きい。迫ってくる様は悪夢そのものだ。

　シールドが破られれば死は免まぬかれないだろう。

　そして飛来した紅蓮の塊をオレンジのシールドは、

「…………生きてるっ！」

「……ぃ妹ちゃんマジでナイス！」

　凌しのぎ切った。
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　幹人の上げた声に絞り上げるようにした犬塚の賛さん辞じが続く──が。

「おいふざけんな容赦なさすぎだろてめえ！」

　フォスキアはそのまま、こちらが精神的に持ち直す間も、シールドを張り直す暇も与えず、その巨体を奔はしらせ再び飛びかかってきた。照治の罵ば倒とうはさすがに悲鳴じみている。

　インパクトの威力は質量と速度に依よる。巨体の突進、それは両方を十二分に備えているだろう。

　フォスキアは勢いを両の爪に乗せ、思い切り咲のシールドに叩きつけ。

「……ッガ!?」

　明確に、困惑の声を上げた。それはそうだろう、渾こん身しんの十爪が通じずに弾かれ、その内の何本かは折れて宙を舞ったのだ。

「……通し、ません！」

「ガアアアアッ！」

　兄の幹人がドキリとするくらいに凜り々りしく咲が言えば、苛立ちに任せてという様子でフォスキアが両手と口を使って咲のシールドを壊しに掛かる。

　立て続け、計四撃にわたったその巨体のコンビネーションを、だがオレンジの半球は拒絶し切ってみせた。

（……こんなに）

　ああ、こんなに。そんな感かん慨がいが胸に溢れる。

　妹の溢れる才気。それが理由の大きな一つだが、自分たちがしっかり杖を作り上げられたからというのもまた、大きな一つであるはずだ。だからこんなに、これほどの結果が出せている。

　こうして強敵と、渡り合えている。

「……っ」

　技術が実を成した実感というのは何にも代えがたい感動をくれるが、それに浸るべき状況じゃない。

　妹がピンチを凌いで、訪れたのは一転してチャンス。兄の自分がものにしなければ。

「……っし！」

　連撃後の隙すきを逃さず放った幹人の白い光球が鋭く、紫の魔物の右肩に着弾した。血が飛び、肉がえぐれる。

　通用する、攻撃も。

　フォスキアが後方へ跳躍、またしても距離を取った。こちらも皆、止めていた息をその隙に吐き出す。

「……テツ、三峯、シールドを張り直せ。咲、最高によくやった、引き続き頼む」

「うん……！」

　照治に返すこの妹の凜々しい様子、そういえばテニスの試合中はこんな感じだったなと思い至る。メンタルスポーツと言われるテニスで鍛えた彼女の闘争心にスイッチが入ったのだろうか。

「……あ、……あれ？」

　なんて考えていると、その妹から困惑げな声が漏れ出た。どうしたんだろうと振り返って確認すれば、彼女の杖からわずか、煙が出ている。

「……過か負ふ荷か！　くそ！」

　苛立たしげに幹人は叫んだ。苛立たしいのはもちろん自分、技術が実を成した実感なんて思っている矢先にこれだ、つくづく未熟である。

　そして、幹人たちの生命線、咲の張っているオレンジのシールドが宙に散って消えた。
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　また死ねなかった。そんな思いで正門を潜れば、ブレイディアの街は泣き出しそうな曇り空の下、それでも今日も騒がしい。

　居場所がない、なんていうのはザザ・ビラレッリには長く付き合ってきた感覚だった。

「おい……あれ」「……うわ、【血染め桜】だ」

　道を歩けば、種々の店の前で賑にぎやかにしていた冒険者たちが一瞬静まり返る。そうしてじろじろこちらを見てくるのは彼らの勝手、どうでもいいと思うのだけれど、戦闘後で高ぶった神経はいちいち敏感にその視線を感じ取って、それがどうにも煩わずらわしい。

　だからいつも、少し早足。

　まっすぐにそのまま冒険者協会へ行き、その後はすぐ家に。

「…………」

　向かうはずなのだけど、今日は、足が重かった。理由なんて、誤魔化しようもない。

「……帰ったら、なんて言おう」

　ぽつりと零した言葉に応えてくれる人なんて誰もいない。三年前に父が逝いってから、冒険者の仕事以外ではずっとそれが当たり前で、この状況も長く付き合ってきたもので。

　だけど最近、それが違ったのだ。

「…………」

　喧けん嘩かをしたら、なんて言って仲直りすればいいのだろう。そんな事がぐるぐる頭を回っていて、ああ、自分は仲直りがしたいんだと思った。

（友達だって……言ってた）

　人の懐にすっと入り込んでくる不思議な笑顔のあの人は、そう言っていた。

　今でも同じように言ってくれるだろうか、思ってくれるだろうか。

「……報告、いこう」

　思考から逃げるように、ザザの足は当初の目的地へと向かう。たどり着いた白い建物の扉をいつものように開いて、いつものように中に入って。




「え、ええ……あいつらマジで受けたのあの依頼？　で、マジで行ったの？」

「あなたが！　あなたが煽あおったせいなんでしょう！　何を他ひ人と事ごとみたいな言い方を！」




　聴きいたの事のない怒鳴り声だった。発した人間の声を聴いた事がないのではなく、その人の怒鳴りを聴いた事がなかった。

　いつも穏やかで、自分が依頼を受けても報告しても心配顔の女性、リュッセリアはまだ怒りの声を張り上げている。

「無責任に！　……私の立場じゃお止めする事はできないんですよ！　無制限依頼なんですから！」

「い、いやあ……だってさあ」

　何があったんだろう。何かあったのだというのは確実だが、よほどの事らしい。

「協う会ちの戦闘職員は他の依頼で出ているせいで帰ってくるのは早くて明日！　だから救援も出せない！　……どうするんですか！」

　リュッセリアは自身の前にいる金髪の女冒険者に摑みかからんばかりの勢いで、どうやら長くなりそうだ。

　いつも彼女のもとへ行っているが、報告は別に他の職員でもいい。違うカウンターに行こうと視線を切り替えて。

「ミキヒトさんたちが帰ってこなかったら！」

　聞こえた言葉に引き摺ずられ、寄せられて、ザザの足は二人のもとへと向かっていた。

「いや、んな事言われてもさァ……」

「今の、何の話ですか」

「あ？　んだよテメ……げ、【血染め桜】!?」

　驚きの次に、金髪の女冒険者はバツの悪そうな顔をした。不安が胸の中で嫌な実体へと変わっていく。ちらりとリュッセリアの方へ眼を向けると、彼女はすぐに口を開いた。

「ザザさん……！　えと、どこから話したら……とにかく、あのですね、ミキヒトさんたちが今、無制限依頼を受けていて、」

「無制限、依頼？　討伐対象は？」

「フォスキアです。……北の荒野に最近急に現れてもう随分被害が」

　フォスキア、なかなか姿の見ない種なので戦った事はないが情報だけなら知っている。身体能力と察知能力が極めて高く、攻撃が当たらないと言われている魔物だったはずだ。

　等級は、一等。五等が一人とそれ未満しかいない彼らが本来、対たい峙じしていい手合じゃない。

「し、知らねえよマジで！　アタシはただ、アイツらにこんな依頼があるって教えただけだっつの……ま、ちょ、ちょっとは煽ったけどよ！　ただ、その、アイツらの中のヘラヘラした顔のヤツが急に食いついて来やがって、そんで」

「どうでもいい」

「そんで、……あ？　どう、でもって」

　口から飛び出た言葉は本音だ。そのまま、ザザは女冒険者の胸ぐらを摑んで持ち上げた。

「どうでもいい、お前の言い分は。ただ」

　もしあの人たちが死んでたら、お前の頭を潰しにくる。

　言って、持ち上げた身体を部屋の隅へとぶん投げて、その行方ゆくえすら見ずにザザは出入り口へと駆け出した。

「……場所は北の荒野の、バルクス岩が集まっているあたりのはずです！」

　飛び出る寸前、聞こえてきたリュッセリアの言葉を脳に刻みつける。全力で駆ければ、そこまで時間はかからない位置だ。

（……でも）

　時間はかからない、けれど。もし。

　もし、もう。

「……～～っ」

　なんで、なんでこんなに。

　こんなに自分は、怖がっているのだろう。死にに行くようなものだと言われた依頼に自分が向かう時なんかとは、比べ物にならないくらい。
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「幹人！」

　照治の指示には詳細がなかったが、付き合いの長さがカバーする。幹人は意を汲くみ取って、攻撃班から防御班へ転向、即座にシールドを展開した。

　抜け目なくフォスキアが飛ばしてきた炎えん塊かいを幹人の張った純白の防護が弾く。

「ご、ごめんなさい！　壊しちゃいました！」

「兄ちゃんたちの設計が甘かった！　お前のせいじゃない！」

　妹に叫ぶように返しながら、さあどうする。

　一応、この決戦前に行ったテストでは妹の出力はここまでではなかったのだ。どうやら、本番でより力を発揮するタイプらしい。

　咲に誰かが杖を渡すという手はある。だが、さっきと同じ戦い方ではまたすぐに無理がくるだろう。そうなれば、こちらはどんどんジリ貧ひんだ。

（……くそ、頼るな、あの娘を！）

　桜色の髪の娘が頭に浮かんで、すぐに振り払う。兎うさぎと戦った時のように彼女が助けに入ってくれないか、なんて、それは願ってはならないのだ。

　自分たちで勝たなければ、この戦いのそもそもの意味がなくなる──。

「……前に、見た時も、さっき、こっちに、寄った時も、眼は、全然動いて、なかった。……ほぼ、退化している？　……耳については、わからない、でも、このままより、通用すれば」

「みぃちゃん先輩？」

　ぶつぶつと呟くその女性は、やがて咲に声を掛けた。

「咲、ちゃん！　鉢形先輩の、リュック、から、あれを！」

「っわかりました！　テツさん失礼します！」

　鉢形が少しかがみ、そこに飛びつくようにして彼が背負っていたリュックへ咲は手を突っ込んだ。そこから取り出されたのは、握り手の付いた簡素な四角い箱である。

「部長、あの作戦、を！　このまま、追い詰められるより、試してみませんか……！」

「……ちょうど咲の手が空いたところだしな、やってみるか！　総員いいな!?　プランＢ発動だ！」

　魅依に応えた照治が号令を出して、全員がそれに頷いた。決行である。

　幹人、鉢形、魅依がシールドを張ったまま、照治と犬塚がペースを上げて細かい射撃を撃ちまくる……それは、紫色の魔物にではなく、地面へ向かって。

　荒らされた乾いた地面は土つち埃ぼこりを立てて、一時的に幹人たちの姿を隠す。

「……ふうぅっ！」

　力を入れた声を上げ、咲が手に持った四角い箱へと巨大な魔力を注ぎ込んだ。

　そして総員、視線を交わしてタイミングを合わせる。

「……っ！」

　幹人たちシールドを張っていた三人が、それを同時に解除。無言、全員で一気にダッシュ。移動したのは斜め前へ二十メートルほど。

　さあ、どうなる。

　じいっと、全員、土埃の向こうに薄く見えるフォスキアの様子を注視。その中で、幹人はいつでもシールドを展開できるように神経を集中させている。もしこちらに運のない展開であれば、すぐに必要になる。

　だが、こちらに都合の良い展開であれば。

（……どうだ？）

　フォスキアはこちらを視界に映すはずの角度まで首を動かして、しかし、また別の方向へ向いてしまった。

　きょろり、きょろりと。紫色の魔物は周りを窺っている。それは、こちらを見失っているかのような動き。

「…………」

　無言で照治がそうっと地面に落ちていた石を拾って、近くの岩に向かって投げた。コォンと、そこそこ大きな音が鳴るも、フォスキアはそちらを向くでもなかった。

　地球の蜥蜴には聴力があったはずだが、こいつのそれは極めて低いか、そもそもないのか。

「……なあ、あいつ、まじでわかってないんじゃない？　今の俺たちの位置」

「……耳はないか、ほぼ機能してない。眼も見えてないか、少なくともこの土埃程度で俺たちを見失うくらいには退化している……おいおい、こりゃ」

　幹人の言葉に照治が所見を述べ、そして不敵な声音で言った。

「大当たり、だぞ。三峯」
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「それで、みぃちゃん先輩は何を作るつもりなの？」

「え、えと、ね……そもそも、あの魔物の、高い周辺察知能力は、もしかしたら、魔力波を、利用している、かもしれない、って、思いまして」

　それは、フォスキア偵察が終わった後の半円卓会議での一幕。別の一手を用意しておきたいと言った魅依が始めた話だ。

「魔力波って、電磁波的なアレっすよね？　電気が流れた時に周りに電磁波が発生するみてーに、魔力が流れた時にも周りに何かそういうのがびよんびよん出るっつー」

「う、うん」

　犬塚のおおざっぱな解釈に頷いて、魅依は続ける。

「魔力波は、も、元々、引き寄せ器がどうやって、引き寄せ先のものを感知しているのか、とかから、存在がわかってきたものではありますが、えと、そ、それを利用して、私たち、は、測量器具を、作ろうと、していました」

　波を発生させて、それがものに当たって返ってきた様子を感知する。そこから、では波が当たったものはどういう位置にあるのか、という事を逆算する。それが距離を測る測距儀と呼ばれるものの原理の一つだ。

「測距儀は、使い方で、レーダー、にもなります。それを、フォスキアは身体に、備えているんじゃない、かって。……あの大きな角が、魔力波を放射する、アンテナ。身体のところどころにある、光るものが、魔水晶で、センサー」

「ほお、なるほど。……お前の作りたい物も予想がついたぞ、ジャミング装置だな？」

　話の先を読んだ照治に、魅依は首を縦に振った。

「そ、そのとおり、です。……フォスキアが、周りの状況を知るために、もし魔力波を使っているのなら、それをかき消してしまうくらい、大量の魔力波を、こちらで発生、させてしまえば」

「耳で言えば邪魔な爆音を鳴らされて他の音が聞こえないような、眼で言えば強い光で目潰しをされているような状況に陥る、と。みぃちゃん先輩、目潰し好きだね」

「す、好きってわけじゃ、ないんだけど、そ、そういえばあの熊にも、やったね……」

　幹人に言われ、魅依は苦笑い。そして照治がにやっと笑った。

「……いいな、面白い」
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「私はこれ！　ずっとやってればオッケーですか！」

「あ、う、うん、お願い咲ちゃんっ」

「任せてください！」

　咲が手に持つ装置は魅依と幹人謹きん製せいの、ランダムに様々な魔力波をひたすら発生させる魔道具だ。咲の大量の魔力を注ぎ込んでそんな事をすれば、フォスキアからすればたまったものではない状況になっているのだろう。

　現に、今も紫の巨体は落ち着かない様子できょろきょろと首を回すばかりだ。

「うおー、やっぱ気持ち悪くなるな……うえ」

　魔力の流れで発生する魔力波は、他の魔力の流れにも多少干渉する。それで魔法が発動不可能になるような事は確認できていないが、身体の中に引き込む魔力に影響するせいだろうか、こうも強いものが近くで発生していると気分が悪くなるのだ。

「むむむむむーっ」

　他のメンバー全員が顔を青くする中、ピンピンしているのは魔力波を発生させている咲当人。自分の魔力による魔力波だから大丈夫、なのではなく、おそらくあまりに経パ路スが太く引き込む魔力量が多いので、相対的に外部からの干渉による影響が小さいのではないかという推論が出ている。

「さて……」

　照治を筆頭に、咲以外の皆がその手に持った杖を構えた。穂先が向くのはもちろん、もはや無防備な標的である。

　魔法は、特に星命魔法はそれ自体が魔力の塊なので魔力波を放つ。魔力波を鋭敏に感知できるフォスキアからすればさぞや避けやすかったろう、今までは。

「ッぶっ放せええ！　一気に決めるぞおお！」

　だが、状況は一気に塗り変わった。決定的なほど。

　五人はできる限りの威力と数で光球を放ち続けた。一、二、三発とまともに着弾した紫の魔物は大きくよろめき、こちらの位置へ首を回そうとするもそんな暇は与えない。

　回路も焼けよと言わんばかり、着弾したフォスキアに一切の反撃を許さない怒ど濤とうの勢いで撃ちまくる。察知能力の高さからもともとあまり防御力は高くなかったのか、食らったダメージがフォスキアの脚を鈍らせ、その場からの逃走という道も塞ふさいだ。

「──────ッ！」

　まともに音になっていないその魔物の叫び声が、断末魔の悲鳴であってくれと願って。

　光球をどれほど叩き込み続けただろう。

「……やった、か？」

　めちゃくちゃに撃った所為でさらに上がった土埃に眼を細めながら言ったのは照治。

「照兄、それ、大体やってない時の台詞だから……でも、この場合」

　ちょうどよく少しの風が吹き始め、土埃が飛び去っていく。

　そしてそこにあったのは、色々な箇所のぐちゃぐちゃになった、

「やった、でしょ……！」

　間違いなく、大きな蜥蜴の死体だった。

　メンバー全員、お互い顔を見合わせて、また死体を見て、顔を見合わせて。

　何度か繰り返してから、

「「「…………ああーー」」」

　結局、歓声らしい歓声は上がらなかった。疲れきった声で全員、その場にへたり込む。否、鉢形だけは岩のような様子で立ち続けているようだ。

「まじか、やったのか……現実だからノーコンティニューだよなあアメちゃん……」

「おうよ完全にノーコンティニュー、チート武器もなし……いや、チートはあったか、咲とみぃちゃん先輩っつー」

　犬塚に応えた幹人の言葉には、咲はにーっと満面の笑みでブイサイン、魅依は照れたように首を振る。

「……幹人」

「おつかれ、照兄」

　コン、とどちらともなく伸ばした拳こぶしを照治と合わせあう。とにかく疲れた、座り込むのすらしんどくて、地面へ大の字に倒れた時だった。




「……間に、合、わな、かった？」




　その声は、吹いている風が運んできた。

　顔を向ければ、視界の先にいたのは桜色を揺らす人影。

「そん、なっ……噓、そんなっ」

　まばたき一回程度の時間、まさに瞬またたく間にその影はこちらへと駆け寄ってきて、

「いやあ、生きている生きてる」

「……え」

「ぱっちり開いてるでしょ、眼。ザザの綺麗な髪もよく見え……うお、血が付いてる、【血染め桜】だ」

　こちらが死体として転がっているものと思ったらしい彼女は、地面に膝を突いてじいっと幹人の顔を見やる。

　ザザ・ビラレッリ。

　相変わらず幻想的な翡ひ翠すいの瞳が美しいその娘は、どうやらすごいタイミングで駆け込んできたらしい。

「…………」

　無言、ポンと幹人の肩を叩いて照治がその場を離れた。詰めはお前の仕事だという事だろう。他のメンバーもこちらをちらちら見ながらも、彼に続いていった。

「偶然きた、んじゃないか。リュッセリアさんとかに、」

「……な」

　幹人の胸元に腕を伸ばして、しかし彼女は途中で止めた。

「……ない、ですよね。……私に、心配とか、そういうの、する資格」

　だって、あんな事を言ったから。そう続けた彼女は顔を背けて立ち上がる。

「俺は心配しまくってたよ」

　そのまま去ろうとするザザの腕を、幹人は引っ摑んで止めた。

「心配すんのに資格がいるのかどうかは知らないけど、俺は心配してた。ザザが危ない依頼に行っちゃう事、心配してた。だから今も、君を見られてホッとしてる」

「……心配、私を」

「そうだよ。もう会えなかったらどうしようって。……もし今回、君もそんな風に思ってくれたとしたら勝手な話、嬉しいかな」

　そう言うと、彼女はこちらの眼を見た後にゆっくり俯いた。

「……だ、だから、こんな事、したんですか。わ、私が、あなたたちに、心配かけてるって、それをわからせるために、こうやって」

「え？　あ、違う違う。その見方もあるのか……でも違う、そういうつもりじゃない」

　それはそれで、無茶を繰り返す相手に止めてくれとメッセージを伝える方法としてアリなのだろうが、今回は違う。

「じゃあ……なんで」

　彼女の言葉は、少し涙声。それがなんだかやはり、嬉しかった。

「五等級とそれ未満しかいないメンバーで、一等級の魔物を狩りになんて行ったのかって？　そんなめちゃくちゃな無茶やったのかって？」

「そう、ですよ……っ普通！」

　がばっと、ザザは俯いていた顔を上げた。

「普通！　死にますよ！　死んじゃいます！　全滅ですよ！　……みんなみんな、死んじゃってたんですよ！　普通なら！」

「そうだね、そのとおりだ。でもザザ、俺たちは生きてる」

「だからなんですか！　だからって！」

「死んだのは魔物の方。等級で言えば圧倒的に格上のはずの。俺たちは、結構なジャイアントキリングやってのけた」

「だから、普通なら！」

　幹人は改めてザザの手を取った。彼女が嵌はめている手袋のせいで体温はわからないけれど、その細さと細かい震えは感じる事ができた。

「普通なら？　なあザザ、勘弁してくれ、わかるだろ、……俺たちって普通か？」

「……え？」

「もうそれなりの時間一緒にいるんだ、わかってるだろ。断言するぞ、絶対に普通じゃない」

　俺はどこにでもいる普通の男子高校生、なんてモノローグに素直な感情移入を覚えた事など幹人の人生には皆無である。

「なんなら、見てくれよアレ」

「……アレ、って」

　幹人に促され、ザザは後ろを振り返る。そこにはフォスキアの死体があって。




「改めて見るとこういう配置か。これがこの身体での魔力波の感受にベストなのか？」「思ったより密ではないな……」「鱗うろこの内部にも入ってるんすかね、……もしくは鱗自体も魔力波を受け止める性質を持ってるとか」




　照治、鉢形、犬塚が魔物の身体についたセンサー用の魔水晶の配置にあれこれ考察を巡らせていた。魅依も魅依で、「周波数特性、とか、干渉とか、より詳しく調べたいですよね、魔力波……」などと言っているようだ。

　自分たちを脅おびやかした巨体の屍しかばねを前にしているのに、何よりこちらでザザと自分が割りとシリアスな話をしているのにそんな様子の四人に対し、残る一人である妹は完全に無の表情だった。

「……うわあ」

「アレが普通か？　絶対普通じゃないでしょあんなの。どこに出しても恥ずかしくない変人奇人の見本市だよ」

「でしょうね……」

　ザザの同意には間がなかった。迷いがなかったと言ってもいい。

「でもさ、やってのけたよ、すごい事」

「え……あ、……それは」

「無制限依頼が出されるほど危険な一等級の魔物に勝ったんだ、五等とそれ未満だけで。それも皆、戦闘経験なんて全然ないのに」

　堂々と、胸を張って言う。心から、これが自分たちだというように。

「俺たちは普通じゃない、まともじゃない、変人だ。自分たちでもそう思うし、直せる直せないで言ったら直せない、処置なしだ──だけど、他のまともな人たちにはできないような事ができる」

　まともに生きろ、ちゃんとしろ。

　そんな風に言ってくる連中を知識と技術で顔面ぶん殴って、「うるせえ、俺のほうがすごい」と言ってやるために実力をつけるんだ。

　いつだったか照治が語った、そんな気概が幹人は大好きだった。

「ザザは、自分の事を変だって言った。ちゃんとした女の子じゃないって。俺たちからすりゃマシな方に見えるけど、そうだね、変人という枠で括ったら同類ではある」

　でもさ、いいじゃん。そう続ける幹人の瞳を、彼女の翡翠色のそれが見返している。

「ザザは、ザザの思うちゃんとした女の子じゃない。だけど、君は普通じゃあ絶対にできないような事ができて、俺なんてそれに命を救われた」

　どうか伝わってくれ、願いながら幹人は目の前の女の子へ精一杯の言葉を紡ぐ。

「ちゃんとなんかしてなくてもさ、いいじゃん。まともじゃなくても、変でもさ。その代わり、何か一つでもすごい事ができるなら、胸とか張れるんだよ、俺たち」

「……それ、私に、言う、ために」

　ザザは、泣いているような、笑っているような、中途半端な表情でその美び貌ぼうを歪ゆがめ。

「こんな無茶、したんですか」

「イカれてるだろ」

　彼女はコクンと大きく頷いて、繋がれているままの手にはぎゅっと力が籠められる。

「周りと違ってる事が間違いだなんて、ちょっと寂しい勘違いだよ」

「…………ああ、なんか。…………あなたたちが、言うと」

　そう、なのかもなぁ……って。

　彼女が呟いたのが、小さく、でも確かに聞こえた。




「飯だなあ、飯。腹減ったよ」「塚つか崎ざきがメインで作ってくれているはずだな」「今日のメニューなんすかねえ」

　照治、鉢形、犬塚の三人がわいわいと進み、その後ろに魅依と咲。そして最後に幹人とザザが並んで歩く。壁に作られた門を抜け異世界の街・ブレイディアに入れば、そこはやはり騒がしい。

　疲れた身体を引きずって、皆で戻ってきたのだ。

　ザザはずっと黙っていて、なんとなく手はまだ繋いだままだった。小さな子供の手を引くような感覚があると言ったら怒られてしまうだろうか。

　いつの間にか、もう夕暮れ。そこにはっきりしない寂しさを感じるのは、異世界でも同じだ。

　やがて、しばらく歩いてビラレッリ家の敷地に入った。もはや見慣れた屋敷が視界に入ると安心感がある。

　玄関先にいくつかの人影。留守番組のメンバーだ。

「おおおおおおい帰ってきたぜええええええええええ！」

「……イヌ！　まじか！　……皆もいるな！」「うわああああ良かったあああ！」「全員無事っすよね！　良かったあ！　うおおお！」「あ、あ、泣きそうです今、僕！」

　普段運動不足の癖に、こういう時には一目散に駆け出す犬塚。彼の声にこちらを見た留守番組たちからは一様に歓声が上がって。

　ピタリと、ザザの足が止まった。

　怯えじゃない、遠慮でもない。その表情は、純粋な驚き。

「……ザザ？」

　彼女の視線を追って、首の角度を上げた幹人が見たのは色とりどりの球体だった。

　留守番組の上空、十メートルか二十メートルほどの位置にお馴染みの星命魔法の光球が幾つも幾つも飛び交っている。

　まるで、光り輝く鳥のよう。

　ぼうっと二人でそれを見て、そんなこちらの様子に気づいた留守番組の一人が駆け寄ってきた。

「雨ケ谷先輩ご無事で！　ザザさんも……あ、す、すんません、僕、お邪魔でした？」

　一年生である後輩の彼は、繋がれた手を見てそんな事を言った。

「いや、そんな感じのアレじゃないから気にしないで。で、あのさ、……この、空に飛んでる奴って」

「ああ、ほら、あの設計図の。組んでみたんすよ。多分こういう事だと思うんすよねえ、ザザさんのお父さんが魔道具自作してやりたかったのって」

「……父様、が？」

　後輩の言葉に、思い切り開いた眼で空を見続けていたザザが反応した。

「……ごめん、話してなかったね。屋敷のさ、魔道具がたくさん積まれた部屋に、ザザのお父さんが描いた図面……こういうのを作りたいなあって絵がね、あったんだ」

「…………」

　継いで説明した幹人の隣、ゆるゆるとまた彼女の瞳は空へ移る。

「お父さんは、ただ魔道具を集めてたんじゃなくて、その部品を使って俺たちみたいに自分で何か……何かってか、自作魔道具を作ろうとしてたはず。ただ、ちょっと色々間違ってる部分があって、だから上手く作り上げられなかったとは思うんだけど。で、俺たちが戦いに行ってる間、それを屋敷に残ってたメンバーに俺たちなりのやり方で組んでもらってたんだ」

「……父様が、自分で。ミキヒトさんたち、みたいに……じゃあそれが、その、父様が作りたかった魔道具が、出してるんですか、あの、光」

「うん」

「父様の、……父様、が、……これを」

　呆然としているような、とぎれとぎれの口調で言うザザ。

「……ザザ、君もそうだと思うけど俺もさ、ちょっと、ピンと来てる」




『一面に、その子たちがぶわーって広がって。そうしたらもう、空の色なんてめちゃくちゃで』

『うおーいいなあ！　すごい光景！　光る鳥かあ……、ロマンチックだ』




　それは、彼女が話してくれた家族との思い出。色とりどりに輝く鳥が空を飛び回る様。

　ザザ・ビラレッリが今まで見た中で一番美しかったという光景。

「……お父さんに、光る鳥が飛び回る景色が、家族で見たそれが、一番綺麗な光景だって思ってる事、言ったりは？」

「……あり、ます。……だから、もう一度見たいって、何度もせがんだ、事も」

「じゃあ……これって、そういう話だよ」

　繋ぐ手を介し、彼女の身体が硬くなったのがわかった。

「必要ないよ、あの世にわざわざ確認しに行くなんて。君のお父さん、君の事、めっちゃ愛してるでしょ。家を潰す勢いでお金をかけてこんなもん作ろうとするくらいだ」

　再現をしたかったのだろう。ザザの父は、娘が一番心奪われた光景を。

　その理由なんて、わかりきっている。

「……言えば、いいじゃないですか」

　彼女の手の力が強まる。それでも、それは魔法を使わなければ女の子の力。

「こんな、こんな回りくどい事、せずに……言えば、いいじゃないですか……」

　父親に文句を言って、肩を震わせる、そんな女の子の力。

「ひ、一言で、よかったんですよ……。一言、……愛してるって、直接、……抱きしめて、くれたりして、それで、そしたら、それで……それを、なんで、こんな事……」

「あの……多分ね、……期待値を、なるたけ高く取りたかったんだ、お父さんは」

「は……？」

　自分の予想だが、多分間違ってはいないと思う。どことなく居いた堪たまれない気持ちになるのは、それを自分と同類の馬鹿さだなと思ってしまうからだ。

「可愛い娘にさ、お母さんを亡くして悲しんでいる娘に、できる限り大きく大きく喜んで欲しかったんだよ。本当にできる限り、自分のできる一番をしてあげたかったんじゃないかな」

「……はあ？」

「愛しているって言うよりも、自分の手で抱きしめるよりも、記憶にある限りで一番娘が喜んだ瞬間を再現すべきだって考えたんだ。それが、一番効果がでかいから。……俺は、ちょっとわかるんだけど、その気持ち。せっかくなら最高効率・最大効果狙うっていう、そういうの」

「…………っ」

　ふるふると、首を横に振った彼女の表情はなんとも言い難がたい。驚きと呆れと憤いきどおりをぐちゃぐちゃに混ぜたらこうなるだろうという色をしている。

「……やっぱり、多少、おかしくなっちゃってはいたと思うんだ。お母さん、亡くしたショックで。だからと言ってザザからしたら本当」

　ふざけんなって話だとも思うんだけど……そう締めた幹人の言葉の後、聞こえてきたのはすうっという深い呼吸。

　大きく大きく息を吸う音。

　そして。

「………………とうさまのッ!!　──ばぁあああああああああああああかッ!!」

　鳴ったのは爆音も爆音。

　ザザ・ビラレッリの大噴火である。

「とうさまのばか！　ばか！　ばあああかッ!!　なんでそうなんですか！　なんでそんなひとなんですか！」

　キンキンとした金切り声ではなく、腹から叩き出すその怒声は、痛々しさではなく力強さが何より際立つ。

「へんじん！　ばあぁか！　そんなだから！　とうさまがそんなだから！　ばかでばかでばかの！　へんなひとだから!!」

　いつもクールでお澄まし顔のザザ・ビラレッリは、そんな面影を吹き飛ばす勢いで噴き上がり続ける。

「そんなだから！　むすめのわたしもこんなんなんですよッ!!　ばかで！　へんなのッ！　とうさまのせいです！　とうさまのッ!!」

「……ははっ」

　思わず、笑ってしまうくらい、それは微笑ほほえましい光景だった。

「ばあか！　ばあかッ！　ばかばかッ、ばああああかッ！」

　だってこんなのもう、重く気まずい家庭の事情じゃなくて、ただの盛大な父娘おやこ喧嘩だ。

「お？　なんだなんだ？　はっはっは！　言ったれ言ったれ！　いいぞいいぞお！」

　遠くから照治が手を叩いて笑いながらそんな野次を飛ばす。

「もうしりません！　しらないです！　わたしもうしりません！　へんなままでいきます！　へんなままでいきますし！　……このへんなひとたちといっしょにいきます！　いきちゃいます！　もんくなんてききません！」

　その宣言に、いよいよ部員たちは大きな歓声を上げる。よおしよく言った！　こっちに来いこっちに！　ようこそ変人の世界へ！　などなど各々、言いたい放題である。

「へんでいい！　わたしもへんでいい！　だってそれがわたしです！　いいんです！　いいんだって！　いってもらいました！　だから、わたしはかってにへんなままいきていきます！」

　ぼろぼろ、ぼろぼろとザザの瞳からは涙が溢れていて、だけど暗い雰囲気なんてない。

「とうさまのばああああああかッ!!　こんなの！　つくろうとして！　わたしをほうって！　とうさまは、かってです！　だからわたしもかってにしますッ！　したいようにッ！」

　涙声で張られる彼女の力いっぱいの咆哮たちは、朱色の空に伸びていく。

「ばあああかッ！　……だいすき!!　ばあああああああああああッッか!!」

　父親のところまで届け、まるで、そう言わんばかりに。
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「結成申請と話は前後しますけれど、前例はありますし、いいでしょう。……それではこの度の無制限依頼達成、お疲れ様でした！　ギルド・オオヤマコウセンさん！」

　パチパチパチとリュッセリアが拍手をすれば、他の職員たちも、その場に居合わせた冒険者たちも同じように手を叩いてくれる。

「まさか兄ちゃんたちがねえ……いや、俺の眼も悪くなったもんだ」

「恐縮です、どうも」

　パンと笑顔で背中を叩いてきた、顔に皺しわはあるが大柄で筋肉質な男性冒険者と照てる治じは微笑を浮かべて握手を交わす。

　幹みき人ひとの記憶が正しければ、男性冒険者は一番最初にこの冒険者協会支部に訪れた際に居た、幹人たちの冒険者登録に兎うさぎ討伐という条件を提案してきた彼である。

「覚えておくぜ、お前たちのギルド。オオヤマコウセンだったな、共同でなんかやる事あったらよろしく頼むぞ」

「こちらこそ、勉強させていただきます」

「はっはっは、なんだ謙虚じゃねえか！　一等級の、それもあの厄介だっつうフォスキアを狩ったんだぞ、もっと偉ぶれよ！」

　一旦、ザザの屋敷で塚つか崎ざきたちが作っておいてくれた夕食を貪むさぼるように食べ、やってきたのは依頼達成報告だ。

　戦闘に参加した六人で協会支部の建物を訪れるなり飛んできたリュッセリアへ、指定されていたフォスキアのいくつかの部位を見せると彼女はその場にへたり込んで、しばらく立ってくれなかった。

　その後、あなたたちは本当に無茶な事をしたんですよというお小言をたっぷり頂いてから、幹人たちの功績は正式に認められる運びとなった。

　今回の戦闘参加メンバーに関しては五等冒険者の位が与えられ、元々五等を持っていた幹人には四等へのスピード昇格が認められている。

「ギルドランクはまだまだ黄色ですから。新米ですよ」

「そりゃ新米さ、だが普通は赤なところを特例で黄ランク結成だ。珍しい事だぜ」

　代表者として堂々と振る舞いつつも謙けん遜そんする照治へ、男性はそう言った。

　冒険者ランクと同じく、複数の冒険者で結成されるギルドにもランクが存在する。上から順に金・銀・銅・紫・青・緑・黄・赤の八等級だ。

　通常ではもちろん新設ギルドは赤からのスタートなのだが、幹人たちの場合、無期限依頼を冒険者一人とそれ未満の集団で達成してから、その報告と同時にギルド新設申請をした形となる。そういった時、その功績を鑑かんがみて赤からではなく特別に次の黄からのスタートとなるらしい。

「なあ、お前も認めてやったらどうだ？　大したもんだろ、この兄ちゃんたち」

「……ふん」

　部屋の隅に座り、そっぽを向いていた女性がそう言われてこちらを向いた。もう何度目の遭遇か、あの美人だが口の悪い金髪の女冒険者である。

「……まー、一応、……あんだよ、……最低限！　最低限ではあるみてえだな！」

「そうかどうもありがとうようれしいね」

「んだテメエその言い方ァ！　褒めてやってんだろが！」

　完全に棒読みで返した照治にガァッと牙を剝むく女性。やがていつものように言い争いに発展し、友好関係の始まりとはならなさそうだった。

　ともあれ、ギルド・オオヤマコウセン。中々の好発進ではあった。

　幹人たちがこの異世界にやってきて、もう四十日以上が経過している。その間、一つ目の熊に凶暴な兎、巨大な蜥蜴とやりあって、その全てで危うく死にかけた。

　おまけにあれだけ力を入れて準備してきたロボコペには出られず、こうしている間にも学校では講義がどんどん進んで、順調に今期の単位は取得不可能に近づいている。

　碌ろくな状況ではないというのは否定のまったくできない事実である。

　とにかく大目標はもちろん、元の世界への帰還。小目標はそのために知識と技術、資材と情報を蓄える事。

（だけど……）

　頭に浮かぶ、桜髪の女の子。それから、まだまだひどく興味深い魔法と魔道具。

　異世界に来る羽目になって、碌ろくな状況ではない事は確かだけれど、悪い事ばかりでもない。

　せっかくだから、楽しめるだけは楽しもうと、そんな風に思えた。





　　　　◇◆◇






「よおし！　電流帰還バイアス回路ごっこしようぜ！　俺、安定抵抗な！」「あ、ずりいよおお！　えー、じゃあ俺、ベース電流！」「んじゃ俺はトランジスタ！」「僕、バイアス電圧！」「俺、変化する温度！」

　正気である。狂気じみた会話に聞こえるかもしれないが、本人たちは純粋に楽しんでいるに違いないのだ。照治を中心にわいわいと盛り上がり、男子部員たちは手を繋いで何やら始めた。

（あ、いいな……）

　ルールはまったくわからないが彼らは盛り上がっていて、なにより幹人と手を繋げるかもしれない。ああ、自分も交ざれば良かった。

　そんな風に思い悩むが、さすがにあの男子特有のテンションに飛び込んでいくのは憚はばかられた。

「みぃちゃん頼むよ！　ほんとにね！　測量器具！」

「え、あ、はい！」

　隣に座る建築科五年女子である先輩、横よこ倉くらから力のこもった言葉が飛んで、しっかり魅み依いは頷きを返した。

　冒険者協会支部から帰ってきて、既に摂っていた夕食とは別の、改めての打ち上げである。十代男子がメンバーの大半で、さっき食べたばかりだというのに露店で買い込んだカロリーの高そうな食料が食堂の机には並んでいる。

　食の細い魅依はあまり食べ物を口に入れる事はないが、それでもこの明るく染まった空気がとても心地よかった。それだけでお腹いっぱいと言ってもいい。

「美味しい！　ザザさん、これなんですか!?」

「あ、これはね……」

　横倉と反対側、魅依のすぐ隣には咲さきが居て、さらにその隣にはザザが居る。二人は仲良くあれこれ甘かん味みを食べながら、仲なか睦むつまじくしている。兄である幹人に取り持ってもらうまでもなく、咲はザザへ自分から話しかけて、改めて友好な関係を築き直していた。

　その姿は、自分なんかよりも遙かに大人だと感じてしまった魅依である。

「お兄ちゃんにもあげてきます！　そして褒められてきます！　撫でられたぁい！」

　言うなり機敏な動きで椅子を降り、食べていた甘味を手に咲は幹人のもとへ向かった。

「……本当に、サキはミキヒトさんが大好きですね」

「う、うん。……ものすごく、仲、良くて」

　ザザが声を掛けてきてくれて、そう言えばこうして一対一のような形で話すのは初めてだなと思い至る。

「ですよね。でも、その気持ち、わかります。ミキヒトさんってなんか……温かくて」

「……うん、すごく」

「はい。それで、だから……甘えたく、なる」

　小さく、そう呟く声。

　ちらりと横目で窺えば、桜色の幻想的な髪の映える、輝くような美しい少女。彼女の翡ひ翠すい色の瞳には、確かに熱があるように見えた。

　ああ、こうなるよなあ。それが、正直な感想だ。

　予感はあったし、予想もしていた。

　咲から甘味を受け取った幹人はそれを口に放り込み、笑顔で妹の頭を撫でながらザザへと手を振った。ザザもそれに応えて同じ仕草を返す。

　異世界に来て、優しくて繊細で美しい少女と出会う男の子。

　お互いに命と心を救い合って、そうしたらそれは、惹かれ合いもするだろう。

（……それは、そうだよね）

　当たり前過ぎる展開で、そこに元から傍そばに居ただけの女の出番はなさそうだ。

　わかっている。勝算はどうにも薄いだろうという事はわかっている。今、隣に居る少女と競って、勝てるところなんてろくにない事はわかっている。

（……ああ、絶対無理だな）

　本当に、思う。心から、思う。

（絶対、絶対無理……）

　そう、絶対に。魅依は、はっきりと思う。

（絶対無理だ、……諦めるなんて）

　知るものか。異世界が、なんだ。

　居る世界がどこになっても、そこで絵に描いたような美少女と彼が仲良くなっても、それでもやっぱり惹かれ続けるに決まっている。

　度胸もなくコミュ力もなく経験もなく手て練れん手て管くだもない自分という女に、もし恋愛において強みがあるとしたら、それはたった一つ。

　この馬鹿みたいな、諦めの悪さだけだ。






あとがき






　作中、様々なシーンで科学的・工学的な説明がありますが、それらには多かれ少なかれ不正確さが含まれています。また、同様に作品タイトルも厳密なものではありません。『俺たちは異世界に行った（と仮定できる状況になった）らまず真っ先に物理法則（及び広義でそれと呼ばれるようなもの）を（できる限りで）確認する』というのがより実状に沿った表記になろうかと思います。

　どうでしょうか、言う事がいちいち面倒くさいですね。こういう人間がうじゃうじゃ出てくる本作ですが、同類たちは頷うなずきながら、そうでない方々は奇妙な生き物の生態を観察する気持ちで楽しんで頂けたら幸いです。

　びっくりするほど大変に勤勉な担当さん、極めて丁てい寧ねいにお仕事をして下さるイラストレーターさん、そして本作をご購入頂きました最高に素敵な読者の皆様へ心からの感謝を。

　科学や工学、それから高等専門学校がもっともっと世の中に理解される事も祈りつつ、またお会いできたらと願っております。

　藍あい月づき要かなめでした。
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